








































世界最強の人見知りと魔物が消えそうな黄昏迷宮 1.
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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章「世界の終わりは目に見えない」










「迷宮こそが無限の宝物庫である」　──冒険王ローゼンガルド一世──




　牛を育てるのではなく迷宮に巣食う紅ぐ蓮れん魔牛を狩る。

　麦を育てるのではなく迷宮に生息するはじけ麦を収穫する。

　鉄を掘るのではなく迷宮に生息する生きた鉄を解体する。

　迷宮と魔物と冒険者に拠よって立つ国家、それがローゼンガルド帝国である。

　新暦九九七年。

　ローゼンガルド帝国／『帝国による平和パクス・ローゼンガルデイア』の成立より四百余年、ローゼンガルド六十八世の時代。

　未いまだ冒険者は帝国の花形であり、迷宮前広場はいつも祭りのような賑にぎわいを見せる。

　それはこの帝都ローゼリア近郊に位置する深しん淵えん迷宮アヴィリディアも例外ではない。否いな、その迷宮の規模に相応ふさわしく、その賑わいは大陸屈指のものであった。

　大陸に七つ存在する大迷宮／未踏破迷宮の一つであり、帝都ローゼリアで消費する魔物素材の一大産地、手に入らない魔物素材はないとすら称されている。

　地下／アヴィリディア内部へと続く階段の隣には冒険者ギルドの出張所があり、探たん索さく許可を求める冒険者でごった返し、その冒険者たちを相手にする商人の声が引っ切り無しに聞こえてくるほどだ。

「地下三階でとれた新鮮な花蛙がえるの肉に特製スパイスをかけた絶品串焼き！　特大串焼きがたったの一本二ケイル、冷めても美う味まい花蛙の串焼きを探索のお供に！」

「おなじみアイム武具修理店はこちら！　ゴーレム鉄とオルトロス革なら在庫あるよ！」

「ペンにインク、ペンにインクはいらんかねー。書き味抜ばつ群ぐんのグリフォン羽のペン、暗がりで光るヒカリゴケインク、紙もあるよー」

「青空神殿でーす！　《治ち癒ゆ》は十ケイル、《蘇そ生せい》は五十ケイル、《解毒》、《病びよう癒ゆ》、《解かい呪じゆ》はそれぞれ百ケイルから。お得な回数券も販売中です！」

「冒険者ギルドです！　探索許可証の発行はこちらの列にお並びください！　申請には冒険者カードをお忘れなく！　冒険者ギルドです！　順序よく並んでください！」

　そんな、熱気と喧けん騒そうに翻ほん弄ろうされている、一人の少女がいた。

「あわわわわ！　ど、どこですかー！　セージさーん！　セージさああああああん！」

　名前はティルム・ディード。枯かれ葉は色の髪をした小柄な少女だ。今年で十六歳になる。悲鳴を上げる顔はまだまだあどけなく、幼さを残していた。

　手に白い旗を持ち、飾り気のない長剣を腰に差し、背に小さなリュックと中型の盾たてを背負い、地味な鎧よろい／茶に近い赤の厚手の鎧下に、鋼の胸きよう甲こう、篭こ手て、具足を身につけている。

　首元には、これだけは随分と派手な、鮮やかな赤色のスカーフを巻いていた。

　防御力と素早さを両立させたバランスの良い／平均的な前衛の戦士らしい装備だ。

　しかし、一目見てわかるほど似合っていない。武具の重さに体が馴な染じんでないと言うべきだろう、一つ一つの動きにぎこちなさがある。

　ティルムは迷宮探たん索さく許可証を求めて並ぶ冒険者の流れに完全に飲み込まれ、手にした白い旗だけがちょこんと上に出ている。押され、流され、気付けばギルド受付前にいた。

「ようこそ冒険者ギルドへ。迷宮探索許可証の発行には冒険者カードが必要です。カードをお持ちですか」

　ギルド制服を着た受付の少女が、いっそ清すが々すがしいほどに無表情かつ事務的に言った。

　ティルムは、慌てた様子で懐ふところから冒険者カード／薄い水晶の板を取り出し渡す。

　受付の少女はちらとカードを眺め、手元の書類にかりかりと何かを素早く書き込む。

「結構です。探索許可証のない迷宮探索は迷宮法違反であり、発覚した場合は冒険者カードの停止──つまり冒険者資格の停止もあります」

　恐らくこれも決まり文句なのであろう警告の言葉と共に探索許可証が渡される。

　ティルムはやはり後ろから押されるようにして受付の前から弾はじき出された。

　そして、出張所を出て、やっと一息つく。

「は、はうう。ぼ、冒険者って、朝から大変ですねえ」

　迷宮に潜もぐる前からよれよれになってしまったティルムは、旗を杖つえにして一息ついた。

　視線の先には、多くの冒険者を飲み込んでは吐き出すギルド出張所が建っている。

　そのせわしなさはそのまま帝国内の冒険者がいかに多いかを／迷宮の重要さを／魔物素材がどれほど日常に密着したものであるかを示している。




　もしも、その魔物素材が、消えてしまったならば。

　迷宮が決して、無限の宝物庫などでなかったならば。

　迷宮は枯れつつあり、魔物が滅びつつあるとしたならば──




「……『人工迷宮計画ダイダロス・プロジエクト』か」

「ふふっ、やっと見つけたわぁ。その白い旗。あなたが私の仕事仲間なのね」

　呟つぶやくティルムの下に、また別の少女がやって来た。

　銀髪の、ひどくアンバランスな印象を与える少女だ。年の頃は十二か、十三か、はっきりと幼い。女性としても小柄なティルムよりさらに小柄だ。

　しかしその唇は艶つやめいて赤く、表情、態度、纏まとう空気は妖しくすらある。

　語尾を延ばした、からかっているような口調で彼女は名乗った。

「アルリアナ・デイジーコート。神に愛された天才神官よぅ。よろしくぅ」

　銀髪の妖よう艶えんなる幼い少女／アルリアナは天てん秤びんを模した秩ちつ序じよ神の聖印を胸元にぶら下げていた。纏まとっているのも白い神官衣であり、腰には聖印を刻み祝福を施した儀礼武器──彼女の場合は短剣を下げている。

　これは確かに典型的な神官の服装だ。しかし、彼女が、秩序神の神官らしく見えるかといえば見えないだろう。

　ティルムは少し困ったような愛想笑いを浮かべて口を開く。

「……ええと、あなたも、その、あの『計画』に？」

「ふふっ、神殿からの命令でなければ薄汚い冒険者の真ま似ね事ごとなどしないわ」

「冒険者はきちんとした仕事だと思いますよ。けど、まずは会えてよかったです。わたし、ティルム・ディードって言います──」

「騎士団から派遣されたのね。貧乏くじを引かされた新米騎士さん」

「あはは……騎士ってわかりますか」

「おバァカさん。騎士は必ず、センスのないスカーフを巻いているじゃないの」

　アルリアナが指摘したとおり、赤いスカーフはローゼンガルド帝国騎士団員のトレードマークである。さらに言えば、ティルムの装備は全て騎士団の支給品だ。












「まだあるわよぅ。あなた──ティルムは見るからに鎧よろいを着慣れていないもの。私よりは年上のようだけど、それでも若い。入団したばかりの新米だろうと察しもつくわね」

　アルリアナは可お笑かしそうにくすくす笑う。

　ティルムは未いまだに困ったような、愛想笑いを浮かべている。

「当たりです。昨日入団したばかりなんですよね」

「ふふっ、お互い運がないわねぇ。入団したばかりで貧乏くじを引かされたんだもの」

　皮肉にほんの僅わずかだけ気遣いを混ぜてアルリアナが言う。

　ティルムは小さく首を振った。

「でも、誰かがやらないといけないことですから」

「あら、お人ひと好よしぃ」

「あはは、よく言われます」

　愛想笑いではない笑顔を、ティルムは浮かべた。

　ふふっ、と、アルリアナも微笑ほほえみ返す。

「でも、私はお人好しってだぁい嫌い」

「あはは……そうだ自己紹介、冒険者カードの交換、しましょうか」

　アルリアナの暴言が聞こえなかったふりをして──反応に困ったというのもあるが──ティルムは冒険者カードを取り出した。

　冒険者カードはギルドが発行する冒険者の身分証明書である。

　同時に、数値化された冒険者としてのステータス／ＬＶレベル・技能・特技が記されている。

　冒険者カードは、はるか過去に滅びた古代文明の遺産を利用して発行されている。原理は未だ不明のままだが、『冒険者の国』ローゼンガルドに存在する膨大な数の冒険者を管理するためには絶対に必要なものでもあった。

　互いにカードを確認する。




●ティルム・ディード／十六歳

　騎士／属性Ｎアライメント・ニユートラル

　総合ＬＶ：四

　冒険技能：戦士四・学士ＬＶ四

　生活技能：貴族礼法ＬＶ三・法学（帝国法）ＬＶ三

　戦闘特技：盾たての巧たくみ・堅陣構築




●アルリアナ・デイジーコート／十三歳

　神官／属性Ｌアライメント・ロウ

　総合ＬＶ：五

　冒険技能：神官（秩ちつ序じよ神）ＬＶレベル五

　生活技能：神学ＬＶ五・法学（帝国法）ＬＶ五

　戦闘特技：魔法拡大・秩序神の祝福・秩序神の加護




「十三歳でＬＶ五の神官なんですか！」

「ＬＶ四のダブルスキル、ね。驚いたわ。ＬＶ一か、高くて二だと思ってたものぉ」

「……あはは、高等学院でがんばったら、ＬＶ四になってました」

「これも私が神に愛されている証あかしよぅ。神学校では百年に一度の天才と嫌われていたわ」

　たとえばろくに訓練を受けていない場合はＬＶ〇となる。最低限の訓練を受けた駆け出し冒険者がＬＶ一、迷宮を探たん索さくし経験を積んでＬＶ三になれば一人前、ＬＶ五ともなれば冒険者の中の冒険者と言えるだろう。

　高等学院や神学校で高度な訓練を受けたとしても、卒業時はＬＶ二が精々である。

　その基準から考えれば、ティルムとアルリアナは紛まぎれもない天才だ。

　十三歳の妖よう艶えんな少女──アルリアナが銀色の髪を揺らし、肩をすくめる。

「悪くないわぁ。騎士なら、少しはまともな人間でしょうし」

「ありがとうございます……で、良いんですかね？」

「残りは二人ねぇ。商人組合と冒険者ギルドの貧乏くじ仲間が楽しみぃ。私、冒険者と商人がだぁい嫌いなの。もちろん、子供じゃないのだから仕事中は我慢はするわよぅ」

「……上う手まく見つけられると良いんですけど。こんなに混雑してるとは思いませんでした」

「所詮は商人に冒険者でしょう。案外、面倒になって投げ出したのかもぉ？」

「失礼にゃー、他の商人はともかく、にゃーは約束守るにゃーよー。『取るものは絶対に取るけれど、必要以上には絶対取らない』がにゃーの流りゆう儀ぎにゃー」

　素っ頓狂な口調の台詞せりふと共に、がらがらと荷車／カート（サイドに可愛かわいらしい猫のイラストが描かれている）を引きながら、一人の女がやって来た。

　頭の上のネコミミ飾りと、美しい緑の瞳が特徴的な女だ。

　にこにこと人好きのする、だが、どこか偽物めいた張り付いた笑顔を浮かべている。

　首には鈴の飾り／音は出ない。手首などの急所を革で補強した服。腰に古代文明時代の武器──魔銃／拳銃の入ったホルスターを下げ、背に大型魔銃／長銃を背負っている。

　ネコミミ女は二人に微笑ほほえみかけると、にゃーにゃー言いながら自己紹介を始めた。

「こんにちにゃー。冒険商人のククリカ・テンセルにゃ。商人組合から斡あつ旋せんされて今回の仕事を引き受けたのにゃー。『計画』が終わるまで、よろしくにゃ」

「よ、よろしくお願いします。ところで、冒険商人って何でしょうか？」

「冒険者以外には馴な染じみがないかにゃ？　簡単に言えば、迷宮に潜もぐれる戦う商人さんにゃ。素材を取りに行くこともあれば、迷宮内で冒険者から直接素材を買い取ったり、薬品や魔法のスクロールを販売したりにゃ。だから──」

　軽く、緑色の瞳の商人／ククリカは腰のホルスターを撫なでた。

「──腕には、自信があるにゃ」

　撫でたと思った、次の瞬間には、魔銃が抜かれていた。

　その動きの早さを、ティルムは目でとらえることが出来なかった。

　アルリアナも、恐らくは同じだろう。

「これ、にゃーの冒険者カードにゃ！」

　逆の手で彼女は冒険者カードを出す。

　三人は冒険者カードを交換し、各々のステータスを確認する。

「うにゃ！　ＬＶレベル四のダブルに、ＬＶ五の神官なんて、二人とも若いのにすごいにゃ！」




●ククリカ・テンセル／二十歳

　商人／属性ＮＬアライメント・ニユートラルロウ

　総合ＬＶ：六

　冒険技能：魔銃使いＬＶ六・吟ぎん遊ゆう詩し人じんＬＶ三・野伏ＬＶ三・学士ＬＶ三・戦士ＬＶ三・神官（幸運神）ＬＶ一

　生活技能：取引ＬＶ六・鑑定（価格）ＬＶ六・算術ＬＶ五・経営学ＬＶ五

　戦闘特技：抜き撃うち・狙い撃ち・踊り撃ち







「……ＬＶ六、しかも、技能の種類がすごい」

「にゃはは、一人で迷宮に潜もぐるうちに色々と身についちゃったにゃーよ」

「単ソ独ロだったんですか！」

「昔は商人仲間でＰＴパーテイを組んでたにゃー。けど、にゃー以外が引退したにゃ」

　ククリカが、肩を落とす。

「男二人、女三人の五人ＰＴだったにゃー……ＰＴ内でカップルが二組できて二組とも妊娠結婚引退にゃ、それから、ずっと単独にゃ………………にゃあ」

「ばぁかみたい。二十歳の大人がネコミミつけてにゃーにゃー言ってるせいよねぇ」

「ああ、これは商売上のキャラクター作りです」

　ククリカはネコミミを外すと、真顔になり歳相応の口調となって答えた。

「わたしのような単独商人はまず名前を覚えて貰もらわなければいけません。幸い、公平かつ公正な商売をしているうちにお得意様も増えたのですが、折せつ角かくなので続けています」

　ティルムとアルリアナの二人は、ククリカの変貌にぽかんとしていた。

　ククリカが再びネコミミをつける。また、張り付いたような微笑ほほえみを浮かべた。

「確か四人ＰＴパーテイにゃーよね。最後の一人はどんな人なのか楽しみにゃー」

「冒険者になんて、なにも期待しないわよぅ」

「セージさんは……悪い人じゃないと思います。ちょっと変わってますけど」

　ティルムは、何か思い出したのか、少しおかしそうに言った。

「案外、もう、わたしたちの近くにいるかもしれません」

「……何な故ぜ、わかった、ティルム」

　声がした。

　声だけがした。

　ティルムの隣に、何もないところから浮かび上がるように、声の主は現れた。

「おはようございます、セージさん」

「……」

　黒い男だった。暗闇を人間の形にしたように、頭の上から爪先まで全てが黒かった。

　黒い革製のつなぎに身を包み、腰に黒い鞘さやをさし、顔もまた黒い布で覆おおい隠している。

　覆面の隙間から覗のぞく瞳まで黒く、纏まとっている空気そのものが黒い。

　その姿は、さながら死神の如く、不吉と死を想起させる。

「………………おはよう」

　挨拶の言葉を思い出すような長い間を置いて、不気味な黒い男／セージはそう呟つぶやいた。

「……な、なにぃ、こ、この男…………本当に、人間…………なのよ、ね？」

「……な、なんにゃ、こいつ何を、したにゃ。姿も、足音も、気配もなかったにゃ」

「……」

　セージは無言だ。ティルムがとりなすように口を挟む。

「セージ・トーラストさんです。冒険者で、盗賊で、特技がさっきみたいに見えなくなることだそうです。何でも、気配を消して意識の死角に潜もぐり込こんでるとか」

「簡単に言ってるけどそれ凄すごすぎねーかにゃ？」

「挨拶ぐらいしたらどうなのぉ。ああ、冒険者に礼儀を期待するだけ無駄かしらぁ」

　驚かされた仕返しとばかりに、アルリアナは皮肉な目でセージを見上げ言葉でなじる。

　セージは無言のまま答えず、ふい、と視線を逸そらした。

　慌てた様子で、ティルムがぱたぱたと両腕を振りながら二人の間に入る。

「あ、あはは。セージさんはずっと単ソ独ロだったせいで会話が苦手らしいんです。ただ照れ屋さんなだけで、悪気はないと思うので怒らないであげてください」

「なによぅ、つまんなぁい」

「にゃー？　アルリアナちゃん、冒険者のこと嫌いにゃ？」

「冒険者なんてだぁい嫌い。商人はもっとだぁい嫌いよ」

「あはは……あの、これから一緒に仕事をするんですから、もう少し仲良く……」

　控え目にティルムが主張した。

「……」

「ふふっ」

「にゃはは」

　セージは無言。アルリアナはからかうように笑う。ククリカは真意が見えない作り物のような笑顔を浮かべたままだ。

「と、とりあえず！　セージさんも冒険者カードを見せてもらえませんか！」

　言われ、セージは冒険者カードをティルムに渡した。




●セージ・トーラスト／年齢不明

　盗賊／属性ＮＣアライメント・ニユートラルカオス

　総合ＬＶレベル：七

　冒険技能：盗賊ＬＶ七・野伏ＬＶ六

　生活技能：魔物知識ＬＶ七・魔物解体ＬＶ六

　戦闘特技：第六感・影歩き・急所狙い・天の眼め──絶技『無む明みよう無想』




「へえ、セージさんってＬＶ七だったんですね……え、ＬＶ七！」

「こいつがぁ？　十三人しかいないＬＶ七の一人ぃ？　冗談でしょう？」

「ＬＶ七……セージ……セージ……」

「……」

　ＬＶは実力の目安であると同時に、才能の壁でもある。

　ＬＶ三までは本人の努力次第。ＬＶ五になれるのは努力と才能を兼ね備えた約一割。ＬＶ六ともなればさらに減少し、ＬＶ七に至っては──現在、大陸に十三人しかいない。

　それより上はもはや伝説の領域である。

　冒険者の最高峰、人間の限界点、伝説の領域に踏み込んだもの。

　それがＬＶ七である。

「セージ……セージ…………セージ・トーラスト！」

　にゃ！　っと、ククリカが緑の瞳を見開いた。

「『絶影』、『死の指先』、『殺す闇』！　ありとあらゆる魔物を単ソ独ロで狩り続け、遂ついにはドラゴン殺しを成し遂げたＬＶ七！　その素顔を知る者すらいない圧倒的正体不明──『首狩り屋』セージ・トーラストにゃ！」

「セージさんってそんなに凄すごいひとだったんですか！」

「ドラゴン殺しねぇ……この男がぁ？」

　ティルムたちの視線がセージに集まる。

　特に、ククリカは、張り付いた笑みを一段深くし、ずいと一歩、距離をつめた。

「お会いできて光栄ですにゃ！　にゃーはククリカ・テンセルですにゃ！　ＬＶレベル七ともなったら迷宮の奥深くに潜もぐりますにゃ？　素材が持ちきれなかったり、アイテムが足りなくて困った経験はありませんかにゃ？　そんなお悩みを解決するのが冒険商人ですにゃ！　にゃーならどんな場所でもカートを引いて駆けつけますにゃ！　今までも──」

「…………」

　立て板に水の如くまくし立て、ククリカは自分を売り込み始める。

　セージの困惑した様子は覆面の奥からすら伝わって来るが、気に留める素振りもない。

　その素早さと強引さは、ククリカの商人としての才能であろう。だが──

「わかったぁ。そんな風にガツガツしているから、一人だけ結婚できなかったのね」

「ぐふっ！」

　アルリアナの残酷な指摘に、ククリカが膝ひざから崩れ落ちた。

「あ、あはは……そろそろ、出発しませんか。探たん索さく許可はわたしが取りましたから」

　このＰＴパーテイは突っつけば突っつくだけ問題が起きる。

　ティルムはそう悟り、仲間たちを促うながした。

　帝国を統すべる皇こう族ぞくが設立した帝国騎士団から新米騎士のティルム・ディード。

　帝国で信仰される五大神の神殿連合より天才神官アルリアナ・デイジーランド。












　帝国の金庫番である商人組合より冒険商人ククリカ・テンセル。

　そして、帝国の背骨とも呼ばれる冒険者ギルドより、ドラゴン殺しの『首狩り屋』セージ・トーラスト。




　迷宮深層でも通用する実力／才能を持つという以外は、何一つ共通点のない彼ら。

　彼らはＰＴパーテイを組み、深しん淵えん迷宮アヴィリディアに挑む。

　それは迷宮の深層に住まう未いまだ見ぬ魔物を討とう伐ばつするためではなく。

　それは迷宮の最果てに到達し迷宮の踏破者となるためではなく。

　それは迷宮の最下層に封印されている古代文明の遺産を発掘するためでもない。




「今日は、地下一階で、『ゴブリン』と『スライム』を保護します」




　魔物の保護／捕獲／管理のために──





第一章「冒険者が多すぎる」










「そーいえば、ティルムにゃんがセージにゃんのこと知ってたのは何でにゃ？」

「あはは。昨日、ちょっと、顔を会わせることがありまして……」




　時間は少しだけ遡さかのぼる。

　セージたちがＰＴパーテイを結成する、その前日のことだ。

　ティルムは帝都ローゼリアの片隅に位置する『薔ば薇ら離宮』にいた。

『薔薇離宮』は皇帝一族がごく近しい人物と私的な時間を過ごすため建築された離宮だ。

　本来ならばティルムのような一介の、入団初日の、新米騎士が訪れる場所ではない。

　枯かれ葉は色の髪の新米騎士／ティルムは、離宮の名の由来ともなった、色鮮やかな真紅の薔薇が咲き誇る庭園で──

「騎士ティルム・ディード、あなたには帝国のために奉仕する権利を差し上げますわ！」

　大陸の七割を支配するローゼンガルド帝国を統すべる華麗なる皇帝一族の第四皇女、咲き誇る薔薇の花にも喩たとえられる華やかなる美び貌ぼうの姫、『薔薇姫』ミコッティア・ローゼンガルドに土下座されていた。

　縦に巻いた金色の髪が、染み一つない白い肌が、金糸を編んだ白金色のドレスが土で汚れるのも厭いとわぬ完全な──美しさすら感じさせる土下座であった。

「え、え、ええええええ、や、やめてください皇女殿下！　頭を上げてください！」

　ティルムが懸命に訴えるが、皇女はぴくりとも動かない。

「いいえ！　あなたが、『はい』と言ってくれるまで頭は上げません！」

「というか説明してください！　わたし、騎士団で、入団初日で、配属が薔ば薇ら離宮って聞いただけで、自分が何をするのかもわかってないんですから！」

　そもそもティルムが、実力次第でいくらでも稼げる冒険者ではなく、騎士団を選び入団試験を受けたのは『安定した生活』を求めてのことである。

　ローゼンガルドは冒険者の国だ。必然、冒険者と人材を取り合うことになる騎士団は人気がない。戦乱の世が終わり、騎士団の仕事が華々しい戦闘から地味なインフラ整備／土木工事になったから尚なお更さらだ。泥土騎士団などとすら揶や揄ゆされることもある。

　そのため、ではないだろうが、騎士団の待遇は良い。賃金だけを見れば高くはないが、装備の支給、怪け我がや病気の際の保証、退団後の年金など、賃金以外の利点が多い。

　ティルムは平凡だが真面目な小売商である両親の下に生まれた。日々を質素に暮らして貯蓄に励む両親の姿を見て育った。大きな一発を狙うよりも小さく積み重ねることを好む──要するに、ティルムは堅実を愛する、本質的に平々凡々とした人間なのだ。

　そんなティルムにとって雲の上の存在／皇女の土下座などもはや恐怖の対象である。

　事実彼女のあどけない顔は引ひき攣つり、薄く涙すらも浮かべている。

　ティルムは助けを求めるように、皇女の傍そばに控える黒髪のメイドを見た。

　黒髪のメイドはどこか冷たさを宿した美び貌ぼうでティルムを見詰め、淡々とした感情の混ざらない声で告げる。

「無駄でございます。一度、土下座を始めた姫さまは決して、頭を上げることはありません。相手が『はい』と言うまで、一日でも二日でも姫さまはあそこで土下座を続けるでしょう。たとえ、姫さま汁を垂れ流すことになっても」

「──」

　ティルムは絶句した。

「土下座一本で冒険者ギルド、商人組合、神殿連盟と渡り合ってきた姫さまの交渉手腕はまさしく帝国の最終兵器。『捨て身突撃姫クリテイカル・プリンセス』の二つ名は伊だ達てではありません。僭せん越えつを承知で忠告させていただくならば、諦あきらめて姫さまの要求を受け入れることです。時間が経たてば経つほど、姫さまは際限なく見苦しくなります」

　そして絶望した。

「……わかりました。何だかわかりませんけど、何でもしますから、許してください」

　軽く泣きそうな声だった。

「その言葉、確かに聞きましてよ」

「同じく、ミコッティア様付きの祐ゆう筆ひつ（※文書記録係）として、騎士ティルム・ディードさまの発言を記録しました。後ほど、帝国公文書保管庫に収めさせていただきます」

　要するに言げん質ちを取った／ティルムはもう逃げられないという意味である。

　皇女ミコッティアが頭を上げた。額と純白のドレスに土の汚れがついている。

　黒髪のメイドが清潔なハンカチを差し出すと、皇女ミコッティアは慣れた様子で自身の顔と胸の汚れを拭った。そして皇女に相応ふさわしい、気品に溢あふれる微笑ほほえみを浮かべる。

「それではお話しましょう──帝国に迫る、滅びの危機を」




　薔ば薇ら園に用意された白いテーブルに、優美なる皇女ミコッティアと緊張する新米騎士ティルムは差し向かいで座っていた。椅子はもう一脚あるが、今のところ、空席のままだ。

　黒髪のメイドは紅茶を用意し、皇女の傍かたわらに控えている。

　皇女に勧められ、ティルムは紅茶を飲む。

　値段を聞くのも恐ろしくなるような純白のカップに、値段を聞くのも恐ろしくなるような香り高く色鮮やかな紅茶。口に含めば、更に豊かな香りが口の中に広がり、僅わずかな渋みと共に舌をくすぐり喉のどに落ちる。

　ティルムの緊張を、解きほぐす。

「……美お味いしい」

「迷宮の深層に生息する古代トレントの黄金葉で作ったお茶ですわ」

「皇女殿下、その、これは、純粋な好奇心で聞くんですが……お値段は？」

「カップ一杯で、十万ケイルといったところですわね」

「ふええ、わたしのお給料四年分だ。やっぱり冒険者ってお金が稼げるんですね」

「それが、問題なのですわ」

　ミコッティアは静かにカップを置き、静かにティルムを見詰めた。

　縦に巻いた金色の髪、大粒の宝石めいた瞳、艶つややかに赤い唇。

『薔薇姫』の名に相応しい華やかな美び貌ぼうに、僅かな憂うれいを浮かべて皇女は語る。

「現在、冒険者は帝国人口の約四割を占めています」

「多い、ですね」

「しかし、それだけの冒険者がいるからこそ、帝国に必要なだけの素材が産出できる。冒険者は多ければ多い方が良い。帝国も冒険者が増えるように尽力して来ました──」

　通常の生産業／農業、林業、畜産と比べ、魔物素材の生育は早い。大陸に七つ存在する大迷宮／未踏破七迷宮だけで帝国全土を賄まかなえるほどの素材を産出する。冒険者が増えるほどに迷宮から獲得する魔物素材／資源もまた増える。

　つまり、冒険者が増えるほど帝国は豊かになるということだ。

「迷宮があれば冒険者が集まる。冒険者が迷宮から素材を産出すればそれを目当てに商人が集まる。日常的に商取引が行われるようになれば更にひとは集まり、村に、街に、あるいは都市になる──迷宮に拠より循環する輪、さしずめ迷宮経済とでも呼びましょうか」

　皇女が口元に皮肉と憂うれいの色を宿す。

「迷宮経済は、上う手まく廻まわり過ぎた。迷宮以外の生産を駆く逐ちくしてしまうほどに」

「……それが、今、問題になっている、と？」

「『枯れた迷宮』という言葉を、聞いたことはありまして？」

「えーと、はい、確か五年ぐらい前に、どこかの村で、迷宮から魔物がいなくなって、村自体がなくなっちゃったって噂うわさを──！」

　ティルムは気付いた。

「もしかして、帝国に迫る滅びの危機って、そういう」

「『枯れた迷宮』の増加が続けば迷宮経済は二十年で破綻する、と予測されています」

「で、でも、二十年もあるなら何とか」

「最初に『枯れた迷宮』が確認された、十年前の予測ですわ」

「……で、でも、十年あるならまだ」

「最新の予測では、迷宮の枯こ渇かつは加速度的に進んでおり、五年が限界だと」

「なんでそんなになるまで放置してたんですか！　って、申し訳ありません皇女殿下、思わず叫んじゃいました！」

「そう言われて当然の失策ですわね」

　政治的、経済的な軋あつ轢れきや対立、癒ゆ着ちやくなど何も出来なかった理由はあるのだろう。しかし若き皇女ミコッティアは、言い訳をしなかった。

「このまま『枯れた迷宮』が増え続ければ最悪、帝国人口の約四割──魔物を狩る技能と技術を持った失業者が生まれてしまう。そうなれば、ただの地獄が待っている」

「地獄……ですか」

「飢えが極まればパン一つでも殺し合いは起きる。歴史が証明してくれていますわ」

「新しい仕事を用意すれば」

「冒険者が多すぎます」

「農業とか漁業とか、食べ物を作る仕事。絶対、必要になりますよね。今まで冒険者に頼りすぎてたのが問題なんですから」

「冒険者を迷宮から引き離し強制的に農業をさせる──なんてことをやれば、それこそ暴動ものですわ。いえ、むしろ、必ず、彼らは反逆する」

「……あ、冒険者ギルド」

「そう、冒険者の数がそのまま組織の力である冒険者ギルドは絶対に黙っていない。冒険者に治ち癒ゆ魔法を施し寄付金を吸い上げている神殿連合も、数多あまたの冒険者との取引で利益を上げている商人組合も反発するでしょう」

「敵ばっかりじゃないですか！」

「利害が対立すれば敵になる。逆に言えば、利害が一致すれば味方にもなる」

「それなら利害関係を調整して……時間、足ります？」

「足りませんわねえ。三大組織に根回しを行い、冒険者の方向転換を進め、迷宮経済から脱却を図るのに五年は短すぎます。帝国を一から作り直すようなものですもの」

「どうしようもない……わけじゃ、ないんですね。本当にどうしようもなかったら、皇女殿下が、わたしみたいな新米騎士に、こんな大事な話をするとは思えません」

「素晴らしい。それでこそ、わたくしが見込んだ人材ですわ」

　にこりと、満足そうに、皇女ミコッティアが微笑ほほえんだ。

「迷宮が枯こ渇かつするならば新しく迷宮を作れば良いのです。名付けて『人工迷宮計画ダイダロス・プロジエクト』」

「迷宮を作るなんて、本当に出来るんですか？」

「先日、冒険者ギルド、神殿連合、商人組合の三大組織は『計画』の推進に賛同しました。既に『計画』は動き出している。もう、後戻りはありません」

「……わたしに、『計画』の手伝いをしろと？」

「『計画』の最大の問題は『人工迷宮内の魔物をどこから調達してくるか』ですわ。幸い、魔物の繁殖力は人間と比べるまでもなく旺おう盛せいです。雌雄の一つがいもいれば何とかなります。ですが最初の一つがいだけは外部──つまり、迷宮から連れて来なければなりません」

　皇女がちらと、傍かたわらに控える黒髪のメイドを見た。

　メイドは音もなく書類を取り出し、ティルムの前に置いた。

「これは、冒険者ギルドの、登録用紙……ですよね？」

「騎士ティルム・ディード──明日から冒険者となり、迷宮の魔物を捕獲なさい」

「は……？　え……？　魔物の、捕獲、ですか？」

　瞳をぱちくりとさせた。風が吹いて枯かれ葉は色の髪が揺れた。

「ええええええええええええええ！　む、無理ですよそんなの！」

「帝国のためですわ。やりなさい」

「わたし、入団初日ですよ！　わたしよりもっと腕の立つ騎士がいますよね！」

「わたくしがあなたを選んだのです。あなたの、そう、類たぐい稀まれなる才能を見込んで」

「類稀なる才能って言われましても、わたし、普通の女の子なんですけど！」

　また、ちら、とミコッティアが傍らのメイドに視線をやった。

　黒髪のメイドが静かな口調で、書類を読み上げるように言う。

「ティルム・ディード、十六歳、平民。帝国初等学校にて極めて優秀な成績を収める。初等学校卒業後、特別推薦により、高等学院への入学が認められる。高等学院でも同じく極めて優秀な成績を収め、主席学生に選ばれる。卒業前ＬＶレベル検査でＬＶ四のダブルスキル／帝国高等学院史上五十八人目の快挙を果たす──」

　ミコッティアが指を振る。メイドが口を閉じる。

「高等学院は貴族の世界。成績優秀な平民は最も嫌われる存在ですわ。しかし、あなたは、その高等学院で、主席学生でありながら、誰からも、嫌われていなかった」

「あはは……ただ、目立たないだけですよ」

「その謙虚さですわ、あなたの持つ、類たぐい稀まれなる才能は」

「え？」

「騎士ティルム・ディード。あなたは天才です。ただし、ありふれた、平凡な天才です。一時、名を馳はせたとしても、歴史に名を残すことはない程度の天才ですわ」

「すみません、それは褒ほめられてるんですか？」

「魔物捕獲ＰＴパーテイは『計画』の実働部隊。重要な立場です。皇室、ギルド、連合、組合、から一人ずつ人員を出します。その四人でＰＴを組んでもらうと会議で決まりました」

「組織間で責任と労力のバランスを取るため、ですかね。まあわかります」

「各組織は優秀な人材を送り込むでしょう。間違いなく──『優秀ではあるけれど、万が一、失ってしまっても組織に悪影響を及ぼすことはない』人材を」

「つまり、それって」

「平たく言うと、優秀だけど問題のある人材が集まると確信してますわ」

「あはは……なんとなく、話が見えてきました」

「あなたには、ＰＴの実質的なリーダーとして、問題のある人材をまとめ、魔物捕獲任務を無事に成功させることを期待しています！」

「貧乏くじだあああああああああああああああああああ！」

「天才としては平凡でも、常識と良識と社会性を持つあなたがいて本当に良かったですわ！　最悪、わたくしがまとめ役として冒険者になることまで考慮してましたもの！」

「で、でも、ひょっとしたら、案外、普通のひとが来るかも」

「そんなあなたの希望を叩たたき潰つぶすために、一人、呼んでおきましたわ」

「なにしてるんですか皇女殿下！」

「冒険者ギルドから派遣された……そろそろ、来ると思うのですけれど？」

「まだ到着の連絡はありません。遅れているのではないでしょうか」

　ミコッティアが問い、黒髪のメイドが応じた。

「いる。おれは、ここに」

　そして、声がした。

　何もないところから、浮かび上がるように、黒い男が現れた。

　白いテーブルの、三脚目の椅子に、静かに腰掛けていた。

　ティルムが瞳を見開く。

　ミコッティアが僅わずかに眉を上げる。

　黒髪のメイドが、氷の顔かんばせに、僅かな恐怖の色を宿す。

「ティルム。その騎士と、一緒に、入らせて、もらった。話は、聞いていた、全て」

　どこかくぐもった声、淡々としているというよりも、細切れになった口調。

　頭の上から爪先まで黒く、顔すら黒い布で隠され、覆面の隙間から黒い瞳が覗のぞく。

　ティルムが悲鳴を上げなかったのは、ただの偶然だ。

　夜道で見かければ、悪霊の類たぐいだと勘違いしかねない。

「三年、だ」

　黒い男は、言った。

「冒険者として、おれには、わかる、迷宮を見ている。五年はない。迷宮が枯れる。魔物が減る。冒険者の、収入が、減る。収入が減れば、より、多くの魔物を狩ろうとする。迷宮の枯こ渇かつは、加速、する」

「わかりました。その意見は必ず、『計画』に携たずさわる賢者たちに伝えますわ」

　皇女が頷うなずき、黒い男は沈黙した。

「良かった。普通……じゃないですけど、ちゃんと常識的なひとっぽいじゃないですか」

　ティルムは、ほっと、息を吐いた。

　黒い男の目を見て、にっこりと微笑ほほえむ。

「わたし、ティルム・ディードです。よろしくおねがいします」

「……」

　すう、と、黒い男は、世界に溶けるように姿を消した。

「え、なんで！」

　何もないところから、黒い男の声だけがする。

「……………………突然、話かけるな、驚く、だろう」

「えええええええええ！　普通に話しかけただけですよ！」

「冒険者のセージ・トーラスト。魔法によらず己の技術のみで姿を消す絶技の使い手」

　ミコッティアが、一杯十万ケイルのお茶を口に運び告げる。

「普段から姿を消しているため他人と会話することがなく、絶望的に会話が苦手で特に女性が苦手なそうですわ。因ちなみに、これを聞き出すのに一刻（約二時間）使いましてよ」

「鍛たん錬れんだ。常に、使い、続けていなければ、技は衰おとろえる」

「それでも会話ぐらいはしましょうよ！」

「している。冒険者の宿と、ギルドの受付で」

「……なんとなくですけど、それどっちも『いつもの』で、終わらせてません？」

「…………何な故ぜ、わかった」

「あはは」

　予想が当たってしまい、ティルムは逆に困ったように、乾いた声で笑った。

　恐らく黒い男／セージがまだいるのだろう、椅子の上の空間を見て、ティルムは微笑ほほえみを浮かべた。人になれていない野良猫に向けるような微笑みだ。

「わたしでよければお付き合いしましょうか。会話の練習、っていうのも、変ですけれど」

「……」

　すう、と、再びセージの姿が椅子の上に現れる。

　セージが、覆面の奥からまじまじと、ティルムを見た。

「おまえは、お人ひと好よしだな」

「あはは──よく言われます」

　屈託なくティルムは、笑う。

　セージは笑わない。

　これが、新米騎士ティルムと、ドラゴン殺しの『首狩り屋』セージの出会いだった。




　そして時間を戻す。

　セージ、ティルム、アルリアナ、ククリカの四人は迷宮第一層地下一階にいた。

　空気はひんやりとして、周囲は薄暗い。足元は土で、ところどころからごつごつした岩が飛び出ている。端的に言えば洞どう窟くつのようだった。

「わあ、迷宮ってこんな感じなんですね。思ったより普通」

「普通じゃない場所もあるにゃーよ。まあ第一層地下四階まではこんな感じにゃ」

「層と階って何が違うんです？」

「地形が変われば魔物も変わるにゃ。つまり難易度が変わるにゃ。だから同じ種類の階をまとめて第一層とか第二層って区分けしているにゃ。それぞれに名前もあるにゃ」

「なるほど。じゃあ、ここはどう呼ばれてるんです？」

「深しん淵えん迷宮アヴィリディア第一層『深淵の始まりは土と泥』」

　セージが呟つぶやいた。

「地下一階──別名を、『自殺街路』、だ」

「あらぁ随分と物騒な名前がつけられているのねぇ。おもしろぉい」

「蘇そ生せい術が普及するまでは、新人の半分が地下一階で死んでたにゃ。冒険者になるのは死にに行くようなものだから『自殺街路』。今でも、新米ＰＴパーテイが最初の戦闘で死人を出してダッシュで神殿に駆け込むのは迷宮の風物詩みたいなもんにゃ──あ、ほら、丁度」

　階段を下りた直後はまた、ちょっとした広場のようになっている。ここから三方七箇所に通路が枝分かれしていた。

　通路の一つから、一つのＰＴが、階段へ向かってダッシュしている。見るからに新米といった四人ＰＴパーテイで、神官らしき青年が、血まみれの女戦士の体を背負っていた。

「くそっ！　まさか初戦闘でいきなり死者が出るとは！」

「あわわわわわ、あわわあわわ、頭が、頭が割れてぴゅーって血が！」

「やめてやる冒険者なんてやめてやる冒険者なんてやめてやる」

　彼らはそのままダッシュで、階段を駆け上がって行った。

　その背中を見送り、ククリカがけらけらと笑い飛ばす。

「にゃはは、初々しいにゃー。早速、迷宮の洗礼を受けたにゃーね」

「嫌な洗礼ですね！　っていうか、命の扱い軽っ！」

「だって、蘇そ生せいが一回五十ケイルにゃーよ？　宿代二日分ぐらいにゃ」

「確かに命の値段と考えたら異常に安いですけど！」

「おれは、不思議だった、前からだが。どうして、なんだ、《蘇生》が五十ケイルで、《解毒》や《病びよう癒ゆ》が最低百ケイル」

　訥とつ々とつとしたセージの言葉に、自然と、一行の視線が本職／神官のアルリアナに集まる。

　アルリアナがどうでもよさそうな態度で、銀色の髪を揺らして肩をすくめる。

「あれは本物の蘇生術を劣化させて簡単に扱えるようにした、まがい物だからよぅ」

「違う、のか。本物の、蘇生術、とやらは」

「劣化蘇生術は死体の状態で成功率が左右されるわよねぇ。本物の蘇生術──神の奇跡に失敗はないわぁ。使い手もめったにいないけどねぇ。それよりもぉＬＶレベル七、ひとの目を見て、もっと、はきはきと喋しやべれないのぉ？　きもちわるぅい」

「……」

　悪戯いたずらめいた上目遣いでアルリアナが見詰める。セージがすうと姿を消した／逃げた。

「あはは、そろそろ行きませんか？　ずっとここでお喋りしてても仕方ないですし」

「そうするにゃ」

　ククリカがカートからランタンを取り出した。ランタンの中に入っているのは油と灯ともし火びではなく丸い石だ。丸い石を軽く叩たたくと、石が白く輝き、周囲を照らし始めた。

「何ですか、それ」

「二刻石にゃ。これ一つで二刻、《灯あかり》の魔法が周囲を照らす便利アイテムにゃ」

「魔銃みたいな古代文明の遺産ですか？」

「にゃはは。時間を調節して《灯り》の魔法をかけただけの石にゃ。三個一ケイルの、駆け出し魔法使いの小遣い稼ぎにゃ。迷宮では時計代わりでもあるにゃーよ」

「なるほど、明かりと時計を兼用してるんですか……へえ、冒険者の知恵ですねえ」

「その通り、冒険者の知恵にゃ。はい、アルリアナにゃん、ランタン持つにゃ」

「どうして私なのかしら。商人の分際で私に雑用を押し付けるつもりぃ？」

「役割の問題にゃ」

　アルリアナの暴言を軽やかに無視し、ククリカが肩をすくめる。

「戦士のティルムにゃんと盗賊のセージにゃんは前に出るにゃ。神官のアルリアナにゃんと商人のにゃーは後衛にゃ。で、にゃーはカートを引いているにゃ」

「手が空いてるのは私だけってことねぇ。まあ納得してランタン係をしてあげるわぁ」

「余計な荷物はにゃーのカートに乗せるといいにゃ。物資管理も商人の仕事にゃ」

「ありがとうございます」

　ティルムがぺこりと頭を下げ、背負っていたリュックをカートに乗せた。

「セージにゃんと、アルリアナにゃんは荷物を乗せないにゃ？」

「おれは、持ち歩かない、余計なものを。元々、単ソ独ロだから、な」

「預けるほどの荷物はないわ。預けられないほどの神の愛があるだけよぅ」

　セージが再び姿を現し答える。アルリアナが銀色の髪をかき上げ冗談めいて告げる。

「剣よし、鎧よろいよし、盾たてよし……うん、大丈夫。わたしはいつでも出発できますよ」

　ティルムが腰の剣を確かめ、鎧よろいのずれを直し、背負っていた中型の盾たてを左で持った。

「準備は出来ているわ」

　アルリアナが左手に二刻石のランタンを持ち、右手で胸に吊つるした聖印を撫なでる。

「にゃーも行けるにゃ」

　ククリカが腰と背中の魔銃に弾を込め、カートの車輪を目視で確認する。

「かまわない」

　セージは何もしない。迷宮に入る前に全ての準備は終えたと言わんばかりに。

　人の形をした暗闇のように佇たたずむ。

　ＰＴパーテイの準備は整った。

　探たん索さく開始を前に、ティルムは、全員の顔を見て、笑顔を浮かべて、頭を下げる。

「それじゃあ──みなさん、今日は、よろしくお願いします！」

「……」

「はぁい。上辺だけのお付き合いをよろしくねぇ」

「にゃはは」

　こうして、性格的に見事に纏まとまりのないＰＴは初めての迷宮探索を開始した。

「……あはは」

　ティルムは、早速、ちょっと、心が折れそうになった。




　ランタンの灯あかりを頼りに、ＰＴはところどころに岩が飛び出た土の道を進む。

　前列にティルムとセージ、後列にアルリアナとククリカ。ククリカが引くカートから僅わずかに、車輪が軋きしむような音がしていた。

　最初こそ緊張していた様子で片手を剣に添えていたティルムだったが、あまりに何も起きない／同じ冒険者とすれ違う程度なので、次第に、気が緩ゆるみ、口を開く。

「いませんねえ。スライムも、ゴブリンも」

「にゃはは。一階は罠わなもないし、まずは迷宮に慣れることにゃーよ」

「そんなものですか？」

「ゴブリンもスライムも、ぶっちゃけ雑ざ魚こにゃ。下がＬＶレベル四、上がＬＶ七でドラゴン殺しのＰＴパーテイじゃ負けるほうが難しいにゃ」

「なるほど、あ、こんにちは」

　何組目か、また、セージたちは、別のＰＴとすれ違う。

　くたびれた装備の戦士が二人に魔法使い一人、全員が三十歳程度の男所帯だ。獲物が見つからず苛いら立だっているようで、ティルムの挨拶にも素っ気なく会釈を返しただけだ。

「くそっ、全然スライムがいねえ。どうする、きのことコケ狙いに切り替えるか？」

「宿代で消えるぞ、厳しいな」

「最近はそっちも減ってるからな……おい、あれ見ろ」

　ちら、と、魔法使いローブを纏まとった男が、ティルムたち、正確にはククリカを見た。

　他の二人も、同じようにククリカに気付いて舌打ちをする。

「『歩く銀行』じゃねえか。ＬＶ六が地下一階で何してんだよ」

「ただでさえ、最近は獲物が少ないってのによう。ＬＶ六ならもっと深く潜もぐれよ」

「やめとけ。相手はギルドにだって顔が効くＬＶ六の名士さまだ」

　聞こえない程度の小声のつもりだったのだろうが、洞どう窟くつの反響は、しっかりと彼らの皮肉な呟つぶやきをティルムたちの耳に届けていた。

「嫌われちゃいました、かね」

「にゃはは。気にする必要ないにゃ」

　ククリカは本当に全く気にした様子なく、笑い飛ばす。

「そうよねぇ」

　軽けい蔑べつと嘲ちよう弄ろうも顕あらわに、アルリアナが銀色の神をかき上げ赤い唇を釣り上げる。

「あの歳で、地下一階で燻くすぶっている小物に生きてる価値なんてないわぁ。稼ぎたいならＬＶを上げてもっと深いところに潜れば良いだけよ。自分に甘い、クズよねぇ」

「そういう言い方は良くないですよ。ひとには、それぞれ事情があるんですから」

　さすがに見かねたのだろう、ティルムはたしなめるように言った。

　しかしアルリアナは鼻で笑う。

「誰にだって事情はあるでしょう。そんなのただの言い訳ねぇ」

「アルリアナにゃん、小さいのに厳しいにゃー」

「でも……」

　納得が行かない、という表情をティルムは浮かべている。アルリアナは皮肉っぽく笑った。セージは無言で、ククリカはどうでも良さそうだ。

　気まずい空気を漂ただよわせたまま、一行は尚なおも、進む。

　──ぴちゃん。

　不意に、小さすぎるほどに小さな水音がした。聞こえたのはセージだけだった。

「──止まれ」

　セージが、低い、だが、震えもどもりもない明めい瞭りような声で告げる。

　背筋が伸び、黒い覆面の奥の瞳は刃やいばのように鋭くなる。

　ティルムたちを残して一歩前に出る。天井を見上げる。何かを探しているように、何度も、立ち位置を変え、やがて、足を止め、天井の一点を指した。

「いたぞ、スライムだ」

　ティルムたち三人がセージの傍そばまで行く。アルリアナがランタンをかざす。

　すると確かに、天井の片隅で、何かがランタンの光を反射して輝いた。

「うわセージにゃん、よく気付いたにゃーね。あれ、確かに、スライムにゃ」

　透明な粘ねん液えきの塊かたまり。余程に注意深いか、幸運がなければ見落としていただろう。

　一つの大きさは、人の頭より少々大きい程度か、それが、五～六匹はいる。

「生あい憎にく、私は詳しくないのだけれど。スライムってどういう魔物なのかしらぁ」

「雑ざ魚こにゃ」

　ククリカが言った。

「攻撃が通じないのは厄介だけど、松明たいまつで焼き払うか氷魔法で凍らせれば一発にゃ。おすすめは氷魔法にゃ。スライムの素材──粘液は焼くと大部分が消えるけど凍らせれば丸ごと手に入るにゃー。スライムの粘液は保湿性がとっても高いにゃ。傷薬の材料とか、化粧品の素材に需要が多くて、雑魚のくせに良い値段になるから大好きにゃー」

　そして僅わずかな沈黙を挟みセージも口を開いた。

「スライムは雑魚だ。知能は低い。動きは鈍い。だが、極めて危険な雑魚だ」

「雑魚なのに危険なんですか？」

　枯かれ葉は色の髪を揺らしてティルムが首を傾かしげる。

「奴やつらは目の代わりに『熱』と『音』で『見る』。天井に貼り付き、獲物が下を通るのをじっと待つ。落下し獲物の頭部を包み込み、窒息させ死体を食う。一度、スライムに包まれたら助かる方法はない。スライムに殺されるか、スライムごと焼かれてしまうかだ」

　二人の説明の差異はそのまま、二人が魔物をどう見ているかの差異であろう。

「にゃー？　確かにスライムで死ぬ駆け出しも多いけれど、どうせ蘇そ生せいで一発にゃ？」

「冒険者にとっては死は身近な友人だ。しかし、死に甘えるのは二流だ。深層に進めば進むほど、死体を抱えての帰還は困難になる。全滅すればなおのことだ」

　セージの声は変わらず明瞭だが、そこに感情の色は薄い。

　それだけに、その言葉は、奇妙な重みを持って響く。

　どちらかと言えば、一般的なのは、ククリカの考え方である。それほど、『死』を容易たやすく覆くつがえす『蘇そ生せい術』の恩恵は大きい。安価で手軽な『蘇生術』の完成によって冒険者は一気にその数を増やし、ついには、人口の四割を占めることになったという経緯もある。

「……にゃあ」

　冒険者になれ過ぎたククリカは耳に痛いことを聞いたと苦笑を浮かべる。まだ冒険者としての経験が浅いティルムとアルリアナは素直に感心する。

　特にアルリアナは、心底驚いた／しかし見直したといった顔をしていた。

　じっ、と、セージの顔を見詰めて、心なしか柔らかな口調で言う。

「さすがねえＬＶレベル七。いえ、セージ、普段からそれぐらいはっきりと自分の意見を言えるなら、私も認めてあげるわぁ」

「……吐き気がする」

「ふぅん？　そういう喧けん嘩かの売り方は好きよぅ、泣くまで罵ののしってあげるぅ」

　いきなりセージがそっぽを向いて吐き捨てる。その態度に、アルリアナがついと眼めを細めた。ティルムが慌てて二人の間に割って入る。

「お、落ち着いてください。というかどうしたんですかセージさん急に！」

「喋しやべり、すぎた。調子に、乗った。緊張で、今は、吐きそうだ」

「ええええええええ！」

「もう、ずっと、ドラゴンと戦っていたい。その方が、楽だ」

「基準が凄すごい！　いやむしろドラゴンがたいしたことないように思えちゃいます！」

　ぷるぷると、セージ（ＬＶ七・単ソ独ロでのドラゴン殺し・生きた伝説）は震え始める。

「そもそも、どうして、このＰＴパーテイは女ばかりなんだ」

「今更そんなことを言われましても！」

「女は、苦手だ。わからん」

「わたしはセージさんがわかんないです！　とりあえず背中さすってあげますから！」

　さすさすと、黒いつなぎに包まれたセージの背中をティルムが撫なでる。

「なんか、ティルムにゃん、セージにゃんのお母さんみたいにゃ」

「情けない男ねぇ」

　心底からの軽けい蔑べつを浮かべて、アルリアナが銀色の髪をかき上げた。

　首の鈴を揺らして、ククリカはさして興味もなさそうに肩をすくめる。

「ところで、あれ、どうやって捕まえるにゃ？」

「……え？」

　一瞬の沈黙。

　洞どう窟くつの冷えた空気が通り過ぎ、ぴちゃんと、また水滴／スライムの粘ねん液えきが滴したたる。












「ないのぉ？　捕獲の手順書のようなものは」

「ない、と、思います。多分、それを考えるのもわたしたちの仕事かなと」

「にゃー……確かに、魔物の捕獲なんて普通はやらないからにゃー」

「えっとセージさん、何か、案は？」

「……」

　ティルムが声をかけるも、セージはまだ蹲うずくまって震えている。

　セージを除く三人は、天井に貼り付くスライムを見上げた。

「手は……届きませんよね」

「届いたとしても、粘ねん液えきの塊かたまりなんて摑つかめないわねぇ」

「下手に触ったら、腕を伝って頭に取り付かれて終わりにゃ」

「凍らせて……溶かす？」

「凍らせた時点でスライム死んでるにゃ」

「あはは。倒すなら難しくないんでしょうが、捕まえるとなると……案外、困りましたね」

「生け捕りだものねぇ。虫取り網のようなものでもあれば良いのかしら」

「網の隙間を抜けるだけだにゃ」

「なら壷つぼを……手が届かないのね。脚立でも持って来るべきかしらぁ」

「それですよ。高さが足りないなら、みんなで肩車をすれば」

「あー、それならギリギリ届きそうにゃ。凍らせたスライムを入れる壷つぼもあるしにゃー」

「待ちなさいおバァカさんたち。それは本気で言っているの？　どう考えても危険な、失敗の予感しかしないのだけれど」

「とりあえずやってみるにゃーよ。知恵と機転はどれだけ搾しぼってもタダにゃ。それでも無理ならお金を使ってひとを雇うか物を使うにゃ」

「私は反対したわよぅ」

「あはは。ま、まあ、とりあえず挑戦ですよ。セージさーん！」

「…………なん、だ？」

　知恵と機転／別名『思いつき』によりセージたちは全員で肩車をすることになった。

　体格順にセージが土台、ククリカ、ティルムと続き一番上の捕獲役がアルリアナだ。

　四人の肩車はお世辞にも安定しているとはいえないが、一応、垂直を保っていた。

「どうですかアルリアナさん」

「信じられないけれど、意外に上う手まく行きそうよぅ」

　スライムのすぐ下につぼの口を合わせる。短剣の先で天井を軽く削るようにするとスライムがずるりと壷の中に落ちて来た。

「やったわ！」

　次の瞬間、スライムが壷の中で急に激しく動いた。

「わっ！」

「えっ！」

「にゃ！」

「……」

　辛うじての安定を保っていた肩車が崩壊した。崩れる肩車、地面に落ちるティルムたち、壷こそ割れなかったがスライムは飛び出し、襲い掛かって来た。

　さらには、その『音』と『熱』に反応し天井のスライムたちまでもが襲い掛かって来る／一斉に落下し、獲物／ティルムたちに纏まとわりつく。

「うひぃ、ぬ、ぬるぬるして気持ち悪いです！　わ、わあ服の中に入って来た！」

「ひ、ひんっ。く、くすぐったい。こ、こいつら、じわじわ、上に登って来てるぅ」

「やべえにゃ。頭に来られたら終わりにゃっ！　ていうかスライム相手に全滅とか笑い話にしかなんねーにゃ！」

　幸運なことに、いきなり頭部を包まれる／窒息死することはなかった。

　しかし、スライム／粘ねん液えきの固まりはティルムたちに絡まり肌の上を這はいずり登る。

　ひんやりぬるぬるとした感触は気持ち悪くも気持ち良くもあり、彼女たちの背筋にぞくぞくしたものを走らせる。

「因ちなみにスライムの粘液はローションにも使われてるにゃあ！　スライムローションのぬるぬる感にはまっちゃう冒険者もちょくちょくいるのにゃあ！」

「そ、そんな話を、今しないで下さいよぅ！」

「……ふふっ、でも、確かに、この、ぬるぬる感は癖になりそう、ねぇ。はぁん」

「アルリアナさぁあああああん！　そっち行っちゃだめですぅううううう！」

「……」

　一人、素早く難を逃れていたセージが、腰の短剣を抜いた。

　冷え冷えと白く、三日月を思わせる鋭い刃やいばだ。

　銀光一いつ閃せん──セージは、スライムたちの首をはねた。

　音もなく、彼女たちを襲っていたスライムが、何十ものスライムの破片に分断される。力を失い、ぼとぼと、と、ダンジョンの土の上に落ちて行く。

「へ？」

「あ、あら？」

「にゃ……ス、スライムを斬ったのにゃ！」

　ティルムとアルリアナがぽかんとする。ククリカは驚きよう愕がくの視線をセージに向ける。

「スライムは群れの生き物だ。一匹に見えるスライムも、雌雄数十匹の小スライムによって構成されている。スライム同士の『つなぎ目』を狙えばスライムは斬れる」

「そんなの聞いたことないにゃ！」

「おれが調べた。魔物を狩るためには、魔物を知る必要がある」

　魔物を狩り続けたＬＶレベル七──『首狩り屋』セージ・トーラストは静かに告げた。

「ところで、おまえたちは、何を、したかったんだ」

「……え？　それは、スライムを、捕まえようとしたんですけど」

「……？」

　セージは首を傾かしげた。

　そして、幸運にも割れていなかった壷つぼを抱えて天井を見上げる。

　天井にはまだ一匹、実際は数匹の小スライムが集まった、小ぶりなスライムがいた。

「子供のスライム、か。親から、分裂した、ばかりの」

　セージはスライムの真下に立った。

　小ぶりなスライムが獲物に襲い掛かる／落下する。より正確には、天井からの跳躍と表現するべきなのだろう。意外なほどに速度と勢いがある。

　セージは危なげもなく身を引き、壷でスライムを受け止め、蓋をした。

「捕まえた、ぞ、スライムを」

　ティルムたちはしばらくの間、目を丸くしてセージを見詰めていた。

　セージはもう一度、首を傾げる。

「どうして、あんなに、難しいやり方を、したんだ、おまえたち、は？」

「あはは……」

　スライムの粘ねん液えきにまみれてぬるぬるの女性陣を代表するようにティルムが叫んだ。

「で──出来るんだったらもっと早くやれえええええええええええええええええ！」

　ティルムの叫びは反響し、迷宮の中に響き渡る。




「ううー、全身がぬるぬるします。お風呂に入りたいですねえ」

「まったくね。だぁれかさんのせいで酷ひどい目にあったわぁ」

「まー、今回はにゃーたちが悪いにゃ。次からはもうちょっと考えて行動するにゃ」

「とりあえずやってみようと言ったのはあなたよ、このおバァカさん」

「過ぎたことは仕方ないにゃー」

「あはは……でも、これって、わたしたちが迷宮を舐なめてたってこと、なんですよね」

「セージにゃんがいなければ、マジで全滅してたからにゃあ……にゃーもちょっと、油断しすぎてたにゃあ」

「そうねぇ……もう少しで、本当に、あのぬるぬるがくせになるところだったわぁ。今、思い出しても……いけない気分に、ふふっ──」

「アルリアナにゃんだけ反省するところがなんか違ってねーかにゃ」

「スライムをペットにしたら、いつでもあのぬるぬるを楽しめるのよねぇ」

「……スライムローションを桶おけいっぱいに溜ためたスライム風呂で我慢しとけにゃ」

「それも楽しそうねえ」

「沸いた、ぞ、湯、が」

　スライムを捕獲したティルムたちは休憩をとることにした。

　さすがに、スライムの粘液にまみれたまま探たん索さくを続けたくはない。粘液を洗い流すのは無理でも、布で拭いて身を清める程度はしたいと女性陣の意見が一致したからだ。

　丁度、二刻石が一つ消え、休憩には良いタイミングだったというのもある。

「ありがとうございますセージさん。これでやっと体が拭けますよ」

「わかってると思うけれど、覗のぞいたらダメよぅＬＶレベル七」

「むしろ金を取るにゃー」

「あはは。セージさんはそんなことしませんよ。ねえ」

「……」

　ふい、と、セージがティルムたちに背中を向ける。

「怒ったにゃ？」

「いえ、あれは面倒くさくなったか、照れてるだけかなって」

　迷宮内で休憩を行う場合は、周囲に魔物がいないことを確認し、他のＰＴパーテイの邪魔にならないよう壁際に寄るのがマナーである。

「さすがに脱ぐ、のは、あれですね」

「それなりに人通りがあるものねぇ」

「安心するにゃ。脱がずに体を拭く方法を教えてあげるにゃー」

「わあ、それは助かります」

「女冒険者は助け合いにゃ。アレとかコレとか女にしかない問題もあるからにゃあ」

「それにしてもぉ、地下一階でこれじゃあ深層だとどうなるのかしらねぇ。日帰りは無理だしぃ、何日もお風呂に入らずに過ごすのよねぇ」

「深層になると逆に人目がないからいろいろと楽だったりもするのにゃーよ。珍しいタイプの冒険商人に、深層専門の移動風呂屋なんてのもいるにゃ」

「へー、迷宮の中でお風呂ですか」

「カートに桶おけと水と大量の薪まきを積んで迷宮深層まで潜もぐれる優秀ＰＴパーテイにゃー。すっげえ高いからにゃーは使わねーにゃ」

　などと雑談をしながら、ティルムたちは襟えり元もとや裾から手を入れ、服を脱ぐことなく、露出を最小限に留とどめ、体を拭いた。

　もし覗のぞきがいたとしても、その鉄壁の防備に歯は嚙がみするしかなかっただろう。

「先せん達だつの女性冒険者に感謝ですね」

「にゃはは。ついでに、このままお昼ごはんにするにゃ？」

「そうねぇ。少し早いけれどお昼時だものねぇ」

　そういうことになった。

　それぞれが昼食の用意をする／各自で持ち込んだ食事を取り出す。焚たき火びを囲むようにして腰を下ろす。

「冒険者って普段はどんなお昼ごはんを食べてるんですか？　わたし、とりあえずお弁当を作ってきたんですけど」

「冒険者の宿で売ってるお弁当か、軽くて保存の効く携帯食糧にゃ。にゃーは仕入れの売れ残りを食べる場合も多いにゃーね」

「私は携帯食糧にしたわよぅ。余計な荷物は持ちたくなかったもの」

「なるほど。じゃあ、いただきます」

　と、ティルムが手を合わせ、昼食が始まった。

　彼女はリュックから取り出した大き目の弁当箱を開ける。

　中には野菜を挟んだパンと、花蛙がえるの肉を一口大に切り、揚げたものが詰めてあった。品数は少ないが、量が多い。そしてどれも丁寧に作られている。

「ティルムにゃん。意外とがっつり食べるにゃーね」

「あはは。動き回るから、お腹なかが空すくかなと思って」

「正しい、判断、だ。空腹は、判断と、動きを、鈍らせる」

　そう言うセージは、腰のポーチから取り出した干し肉の塊かたまりを小刀で薄く削そぎながら食べていた。合間合間に、干し葡ぶ萄どうも口に運んでいる。

　ククリカは冒険者の宿で売っている弁当だ。メニューこそティルムの手作り弁当にそっくりだが全体的に、べちゃっと、しなっとしている。

「うにゃー、宿弁当ばっかり食べてる身にはティルムにゃんのお弁当が目に毒にゃーね」

「良かったら少し食べますか？」

「催促したみたいで悪いにゃー、じゃ、遠慮なくこのから揚げを……む、美う味まいにゃ」

「ふぅん」

　アルリアナが横目でちらりと、ティルムの手作り弁当を見た。美味くもなさそうにぽりぽりと棒状の携帯食糧をかじる。

「ありがとうございます。良かったら、お二人もどうぞ」

「いらないわぁ。お人ひと好よしの施しなんてお断りよぅ」

「……貰もらおう」

　セージがから揚げを口に運ぶ。二、三度咀そ嚼しやくし飲み込み頷うなずく。

「美味い、な。下味が、効いている」

「揚げたてなら下味が薄くても美お味いしいんですけどね。蛙かえる肉は淡白ですから、お弁当にするなら、こっちの方が、時間が経たっても美味しく食べられます。パンに挟んでも美味しいですから、試してみてください」

「わかった」

　言われたとおり、セージはパンの間に、揚げ肉を挟む。

　パン、野菜、から揚げ、野菜、パンの構造だ。覆面の口元を押し下げ、かじりつく。

「なるほど、合う。この、野菜、酢漬けだな」

「はい。口の中がさっぱりします」

「パンも、だ、焼いて、時間が経っているのに、しっとりとしている」

「あはは、それはパン屋さんで買ったんですけどね」

「良いものを見抜く、目も、腕のうちだ」

「ありがとうございます」

「もう一つ、良いか」

「どうぞどうぞ、沢山ありますから」

　ぐっぎゅーるるるるー。

　そのとき、凄すごい音がした。

　誰かの腹が鳴る音だった。

　一同の視線が、音の方向／アルリアナに向く。

　アルリアナは何事もなかったかのような顔をしているが、僅わずかに頰ほおが赤い。素焼きのコップに入れたお湯を一口含み、銀色の髪を揺らすように首を振る。

「気のせいよぅ」

　携帯食糧は生地にハーブ、ドライフルーツなどを練りこみ棒状にして硬く焼き上げたものだ。水みず濡ぬれを防ぐ油紙に包まれて四本一セットで売られている。

　軽量で栄養価に優れ保存も効くが、食事としてはあまりに味気なく満足感に欠ける。

「……何が、気のせい、なん、だ？　鳴った、おまえの、腹だ、間違い、ない」

「気のせいと言っているでしょう。だから気のせいよ」

「にゃはは。素直になれにゃー。携帯食糧なんかで我慢できるはずがないにゃー。こっちには美お味いしいごはんがあるにゃーよ。美味しいにゃー、美味しいにゃー」

「やめなさい、私を誘惑するのは！」

「あはは……誘惑って認めた時点でアルリアナさんの負けじゃないですかね」

「くっ！」

「それに、食事は三食ちゃんと食べないとだめですよ。特にアルリアナさんはまだ小さいんですから。ちゃんと食べないと大きくなれません」

「お母さんみたいなことを言うのねぇ、新米騎士のくせにぃ」

「あはは。ママですよー。甘えても良いんですよー」

「皮肉よぅ」

「ママー、にゃーの人生辛つらいことばっかりにゃー、甘えさせて欲しいにゃー」

「ひどい二十歳児ねぇ。まあ、そこまで言うなら食べてあげるわぁ。けれど、私を餌え付づけできるなんて思わないことね。秩ちつ序じよ神に愛された天才神官の名にかけて──」

　すっ、と、ティルムの弁当箱からパンを摑つかむ。

　口調は変わらず、からかうように、だが、瞳に僅わずか力を込めてアルリアナは言う。

「絶対に、美味しいごはんになんか負けたりはしないわぁ」

　ぱくぱく、もぐもぐ、ごくん。

「おかわりぃ！」

「速攻で負けてるじゃねーかにゃ」

「あはは。どうぞ、まだまだ沢山ありますから」

「愚かね。これは自制した上で、あえて、食欲に負けているだけよぅ」

「苦しい言い訳にゃー。まったく、口を開けば皮肉しか言わない邪悪神官のくせに、かわいいところあるにゃーねえ」

「ふふっ、さすが商人ねぇ。下手なお世辞がお上手だことぉ」

「そんなこともないと、思いますけど」

「お人ひと好よしの言葉を真に受けるほど馬鹿じゃないわぁ」

「セージさんはどう思います」

「…………宝に、擬ぎ態たい、して、獲物を、狙う、ミミクリーぐらいに、かわいい、ぞ」

「いやそれどういうたとえにゃ」

「まったく、どうしようもないわねぇ。ここは私が大人になって譲ってあげるぅ」

　ティルムの手作りサンドイッチを食べながら、アルリアナは少し笑った。

「ありがとう、嬉うれしいわぁ」

「……」

　皮肉なのか本心なのかは、ちょっとばかり、判断が出来なかった。




　昼食を終え、ＰＴパーテイは迷宮探たん索さくを再開する。

　次の獲物／捕獲対象はゴブリンだ。

「ゴブリンってどんな魔物なんですか」

「金にならねー雑ざ魚こにゃ。肝が薬の材料になるぐらいで肉は売れない、骨もダメ。そのくせ迷宮きのこやヒカリゴケを持ってく商売敵にゃ。数が多かったり、挟まれたりしたら、ちょっと面倒くさいかにゃ」

「捕まえるのは簡単そうねぇ。見つけることさえ出来ればだけれど」

「にゃはは。まあ、魔法使いがいれば《眠り》の魔法とかで一網打尽にゃー。いないけど、にゃーの魔銃で閃せん光こう弾ぶっ放せば、楽に制圧できると思うにゃ」

　新しい二刻石の灯あかりに照らされた洞どう窟くつは、変わらず、どこかひんやりとしていた。

　昼前と同じように、何度か、冒険者たちとすれ違った。

　中には冒険の成果／氷魔法で固めたスライムの粘ねん液えきや、迷宮キノコ、ヒカリゴケなどを背負いカゴいっぱいにし引き返すＰＴもあった。

　同じぐらいに、まだ満足な成果がなく、ぴりぴりしたＰＴもいた。

　ゴブリンらしき声を聞いたが、行ってみれば既に倒されていたこともあった。

　そうこうするうちに、二刻石の灯りが消えた。

「思った以上に、魔物と会えませんね」

「にゃー。地下一階でもまともに回ると一日つぶれるぐらい広いにゃー。魔物もまだ結構いるにゃー。でも、それ以上に冒険者が多くて駆け出しには本当に厳しい時代にゃ」

「スライムも全然いないわねぇ。ペットに一匹欲しいのだけれどぉ」

「にゃはは……え、マジで飼う気にゃ」

「冗談よぅ。でも、『計画』って要するにそういうことよねぇ」

「──！」

　そんな会話の最中、セージがいきなり、土の上に、腹ばいで寝転んだ。

「ど、どうしたんですかセージさん！　土下座ならぬ土下寝ですか！」

「……複数の足音。一箇所で固まって、激しく動いている。この足音の軽さは…………間違いない、ゴブリンだ。ゴブリンの群れが何かと戦っている。こっちだ」

　セージの瞳には再び刃やいばの鋭さが宿っていた。セージが走り出す。

　ヒュン、ヒュン、ヒュン、と影が地面を切るようなセージの走りはさして力をこめているようには見えず、そのくせ、驚くほどに速い。

　ティルムたちは引き離されぬようほとんど全力で走らなければならなかった。

　洞どう窟くつを駆け抜け、角を五つも回ったか。

「ここだ」

　ぴたり、足を止めた。セージが僅わずかに顔を出して角の向こうを覗のぞいている。

　遅れて追いついたＰＴパーテイも、同じように角の向こうを覗いた。

　戦闘が繰り広げられていた。

「ゴブッ！　ゴブゴブゴブー！」

「やれやれ、こんな大群に会うのは久しぶりだな！」

「雑ざ魚このくせに、数だけは、本当に多いんだから──きゃっ！」

「くそっ、あと、何体いるんだよ！　危ない、そこ後ろだ！」

　浅黒い肌の青年剣士、棍こん棒ぼうを手にした神官の女性、二人より少し年下であろう少年盗賊の三人ＰＴのようだ。装備はしっかりと使い込まれており、一人一人の動きも良い。一人前／中堅か、それに準ずるＬＶレベルのＰＴだ。

　対するゴブリン──『子鬼』の別名に相応ふさわしい、人間の子供ほどの大きさの魔物──は二十匹近くいる。いずれも、拾った／奪ったのだろう粗末な武器を手にしている。

　七倍近い数の差があるが、それでも、正面から戦えば冒険者側が優勢だったであろう。

　ただし、現在のような、前衛と後衛が入り乱れた乱戦ではその限りではない。

「そこだ！」

「ゴブッ！　ゴブ…………」

「ゴブッ！」

「ぐあっ！」

　青年剣士の一撃でゴブリンが倒れる。同時に、ゴブリンが背後から盗賊の少年を刺す。

　鉄てつ錆さびに似た血の匂いが、洞窟の冷たい空気に乗って、ティルムたちにも届いた。

「うっ……ど、どうしましょう、これ」

「嫌な臭いねぇ」

　思わずティルムが口元を押さえた。アルリアナが眉み間けんに皺しわを寄せる。さすがにセージとククリカは慣れた様子で顔色一つ変えない。

「これなら地力の差で冒険者側が勝つにゃーね。その前に、一人ぐらいは死ぬかにゃ？」

「あ、あの、助けに入ったり、はしないんですか？」

「横から手を出さないのが冒険者のマナーにゃ。横取りがどうのと揉もめるからにゃあ」

「そんな！」

「要は、あいつらを助けて、ゴブリンも捕まえれば良い。簡単なことだ」

　セージが言った。

「閃せん光こう弾を一発、あいつらのど真ん中に撃うちこめ。あとは、おれが上う手まくやる」




　──そして。

「あの、大丈夫ですか？」

「うっ、ううん……おれたちは、確か、ゴブリンに不意打ちされて…………」

　ティルムが、浅黒い肌をした青年剣士を揺り動かした。

　青年剣士が頭を振りながら目を開け、ティルムを見た。

「お嬢さんが、おれを迎えに来た天使かい？」

「あはは。ここはまだ地上で、わたしはただの冒険者です」

　ティルムの後ろには、アルリアナ、ククリカ、そして青年剣士の仲間の女神官と盗賊少年もいる。

　女神官は呆あきれたように首を振り、青年剣士に言う。

「あんたそれいつも言ってるけど、気取り過ぎてダサいからね」

「やれやれ、うちの天使はいつもこうだ。真面目に話をすると、おれたちが、きみたちに助けられたってことかな？」

「そういうことよぅ。サービスで《治ち癒ゆ》の魔法をかけておいてあげたわ」

「ありがとう。不意打ちとはいえ、まさか、ゴブリンにやられるとはね。これだから迷宮は怖い」

「そこそこ良い装備にゃーね。ちゃんと使い込んでもいる。ＬＶレベル三ぐらいにゃ？」

「ああ、ぼくとそっちの彼女がＬＶ三で、そっちの盗賊がＬＶ二さ」

　浅黒い肌の青年剣士は立ち上がり、改めてティルムたちに頭を下げる。

「普段は地下六階、二層の上で狩りをしてる」

「不思議な話ねぇ。地下六階で通用するＰＴパーテイが地下一階で狩りをしているなんて」

　アルリアナが言うと、青年剣士はティルムたちを見て肩をすくめた。

「そのネコミミ、ＬＶ六の『歩く銀行』ククリカ・テンセルだろ？　きみたちが地下一階にいるほうが驚きさ。ま、ぼくたちはちょっと、仲間が一人、厄介な呪いを受けてね。普段と同じ調子で狩りをするのは難しいから安全策をとっているんだ」

「呪いですか大変ですね……あれ、《解かい呪じゆ》は百ケイルじゃありませんでした？」

　蘇そ生せいより高い、ということで少し話題になったのを彼女は思い出した。

「ぼくたちもそう思ってたよ。ただあれは最低料金らしくてね、簡単な呪いならともかく……うちの仲間みたいに厄介な呪いだと一気に跳ね上がるんだ」

「《蘇そ生せい》だったら五十ケイルですむのににゃー」

「いっそ死んだほうがまし、と言いたいけれど、生き返っても呪いが解けるわけじゃないからね。しかし本当にまいったな、許可証なしで成果もなしじゃ笑い話だ」

「待ちなさい。迷宮法第三条、迷宮の安全と保全に関する法で許可証なしの探たん索さくは禁じられているはずよぅ。罰則は三十日以上の冒険者資格の停止ねぇ」

「は？　ああ……」

　青年剣士は、アルリアナの胸の聖印／秩ちつ序じよ神の象徴である天てん秤びんを見て苦笑した。

「そりゃ悪いことだけどね。それじゃあ生活できないんだから仕方ないだろ。誰でもやってるし、ギルドの上はともかく、現場は黙認さ。それこそよっぽど派手にやらなきゃね」

「だから、法を破っても許されると？」

「じゃあ、法を守って仲間を見殺しにしろと？　冗談じゃない」

　青年は目で、仲間の女神官と少年盗賊に合図をする。

「ぼくたちはそろそろ行くよ。明日は法を守れるようにもう少し獲物を探してみる」

「お世話になりました」

「あばよ、この借りは、いつか返すぜ」

　ゴブリンと戦っていた三人ＰＴパーテイが立ち去った。

　彼らがいなくなると、何もない場所から浮かび上がるように、セージが姿を現す。

「上う手まく、行った、ようだな」

「閃せん光こう弾を撃うち込こんで、その隙に冒険者とゴブリンを全部気絶させるとか無む茶ちや苦く茶ちやにゃ」

　完全に呆あきれた声で言い、ククリカは首の鈴を揺らして肩をすくめた。

　ティルムは、青年剣士たちのＰＴが去って行ったほうを向いたままぽつりと呟つぶやく。

「……ちょっと悪いことしましたかね。大変な状況みたいですし」

「ふふっ、迷宮の枯こ渇かつが進むはずねぇ。肝心のギルドが冒険者の違法を黙認しているんですもの。自分で自分の首を絞めるなんて、馬鹿馬鹿しくて面白いわぁ」

「みんなの利益と自分の利益が対立してるんだから仕方ねーにゃ。それを上手に調整するのが国の仕事にゃ。ま、思いっきり失敗してるみたいだけどにゃー」

　また、ククリカが、鈴を揺らして肩をすくめた。

「……魔物の取り合いで、冒険者同士が、戦闘になった、話も、ある。無許可、探索ぐらい、まだ、マシだ」

　ぼそぼそとセージが言う。

「そういうことが、なくなるように、するのが、おれたちの、仕事だ」

「そうですよね！」

　ぱああっと、ティルムが明るい、感動に近い笑顔を浮かべる。

「にゃはは、セージにゃん良いこと言うにゃー」

「お人ひと好よしが、ここにもう一人いたようね。バァカみたい」

「……喋しやべり、過ぎ、た。体、が震え、る。吐きそう、だ。帰り、たい。もう、嫌、だ」

「さっきまでかっこ良かったのにもうこれですよ、このひと！」

「戦闘中、なら、いくら、でも、喋れ、る、んだ」

「あなたもうずっと戦ってなさいな」

「おれ、も、そう、したい。いっ、そ、迷宮、に、住み、たい、ぐらい、だ」

「何言ってるにゃこいつ」

「おれは、迷宮が、好きだ。一番、落ち着く」

「もはや病理を感じるにゃ」

「あはは……そ、そうだ、ゴブリンを捕まえて、今日は帰りましょう。そうしましょう」

「そうだ、な。ゴブリン、は、ここだ」

　セージが、迷宮の壁に近寄る。壁の下の方に、よく見なければわからない程度の、人間の子供がやっと通れるぐらいの穴が開いている。ゴブリンの巣穴だ。

　恐らく、群れが巣穴を出たところで冒険者たちと鉢合わせたのだろう。

　冒険者たちを気絶させ、ゴブリンたちを巣穴に押し込み、一芝居打ったのだ。

　呼びかけると、巣穴から一匹のゴブリンが姿を見せた。

「……ゴブゥ？」

　ゴブリンは先程の戦闘で傷を負ったらしく血を流している。武器こそ持ってないが、警戒しているのは雰囲気から見て取れた。

「おれたちは、味方だ。今のところ。話がある。聞け」

「……ごぶぅ？」

「…………おい、誰か、ゴブリン語を話せる奴やつはいないか」

「ゴブリン語なんてあるんですか？」

「んなもん、本職の学者ぐらいしか知らねーにゃ」

「要するに、敵意がないと伝わればいいのよねぇ」

　アルリアナが銀色の髪をかき上げた。秩ちつ序じよ神の聖印に触れ、胸の前で手を組む／祈る。

「──癒いやすは神の輝き、神よ苦しみを赦ゆるしたまえ──《治ち癒ゆ》」

　祈りが捧ささげられる／神の奇跡を再現する神聖魔法が発動する。

　ゴブリンが淡く優しい輝きに包まれ、脇腹の傷が癒いえた。

「良いのか、秩序神の神官」

「お人好しの真ま似ね事ごとよ。今回限り」

　つん、と、アルリアナは薄い胸の前で腕を組み、そっぽを向いた。

「あはは。とにかく、これで話が……身振り手振りで伝わりますかね？」

　腰の剣をセージに預け、ティルムは非武装をアピールして一歩前に出た。

　ゴブリンは傷があった場所を、信じられないといった顔で撫なでている。

「わたしたちは、魔物を保護する活動をしています。一緒に、来て、くれませんか」

「……ゴブゥ」

「……伝わりましたかね」

「…………ハナシ、ワカッタ」

「喋しやべったああああああああああ！」

　ゴブリンの口から、片言の大陸共通語が漏れたことに驚きの声を上げる。

　アルリアナもククリカもだ。セージだけは平然としている。

「共通語を喋るゴブリンか、久しぶりに、見た、な」

「オレ、カシコイ。ダカラ、ニンゲン、コトバ、ワカル。ダカラ、フシギ」

　ゴブリンがじっとティルムを見た。意外に綺き麗れいな目をしていると彼女は思った。

　ゴブリンが問う。

「ニンゲン、オレタチ、タクサン、コロシタ。ナノニ、コンドハ、オレタチ、マモルイウ。ニンゲン、ナニヲ、カンガエテイル？」

「あはは……」

　生きるために魔物を殺し続けて、生き残るために魔物を保護しようとしている。

　そして、その保護すらも、最終的には人工迷宮を築き──魔物を狩るためのものだ。

　皮肉と言えば、これ以上ない皮肉。

　身勝手と言えば、これ以上ない身勝手。

　ゴブリンの素朴な言葉に、誰も、何も言えなかった。




　地下一階での迷宮探たん索さく／魔物捕獲を終了したＰＴパーテイは地上に戻った。

　既に日は傾き、空は夕焼け色に染まっていた。

　ＰＴは地上で待機していた魔物移送ＰＴに捕獲したスライムとゴブリンを引き渡す。

「確認しました。後日、規定の報酬が皆さんの口座に支払われます」

「はい、よろしくおねがいします」

　通常の冒険者のように魔物素材の収入が見込めないティルムたちには、魔物を引き渡すたびに報酬が払われることになっていた。

「それじゃあ、今日はお疲れさまでした」

「……」

「お疲れさま、と、一応言っておくわ」

「ばいばいにゃー」

　引渡しが終わると、迷宮広場でＰＴは解散した。

　普通のＰＴなら酒場に繰り出して打ち上げでもするのだろうが、生あい憎にく、彼らは普通のＰＴパーテイではない。ティルムやアルリアナに至っては本当の意味での冒険者ですらない。

　ティルムは今夜の晩ごはんは何にしようかなと呟つぶやき帝都への道を歩き出す。ククリカは何か商売の話でもあるのか、がらがらとカートを引いてギルドの出張所に向かう。

「あなた……セージ。この後、時間はあるかしら」

「ある、ぞ。なん、だ」

「冒険者のたまり場に案内してもらいたいのよ。詳しいでしょう？」

「冒険者の宿、か……ローション、スライムのなら、売ってない、ぞ」

「それはまた別の機会に聞くわ。今日は法と秩ちつ序じよを司つかさどる秩序神に愛された神官としての仕事をしに行くのよ。たとえ、仲間の呪いを解くためであっても違法は違法だもの」

「……」

「仲間は売れない？　冒険者にも仲間意識なんてものがあるのねぇ。ふふっ、バァカみたいに薄汚くて、だぁいっ嫌い」

　幼いアルリアナは大人びた仕草で銀色の髪をかきあげる。

「『秩序神の神官にとって最も大事な仕事は罪を裁くことではない。罪が犯される前に手を差し伸べることである』──自慢するけれど、私は秩序神に愛された天才神官よ。帝都にだって私より優秀な神官は少ない。私の《解かい呪じゆ》が通用しないなら、それはもう治せない病ということよぅ」

「おまえが、治すのか」

「そうすれば、あの冒険者たちは罪を犯すことはない。秩序神の御み心こころにも叶かなう。勿もち論ろん、規定の寄付金はいただくわ。私を通してきちんと神殿に収める。違うのは、相手の経済状況を考慮して分割払いを認める点かしら」

「……そう、か」

「ふふっ、覆面で顔を隠していてもわかるわよぅ。言いたいことがあるなら言ってごらんなさぁい。大抵の悪口にはなれているわ。才能があると無能の嫉妬を受けて大変なのぉ」

「おまえが、今日、一番の、お人ひと好よしだ、な」

「斬新な悪口だこと。初めて聞いたわ。どういう意味なのかさっぱりわからない」

「行く、ぞ。冒険者の宿は、多い。探すのは、大変、だ、ろう」

「あらそう」

　二人が歩き出した。

　夕焼けに照らされて、銀色の髪が、きらきらと茜あかね色いろに輝いていた。




「ところでぇ、本当に、スライムって飼えないのかしらぁ？」

「……やめておけ、さすがに」

「つまんないわねぇ」





間章「冒険者の日常」










『銀の杖つえ亭』は帝都ローゼリアに数多く存在する冒険者の宿の一つだ。

　一階が食堂兼酒場で、二階より上が宿という典型的な冒険者の宿である。

　店先には店名の由来でもある銀の杖が看板代わりに掲げられていた。その隣に冒険者ギルド公認の店である証あかし、『円を描く七枚花弁』の金属板が並んでいる。

　店主は老魔女のカレン、それなりの成功を収めて引退した元ＬＶレベル四の冒険者だ。

　朝、迷宮に向かう冒険者たちを見送った後の空白のような時間。老魔女はカウンターの中から、先程まで多くの冒険者が朝食をとっていた客席を眺めている。

「ひと月を七日で過ごす冒険者、なんて、昔は言われたもんだけどねえ」

　しわがれた声には苦味と、哀かなしみが残っていた。

　冒険者の休日は長い。週休五日、もしくは六日が一般的だ。

　冒険者が怠け者だから──ではない。探たん索さくに出れば武器や防具は傷む。傷めば本職／職人の手入れが必要だ。手入れに出して戻ってくるのが大体、四日から五日後である。

　ギルドの探索許可証制度もこのスパンに合わせて設定されている。迷宮探索から五日、もしくは六日過ぎなければ次の許可証は発行されない。

　迷宮での死は容易たやすく覆くつがえされるものになったが、それでも用心は必要である。今では不評な探索許可証制度も、最初は冒険者を守るためのものだった。

「昔は、駆け出しの四人ＰＴパーテイでも、迷宮に潜もぐれば一〇〇〇ケイルは稼げたんだがねえ」

「……」

　カウンターを挟んだ位置で、黒い男が影そのもののように静かに座っていた。

　老魔女の言葉は、半ば独り言、半ば思い出話であろう。

「八〇〇ケイルで一週間飲んだくれて、残りの二〇〇ケイルは貯金して、ＬＶが上がったら装備を新調したもんさ。そうやって、みんな、次の階層に挑んだ」

　全ては昔の話だ。冒険者に安全を重視する余裕があり、迷宮に魔物が溢あふれていた時代。

「今じゃ三分の一、たったの三〇〇ケイル。生活するだけで精一杯……か」

　かつては冒険者を守るための許可証制度が今は冒険者の足あし枷かせになっていた。

　金銭的な余裕がなく、武具の傷みを無視し連続で／ギルドに無断で迷宮に潜る冒険者も多い。特に駆け出しや、何らかの不運に見舞われたＰＴはそうなりがちである。

　長い休日を満喫できるのは、幸運な冒険者だけだ。

「今日も、弁当が、沢山売れたねえ」

　銀の杖亭を根城にしている冒険者の数と探索用弁当の売れた数を比べれば、無許可の探たん索さくを行う冒険者が増え続けていることは嫌でもわかる。冒険者の景気が肌で感じられる。

「すみませーん」

　ぎぃい、と宿の扉を開けて、枯かれ葉は色の少女が、現れた。




　休日のティルムはこざっぱりした白いブラウスにグリーンのスカート、肩に大き目の鞄かばんをかけていた。お出かけする平凡な町娘、といった感じだろうか。

　彼女は枯葉色の髪を揺らして『銀の杖つえ亭』の客席をきょろきょと見回し、カウンターに座る黒い影／セージに気付き、そちらへ向かう。

「いたいた。セージさん、今日は暇ひまですよね。お出かけしましょう」

「……用事が」

「ありませんよね」

「…………気分が」

「悪くありませんよね」

「………………体調が」

「絶好調ですよね」

　がしぃ、と、問答無用で、セージの腕を摑つかみ、引っ張るようにして立たせる。

　その光景を、老魔女はぽかんと、口を開けて見ていた。

「…………驚いた。こんなかわいい女の子が、セージを訪ねて来るなんてね」

「こんにちは。わたしはティルム・ディードです。セージさんとＰＴパーテイを組んでます」

「ますます驚いた。セージがＰＴを組んでるなんてね。大変だろう、こいつの相手は」

「あはは。そんなことは……ありますけれどね。仲間ですから」

「何かやらかしたらあたしに言いな。長い付き合いだ。弱みの一つも握ってるさね」

「やめろ」

「その時は是非にお願いします」

「行くぞティルム。どこに、行くのか、知らんが、付き合ってやる、どこにでも」

「あはは。ただのお買い物ですよ」

　ティルムがぺこりと老魔女に頭を下げる。二人が並んで歩き出す。

「中央通り、か？」

「露店通りの方です。そうそう、お弁当作ってきましたからどこかで食べましょう」

「それを、早く言え。やる気が、出た」

「あはは」

　老魔女のカレンは二人の姿を見送り、やがて、くつくつと、愉快そうに笑い始めた。




「あっ、このコップ、かわいいですねえ。セージさんどう思いますか」

「……わからん」

　帝都ローゼリアには十字に交差する二本の大通りがある。縦の通りは──正式な名前が長すぎるので──単に『中央通り』と呼ばれていた。通りの先に帝城があるからでもないだろうが、名の通った、いわゆる一流店が並んでいる。

　一方、横の通りには庶民的な店が並び、こちらは『露店通り』と呼ばれている。

　その名の通りに今でも露店／屋台が多く、掘り出し物があると評判だ。

　ティルムが覗のぞいているのは焼物、草を編んだござに食器の類たぐいを並べた露店である。

　頭にターバンを巻いた恰かつ幅ぷくの良い店主が、にこにこと笑っている。

「騎士団に入って一人暮らしを始めたんですよ。そしたら、色々と足りなくて」

「そうか」

「セージさんはずっと『銀の杖つえ亭』に泊まってるんですか？」

「ああ。駆け出しの頃から、世話に、なっている」

「普段は、えーと、迷宮に潜もぐってない日はどうしてるんです？」

「……何も、してない。気配を、消している」

「余計なお世話かもしれませんが、何か趣味とか見つけたほうが良いですよ」

「おまえは、あるのか、趣味が？」

「お料理ですね。学院時代は寮暮らしだったから必要なかったんですけど、好きなので、時々、食堂の台所を借りてました」

「そう、か」

「長いお休みには実家に帰って、両親に振舞ったり。結構、上手なんですよ」

「だろう、な。美う味まかった。弁当が」

「あはは。良かったら、またご馳ち走そうしますよ。セージさんの好物って何ですか」

「……………………………………………………わからん」

「あはは」

　真剣に考えるセージの姿が面白かったのか、ティルムが少し笑った。

「すみませーん、このコップ、買います」

　こんな調子で、セージはティルムの買い物／日用品の買出しに付き合った。




「必要なものは大体買えましたね。そうだ、セージさんも服を買いませんか？」

　荷物を抱えて隣を歩くセージを見上げて、ティルムが言った。

「いつも、その黒いのばっかりですし。たまには別の服装も良いんじゃないですかね。わたしはもう慣れちゃいましたけど、その服、街中だと目立ちすぎますよ」

「必要ない。気配を薄めてある。見えていても、気にされない、程度にだ」

「地味に凄すごいことやってませんかそれ！」

「おや、セージさんにティルムさんじゃないですか」

　と、通りがかった女性が、二人に声をかけた。

　二十歳くらいだろうか、女らしさより頭の良さが先に出ている／理知的な印象の女性だ。

「……えっと」

「……誰だ」

「……ククリカです」

「あ、ああ！」

　ぽん、と、納得したようにティルムが手を打った。

　二十歳ほどの理知的な印象の女性／ククリカは苦笑する。

「良いですけどね。慣れてますから」

「ないと、別人の、ようだな、ネコミミが」

「それもよく言われます。休日はネコミミをつけないようにしてるんですよ。あれをつけちゃうと、体が仕事モードに入っちゃって商売したくなるんで」

「あはは。ククリカさんは何をしてるんですか？」

「いえ、散歩がてら、何か新しい商売の種でもないかなと」

「それ結局仕事モードじゃありません？」

「お二人こそどうしたんですか？　デートですか？　ＰＴパーテイ結成早々にカップル誕生ですか？　わたしへの嫌がらせですか？　撃うって良いですか？」

「あはは。た、ただの、買い物ですよ」

「最初はみんなそう言うんですよねー」

　じーっ、と、ククリカはティルムに疑いの眼まな差ざしを向けている。

「本当、だ。何なら、ククリカ、おまえも、一緒に、来るか？」

「……なるほど、これは本当にただの買い物みたいですね」

「だからそう言ってるじゃないですか」

「それはそれで面白くないですね！」

「ククリカさんは一体どうなりたいんですか！」

「カップルを妬ねたむのはわたしの趣味みたいなところありますから！」

「大丈夫ですかそれ！　闇しか感じない趣味なんですけど！」

「ということで、お言葉に甘えてご一緒しようと思います。安心してください。少しでも良い雰囲気になろうものなら奇声を上げて地面をのたうち回ってやりますから！」

「それククリカさんの方が傷付きませんか！」

「わたしは自分が傷付くことを恐れない！」

「理由を知らなければ良い台詞せりふだったのに！」

「で、次はどちらへ？」

「い、いきなり素に戻るなこのひと……そ、そうですね」

　ティルムが傍かたわらのセージを見上げる。枯かれ葉は色の髪が柔かく揺れる。

「買い物も終わりましたし、お昼ごはんにしますか？」

「ああ。それは、良いな。とても、良い提案だ」

「じゃあ──」

　ティルムは空を見上げた──今日は、見事な快晴だった。




　店が建ち並び、家が密集し、人が集まりすぎた帝都ローゼリアの一角に公園広場はあった。ローゼリア以前の自然が残る、住人たちの憩いの場だ。

　大きな池があり、樹木があり、散歩用の小道があり、休憩用のベンチが置いてある。

　広さだけならばティルムが以前に訪れた薔ば薇ら離宮の庭園を超えているが、壮麗さでは全く敵かなわない。広さの割には何もない素朴な場所である。

　その素朴さが、帝都ローゼリアの喧けん騒そうに疲れた人々に愛されているのだろう。

「このあたりは、空気が違いますよね。匂いが緑っぽいというか」

「……なら、迷宮の空気は、灰色だな」

「あはは……セージさんが冗談を言った！」

「…………意外か」

「意外ですよ！　でも良いことだと思います。そうやって、ちょっとずつ、色んなひとと色んな会話が出来るように頑張りましょうね！」

「………………ああ、そうか、やっと理解できた。今日の目的は、それか」

「はい！　言ったじゃないですか、わたしで良ければ話し相手になりますよって」

「お人ひと好よしめ」

　ふん、と、セージが、覆面の下で鼻を鳴らす。

　ティルムが、空に浮かぶ太陽のように、柔らかく微笑ほほえむ。

「きえええええええええええ！　ほんげらだっちゃっぴゃあああああああ！」

「うわああああククリカさんが怖い顔して奇声を上げて地面をのたうち始めたあああ！　今のダメなんですか！　判定厳しくないですか！」

「どこで食べる、弁当は。腹が、減ったぞ、おれは」

「こっちは全く動じてない！　でもそうですね周囲の視線も痛いし移動しましょう！」

「どうせなら日当たりの良い、池の傍そばなんてどうですか？」

「本当にいきなり素に戻るなこのひと……じゃあ、それで」

　三人は逃げるように、緑に溢あふれる公園を進む。

　ククリカの醜態とは何の関係もなく、公園は憩いの場であり続ける。

　きらきらと輝く、大きな池、爽やかな風が吹いている。

　並んだベンチには親子連れや老いた夫婦、初々しい少年少女、そして──邪悪な微笑ほほえみを浮かべて、鳩はとにパンくずをやっているアルリアナ。

「餌えさにつられて寄って来るなんておバァカさん。せいぜい無様に肥え太りなさぁい」

　あまつさえ鳩に語りかけている。

　何も知らなければ微笑ましい光景だ。アルリアナを知るティルムたちからすればある意味当然──そりゃあ、あの性格じゃ友だちいないよね、と納得する。

　ティルムが思わず目頭を押さえた。

「ちょっと、わたし、なんていうか、見てられないんで……声をかけて来ます」

「……ああ」

　すたり、すたりと、ティルムたちはアルリアナのベンチに向かう。アルリアナの隣には昼食でも入っているのか大きなバスケットが置いてあった。

　アルリアナもこちらに気付いたようだ。赤い唇を吊つり上あげ皮肉に微笑む。

「あらぁ、休日まで一緒なんて、仲良しさんなのねぇ」

「あはは。偶然会いまして、折せつ角かくですからアルリアナさんも一緒にどうですか？　これからお昼ごはんにするんですけれど」

「冗談でしょう。休日にまで、馴なれ合あう趣味はないわぁ」

「……鳩に話しかけてたくせに」

「……聞こえたわよぅ」

　じろり、と、アルリアナが睨にらんだ。

「生あい憎にくねぇ。私にも連れがいるのよぅ」

「いるんですか！　え、本当に！　良かった！　良かったです！」

「き、気持ち悪いわねぇ。良かったってなによぅ。まあ、紹介してあげるわ」

　ぱかり、と、隣の大きなバスケットを開けた。中には粘ねん液えきの塊かたまりのような何かがある。

「ペットのスラ太郎よぅ」

　ティルムは絶句し、そして、凄すごい勢いでセージの方を振り返った。

「あ、あはは──セージさぁあああああん！　セージさんですよね、これ！」

「断り、きれなかった、ん、だ」

「しっかりしてください。十三歳の女の子に負けてどうするんですか！」

　セージが思い切り視線を逸そらす。がしぃ、とティルムがセージの肩を摑つかんで迫る。

「大丈夫、だ。魔物を、飼っては、いけない、と、いう、法は、ない…………らしい」

「誰もやらないから禁止する法がないってだけですよ！　常識的に考えてください！」

「…………はい」

「ふふっ。ＬＶレベル四の女の子に怯おびえてるＬＶ七なんて情けなぁい」

「アルリアナさんもですよ！　セージさんが押しに弱いのわかってやってますよね」

「当たり前じゃなぁい」

「ああもう！」

　ずい、と、顔を近づけて、ティルムは覆面の奥にあるセージの瞳を見詰める。

「良いですかセージさん。今度から、こういうことがあったら、私に相談してください。ちゃんと守ってあげますから！」

「わかっ、た。助か、る」

「はい。でも、ちゃんと、自分でも断れるようにならないとダメですよ。難しいかもしれませんが、これからも一緒に頑張りましょうね」

「あ、ああ……がんば、る」

　心なしか落ち込んでいるセージを元気付けるように、ティルムが微笑ほほえむ──

「ほげあああああああああああ！　ゆんげらべべっちゃぴっぱああああああああああ！」

「な、何！　呪い？　商人が変な顔で変な声を上げてのたうちまわっているわぁ！」

「しまった！　ククリカさんのこと忘れてた──あああああもう」

　世界最強の人見知り。秩ちつ序じよ神に愛された邪悪神官。全力で暴走する嫁いき遅おくれ商人──

「ほんっとうに、このＰＴパーテイ、なんで、こんなひとばっかりなんですかあああああああ！」

　平凡な新米騎士の悲しい叫びが、晴れ渡る青空へと吸い込まれ、消えて行った。

　今日もまた、世界は、特に何事もなく平和だった。





第二章「良い迷宮ダンジヨンは良い土から」










　前回の冒険より数日、新米騎士ティルム・ディードは再び薔ば薇ら離宮に呼び出された。

「よくやりました騎士ティルム・ディード。この調子で、帝国に奉仕なさいませ！」

「だからなんで土下座してるんですかああああああああ！」

　薔薇離宮の名前の由縁ともなった壮麗なる薔薇庭園、その土の上に、直じかで、帝国第四皇女、咲き誇る薔薇の花にも喩たとえられる華やかなる美び貌ぼうの姫──『薔薇姫』ミコッティア・ローゼンガルドが土下座していた。

「さすが姫さま、今日も見事な土下座でございます」

　土下座する皇女の傍そばに控えた祐ゆう筆ひつ／黒髪のメイドが静かに賞賛する。

「ふふっ、たまには土下座しておきませんと、土下座のキレが落ちますものね」

「本当に心臓に悪いんですけど」

　ティルムの苦情を気にもせず、皇女ミコッティアは優雅に微笑み立ち上がる。

　黒髪のメイドが清潔な布を差し出し、ミコッティアが土汚れを落とす。

　その間に、黒髪のメイドは庭園のテーブルにお茶を用意した。

　皇女に促うながされ、ティルムは席につく。

「まずはゴブリンとスライムの捕獲、お疲れさまでした。特に、ゴブリンが協力的であることに『計画』の人工迷宮管理部門は感謝していましたわ」

「ありがとうございます」

「そしてこちらが本題なのですけれど、同じく管理部門から……というより、捕獲したゴブリンから『この迷宮は土が悪い。土に根差した魔物を増やすにはもっと良い土がいる』という意見が出たそうですの」

「賢いですねゴブリン！」

「『計画』の賢者たちも驚いていましたわ。考えてみれば、わたくしたちは魔物について何も知りませんわ。知っているのは殺し方だけ」

　皇女ミコッティアの瞳に、一瞬、僅わずかな自じ嘲ちようが宿り、消える。

「話が逸それましたわね。土の魔物──『土妖精ノーム』の捕獲をお願いしますわ」




　翌日、ティルムたち魔物捕獲ＰＴパーテイは迷宮前の冒険者広場に集合した。

「昨日連絡したようにＰＴ用のお弁当を作ってきました！」

　新米騎士／ティルムは、騎士団から支給された剣、盾たて、鎧よろいを身につけ、首には赤い鮮やかなスカーフを巻いている。

　闇を人の形に整えたような黒い男。『首狩り屋』／セージは黒い覆面で顔を隠し、黒いつなぎを纏まとい、まさしく闇そのものであるように気配を薄めて静かに佇たたずむ。

「やる気が、出る」

「ふぅん、悪くはないんじゃなぁい」

　銀髪に赤い唇。幼い顔に大人びた皮肉の色を宿した十三歳の天才邪悪少女神官／アルリアナが純白の神官衣の胸元にある秩ちつ序じよ神の聖印を撫なでる。

　そして、ネコミミ冒険商人／ククリカ（独身）が、にゃっはーと歓声を上げた。

「いえーい、美お味いしいごはんにゃー。ティルムにゃんの手料理にゃー」

「喜んでもらえて嬉うれしいです。これも昨日伝えましたが、今日はゴブリンさんの依頼でノームを捕まえます。例によって作戦は現地で立てます。誰も何も知りません！」

「ノーム、か。地下二階の、魔物、だな」

「この『計画』って重要なわりに大おお雑ざつ把ぱよねぇ。だから笑えるのだけれど」

「厄介な魔物が標的になったにゃ。冒険商人にとっては天敵に近いにゃ」

　一転、ククリカは嫌そうに唇を尖とがらせる。

　商品／さまざまなアイテムを乗せるカートにちらと目線をやり、嘆息した。

「にゃーも苦労させられたにゃ。ノームは隙を見せたら荷物を盗んでいきやがるマジで許しがたい魔物にゃ」

「盗みを働く魔物、ですか？」

「そうにゃ！　ノームは食い意地が張っていて、酒癖が悪くて、何より悪戯いたずらが好きにゃ」

「だが、安全だ。襲っては、来ない」

「安全なら良いってもんじゃねーにゃ。にゃーとしては魔銃をぶっ放してやりたいにゃ。でもあいつら素材としての価値もねーにゃ。弾代の無駄だから我慢するにゃ」

「あはは。でも、安全な魔物なら、今回の捕獲は楽に行きそうですね」

「……それは、難しいだろうな」

　セージの呟つぶやきを、ティルムが正しく理解するのはもう少し後のことである。




　一行はまず、前回と同じく探たん索さく許可証を発行する列に並んだ。

「ようこそ、冒険者ギルドへ。迷宮探索許可証の発行には冒険者カードが必要です」

　前回と同じ、いっそ清すが々すがしいまでに事務的な対応をする少女が担当だった。

　黒髪で、冷気を感じさせる顔立ちをしており、表情に乏しい。

「いつも通りだ」

　セージがカードを差し出す。

「はい」

　受付の少女は、それと殆ほとんど同じタイミングで、ギルド印を押した許可証を渡した。

　手続きはこれで終わりだ。セージたちは横にずれて、受付の少女は次の冒険者を──

「ＰＴパーテイ……組んだの？」

　受付の少女が言った。

　セージは無言で頷うなずいた。

「そう……次の方、どうぞ」




　探索許可証を受け取ったＰＴは迷宮探索／ノーム捕獲を開始する。

　地下一階を素通りし、ノームが生息する地下二階へ進む。

「受付の『ドール』が、マニュアル以外のことを喋しやべったの初めてみたにゃー」

「ドールさんって言うんですか、あの受付のひと？」

「あだ名にゃ。理由は、わかるにゃ」

「あそこまで無愛想だと逆に清々しいわねぇ」

「あいつとは、気が、合う。あまり、喋らない、からな」

　地下二階も、一階と同じく、洞どう窟くつのような造りをしているフロアだ。

　薄暗く、冷たく、ところどころに、土の地面からごつごつした岩が顔を出している。

　一階と違うのは、驚くほどに静かだ、ということか。

　ククリカがランタンを取り出し、アルリアナに渡した。

　ランタン／二刻石の灯あかりが、周囲を照らし出す。

「地下二階『盗人ぬすつと小こ路みち』にゃ。一昔前はきのこやコケが取れて、それ目当てのゴブリンも住み着いてたにゃ。今は、ノームぐらいしかいない、ただ通過するだけの階にゃ。一階で慣れたら二階を無視して三階に行くのが王道にゃ。三階は今でも結構儲もうかるにゃ」

「何だか、寂しい話ですね」

「しばらく地下二階を歩いたら、そんなこと言えなくなるにゃ。今回は隊列を変えるにゃ。セージにゃんが前、真ん中はにゃーとアルリアナにゃん、後ろにティルムにゃんで」

「妥当、だな」

「前後を警戒するのね？」

「警戒してるのは下にゃ、あいつら、土の中からいきなり来るにゃ」

「ノームは『土妖精』とも呼ばれる」

　饒じよう舌ぜつにセージが語る。

「土の中を自由自在に泳ぎまわる魔物だ。ククリカが言ったように手癖が悪いが、攻撃をしてこないという意味では安全だ。共通語を使うので、一応、会話は出来る」

「あ！　昔、おばあちゃんから、ノームの御お伽とぎ噺ばなしを聞いたことあります。ノームは畑の守り神で、ノームのいる畑は必ず豊作になるって」

「……ああ、私もどこかで聞いた覚えがあるわね。確か、良い農民には恵みを与え悪い農民には罰を与える、だったかしらぁ。子供だましの教訓話よねぇ」

「『親切なノーム』にゃーね。ま、現実は、歩き回ってみればわかるにゃ」

　ノームの被害でも思い出したのか、ククリカは盛大に嘆息し首元の鈴飾りを揺らす。

　ともあれＰＴパーテイは地下二階探たん索さくを始めた。

「ノームさーん、いませんかー、いたら、出てきてください！　お話があります！」

　ティルムが声をかけるが反応はなく。ただ虚むなしく反響するだけだ。

「返事、してくれませんねえ」

「性悪ノームに期待するだけ無駄にゃ」

　ククリカが言ったように、大半のＰＴにとっては通過するだけの階なのだろう。すれ違う／追い抜いて行く冒険者たちは荷物をしっかりと抱え挨拶もなく急ぎ足で去って行く。

　だが、ティルムは返事があろうとなかろうと別のＰＴを見かけると、必ず、軽く会釈をして挨拶をする少女だった。そうすれば、たまには立ち止まるＰＴもいる。

「こんにちは」

「おう、こんちは！」

　何度目かで足を止めたのは厳いかつい中年男に率いられた五人組のＰＴだった。全員が半裸に近い軽装備で、大槍やりを担いでいる。逞たくましく武骨で暑苦しいＰＴだ。

　声もでかい。洞どう窟くつに反響して、ぐわんぐわんと響く。

　ティルムは自然な微笑ほほえみを浮かべて、挨拶がてらに問いかける。

「ノームさんを探しているんですが、見かけませんでしたか」

「ノームか！　いやあ全然見なかったな！　おまえら！」

「うす！　見なかったっす！」

「そうですか。ありがとうございます」

　ぺこりと頭を下げると、厳いかつい中年男は豪快に笑った。

「こっちこそ力になれなくて悪いなお嬢ちゃん！　一体、何だってノームを探してるんだ！　あいつらを倒しても、素材は落とさねえぞ！」

「兄貴！　あのネコミミ、ＬＶレベル六の『歩く銀行』ですぜ！」

「そういうことか！　ノームに何か金目のものを盗まれたんだな！　そりゃ大変だ！」

「あはは……そういうわけじゃないですけど」

　しかし厳つい中年男に率いられた暑苦しい男たちは勝手にそう納得したんだろう。

「頑張れよ、お嬢ちゃんたち！」

「根性っすよ！」

「努力っすよ！」

「気合っすよ！」

「勢いっすよ！」

　口々にティルムたちを激励しながら、去って行った。

「……濃いＰＴパーテイねぇ。ああいうのはちょっと苦手だわぁ」

「にゃあ……多分、地下三階がメインのＰＴにゃあ」

「わかるんですか？」

「戦士だけの偏かたよりまくったＰＴだからにゃー。まあ、三階に行けばわかるにゃ」

「その前に地下二階でノームですねー」

　暑苦しいＰＴと別れ、ティルムたちは探たん索さくを再開する。

「ノームさーん！　お話があるので出てきてくれませんかー！　すぐ終わりますー！」

　相変わらずノームからの反応はない。気配すらも感じない。一階ではちらほらと見かけた迷宮きのこやヒカリゴケもなく、ただ無愛想な洞どう窟くつが延々と続いているだけだ。

　以前は、きのこやコケを目当てにゴブリンが住み着いていた──

「もしかして、逆じゃないんですかね」

「何がにゃ？」

「きのこやコケがあったからゴブリンさんが住み着いてたんじゃなくて、ゴブリンさんが住み着いてたからきのこやコケが取れたんじゃないかって」

「にゃはは、ゴブリンにきのこ育てる知恵なんて…………あるかもしれねーにゃ」

「筋は、通るな、むしろ。今回の、依頼も、ゴブリンから、だ」

「一応、皇女殿下に、報告してみましゅ──ひゃん！」

　がし、と、ティルムは突然、何かに足を摑つかまれ転倒した。

　物音を聞きつけ、ククリカが魔銃を引き抜き振り返る。

「出たにゃ、にっくきノーム！」

　奇くしくも皇女ミコッティアのように、ティルムは土下座の姿勢で突っ伏していた。ぺろーんとスカートがまくれ上がっている。

　そのすぐ後ろに、耳が不釣合いなほどに巨大なことを除けば人間の子供にそっくりな顔と土色の肌を持つ魔物／ノームが、顔を地上に覗のぞかせていた。

「けけけけ、ピンクだ、ピンクだ！」

　甲高く笑ったかと思うと、そのまま土の中に沈み、姿が見えなくなった。

「うっにゃああああ！　相変わらずむかつくにゃ！」

「ふふっ。とりあえず、立ち上がって、隠した方が良いわよ。大サービスしてるわぁ」

「ううう、鼻が痛い……はうっ！」

　自分がどういう体勢なのか気付き、ティルムは慌てて立ち上がった。スカートを押さえ、土汚れを払って、落とした盾たてを拾う。

　セージと目が合う。

「あの、見えました……よね？」












「ノームはああいう魔物だ。会話は出来るが成立させるのは難しい。悪ふざけをしてはすぐに逃げる。しかも悪知恵が効く。敵ではないが邪魔な相手だ」

「え……これどういうリアクションです。完全無視して魔物の話が始まったんですが」

「見えてはいたけど興味がない、かしら？」

「ある意味すげーにゃ。筋金入りの冒険者で筋金入りに空気読めてねーにゃー」

「え、えー……なんでしょう、見られたかったわけじゃないですけど地味に傷つく」

「……やられた、ぞ、荷物を」

　す、と、セージが、ククリカの引いているカートを指差した。

　ククリカが血相を変えてカートの中を、覗のぞき込こんで、叫ぶ。

「ティルムにゃんが作ってくれたお弁当がねーにゃ！」

「え、えええええ！　お昼ごはんがですか、みんなの分も作ってきたのに！」

「……やってくれるじゃないのぉ。それにしても、陽動作戦なんて小こ賢ざかしいわねぇ」

「セージにゃん、気付いてたならどうにかしてくれにゃ！」

「手加減抜き、殺して、良いなら、止められた。だが、おれたちの仕事は、ノームの捕獲だ。難しいな、殺さず捕まえるのは……いや、これは、ただの言い訳か」

　セージの声には、珍しく、苦いものが混ざっている──

「すま、ない……弁当を、助けられなかった」

「あはは……なんか、凄すごく楽しみにしてもらってたみたいでありがとうございます」

「もうぶっ殺しても良いんじゃないかにゃ」

「駄目ですよ！　あくまで、わたしたちの仕事は捕獲と保護ですからね！」

「にゃー！　殺してーにゃー、カップルの次ぐらいに殺してーにゃー！」

　ぶんぶんと、ククリカが、手にした魔銃を駄だ々だっ子このように振り回す。

　アルリアナが皮肉っぽく赤い唇を吊つり上あげて微笑ほほえむ。

「無様ねぇ。将来、こんな大人にだけはなりたくないわぁ」

「ぐほっ。この邪悪神官、相変わらず、容よう赦しやねーにゃ」

　ククリカが膝ひざをつき、めそめそと、泣いたふりをする。

「だ、大丈夫ですよ。ククリカさんはしっかりしてますし……ええと、家のことをやってくる家庭的な男性を探せば」

「にゃーより稼げない男とかイヤにゃ」

「そうやってえり好みしている間に時間だけが過ぎて行くのねぇ。かわいそーう」

「やめるにゃ！　これ以上にゃーをいじめるにゃ！　二十の女が本気で泣くにゃーよ！」

「いやよぅ。だって、無様に泣かせたくて言ってるんですものぉ」

「スライム飼ってること、ギルドに報告するにゃ」

「やめなさい。かわいそうでしょう。すっかり私に懐なついているんだから」

「あはは……ノームさん、まだ近くにいるかもしれませんよね。呼びかけてみます」

「露骨に話題を逸そらして来たにゃ。でも、だとにゃーとアルリアナにゃんの本気口くち喧げん嘩かが始まってＰＴパーテイがガチ崩壊しそうだから気付かないふりするにゃ」

　再び、ティルムが、ノームに対して呼びかける。しかしやはり反応はない。

「聞こえていない、というよりは、相手をする気がないと考えるべきだろうね」

「やっぱ何とかして捕まえるしかねーにゃ。話はその後にゃ」

「けれど、ＬＶレベル七が捕まえられないんじゃあ。正攻法は無理ねぇ」

「罠わなを、仕掛けるのが、一番、簡単だろう、な。ノームの、好みは、わかっている」

「よっしゃ！　にゃーに任せるにゃ！　ノームへの恨みを込めて罠を用意するにゃ！」

　ククリカの瞳が燃えていた。

「にゃはは、にゃははははははははははは！」

　ちょっと間違えた方向に。




「出来たにゃ！　罠が！」

「子供の悪戯いたずらみたいな罠ねぇ」

　先端が輪になったロープの中に、葡ぶ萄どう酒しゆの瓶びんが置かれている。ロープの逆側は物陰に隠れた四人の方に伸びており、これを引っ張ると先端の輪が締まるという仕掛けだ。

「こういうのは単純な方が失敗がないにゃ。頼んだにゃ、セージにゃん」

「努力はしよう」

「努力はいらんから結果を出せにゃ」

「いるわよねぇ。自分では結果を出せないのに他人には結果を要求する大人ぁ」

「自分に出来ないことは他人にやってもらうのが大人の知恵にゃーよ。自分は何でも出来ると思ってるのは、現実を知らない子供だけにゃー」

「静かにしろ」

　息を殺して、物陰に隠れ、ノームが現れるのを待つ。

　そのうち、葡萄酒の瓶に気付いたのだろう。瓶の傍そば／土の中から土色をした二本の手が伸びた。手探りで瓶を探すように宙をかき、葡萄酒の瓶を摑つかむ。

「今にゃあああああ！」

　ククリカの声よりも速く、セージは縄を引き絞っていた。

　先端の輪が一気に閉まり、葡萄酒の瓶ごと、ノームの両腕を締め上げる。

　驚いたのだろう、ノームが顔を出す。

「わわ、なんだ、なんだ！」

「よっしゃああああ、ざまあみやがれクソノームにゃあああああ！」

　ククリカが歓声を上げて飛び出した。

　そのはしゃぎっぷりにはティルムも思わず苦笑し、アルリアナは道化師でも眺めるような目を向けている。

　罠わなにかかったノームもまた、にやーり、と根性の捻ねじ曲まがって笑みを浮かべた。

「なーんちゃってー」

　別の手が土の下から伸びて、ロープを切った。

　酒瓶びんを抱えたノームは笑いながら、土の下に姿を隠す。

「食べ物に続いてお酒をくれるなんてありがとう！　間抜けなニンゲン！」

「うぉんのれ、このくそノームにゃああああああああ！」

　バキュンバキュン、バキューン！

　目にも留まらぬ速さで魔銃を引き抜き三連射するが、ノームはとっくに土の下だ。

　ククリカが地団駄を踏むが、全てはもう遅すぎる。

「あはは……失敗しちゃいましたね」

「それに、ティルム、またやられてるわよぅ」

「え？」

　ティルムは、腰の辺りの、あるべきものがないことに気付いた。

　ピンク色の、本来なら隠すべき布が、丸見えになっていた。

「うわああああああああん。今度はスカートだああああっていつのまにいいい！」












　顔を真っ赤にしてティルムが座り込む。同時に、天井からノームが一匹、顔を出す。

　そのノームは手にした布／ティルムのスカートをひらひらと振っていた。

　露骨に馬鹿にしたような笑みが、小人の顔に浮かんでいる。

「隙だらけだなニンゲン！」

「ううう、な、なんでわたしばっかり狙うんですかあ」

「他は悪戯いたずらしてもつまらない！　男と子供と年とし増まだからだ」

「誰が年増にゃあああああああああ！」

　バキュンバキュンバキューン！

　しかし、ノームはまたもひょいと土の中に引っ込み消えた。

　後からひらひらとティルムのスカートが落ちて来た。セージは目の前に落ちたスカートを拾いティルムに渡す。

「……」

「あ、ありがとうございます」

「畜生！　ぶっ殺してやるにゃああ、絶対ぶっ殺してやるにゃああああ！」




　ノーム相手にマジギレするククリカが落ち着くのを待つことしばし。

「ということで、また、ノームを捕まえる方法を考えようと思います」

「……」

「土の中へ逃げられたら手が出ないのが困るわね」

「お酒とかで誘い出せるみたいですし、そこ、ですかね」

「誘い出すのは簡単にゃ。でも、罠わながあると見破られてたら意味がねーにゃ」

「ノームのことを『気にしてない』って思わせることが肝心じゃあないのかしら。ほらぁ、野良猫と一緒よぅ。構おうと思えば思うほど警戒して逃げられるの」

「警戒してないように見せかけて警戒する……そうだ、こういうのはどうでしょう」

　そして宴会が始まった。

「どうせノームに飲まれるなら、先にこっちが飲んでやるにゃ！」

「あはは。迷宮の中でお酒を飲むなんて面白そうですね」

「ふふっ、バァカみたい。でも、たまにはお酒も悪くないわぁ」

「……」

　これぞ名付けて『宴会をしていると見せかけてノームを誘い捕まえる作戦』である。

　しかし、この作戦には一つ、大きな問題があった。

「……」

「……あはは」

「……ふふっ」

「……にゃー」

　致命的に！　盛り上がってない！　盛り上がらない！

　そもそも、この四人が一緒に盛り上がれるような話題がない！

　真ん中にあるだけの葡ぶ萄どう酒しゆの瓶びんを置き、四人が車座になる。

　淡々と、手酌で、葡萄酒を飲む──本当に酔ってしまっては話にならないので、実際はほとんど飲まないのだが──その姿は、宴会というより葬式か儀式だ。

「か、隠し芸にゃ！　全員、何か、隠し芸を披ひ露ろうするにゃ！」

　たまりかねたククリカがそんなことを言い出し、にゃっ、と全員を見る。

「一番セージにゃん！　ＬＶレベル七に相応ふさわしい凄すごい芸を見せるにゃ！」

「……わかった」

　セージの姿が消えて行く。

　世界に溶けるように、水の中に沈むように、薄れ、消え、なくなる。

　始めから、そこに、いなかったように。

「凄いにゃ！　凄いけど、それもうみんな知ってるにゃ！　隠れてねーにゃ！」

「違う……のか？」

　再び現れたセージは、明らかにわかっていない様子で首を傾かしげた。

「うにゃあ、これはダメにゃ。仕方ないにゃ、二番ティルムにゃん！」

「わたしですか……うーん、隠し芸とか別にないんですけど」

「何かあるにゃ。むしろ、何かやれにゃ」

「あ、じゃあ、物まねやります！」

　ティルムは立ち上がると、こほんと一つ咳せきをした。

　両手を頭の横に立てて、ぴん、と立てる。

「騎士ティルム・ディードにゃん！　安定した生活が送りたいから騎士団に入ったにゃ！　そしたら、何でか迷宮に潜もぐることになって意味わかんないにゃん。定年まで勤めて年金を貰もらいたいから我慢してるにゃん！」

「ふふっ、お上手よぅ。とっても滑稽で、面白いわぁ。ほーら、ぱちぱちー」

「にゃん！　にゃん！　にゃーん！　十六歳にゃーん！」

　かわいかった。

　ククリカのというか、猫の真ま似ねをして、ちょっと恥ずかしそうに、にゃんにゃんするティルムの姿は、とても愛らしかった。

　軽くジャンプすると、枯かれ葉は色の髪が揺れ、ひらりとスカートが揺れた。

　薄暗い迷宮に、花が咲いたようだった。

　ククリカは両手を地面について、何かに耐えていた。

「やめるにゃー、悪意なくにゃーの心を抉えぐるのはやめるにゃー」

「ど、どうしたんですかククリカさん！　へ、変でしたかククリカさんの物まね！」

「自分が、どれだけ、きっついキャラなのか、客観的に、見せつけられたにゃあ。十六歳と二十歳、たった四つしか違わないのにこの差はなんにゃ……」

「参考にしたいぐらい見事な心の抉えぐり方だったわぁ。やるじゃないのティルム」

「つ、次、アルリアナにゃん。もう不安しかないけど、一いちか八ばちかにゃ！」

「あら私ぃ？　いいわよぅ」

　アルリアナが立つ。背筋をすっと伸ばし、胸を張り、口元に微かすかな笑みを浮かべた。

「秩ちつ序じよ神に愛された天才神官の凄すごさを教えてあげる────聖典第一巻『創世の章』、第一幕、第一節、『始めに、無があった。無の中より、原初の神が生まれ、原初の神は自らの身を引き裂いて六柱の神を──』」

「もう結構にゃ」

「あらこれからなのよぅ」

「お説教は神殿でやれにゃ。セージにゃんと同じで凄いけど盛り上がらねーにゃ」

「そうよねぇ。盛り上がらないわよねぇ」

「わざと盛り上がらない隠し芸をしやがったにゃこのひねくれ邪悪神官！」

「だってぇ、面白い隠し芸をしたらククリカが癒いやされてしまうじゃないのぉ」

「あはは」

　ティルムは苦笑している。ククリカが盛大に溜ため息いきを吐いた。

「ええい、仕方ねえにゃ！　こうなったらにゃーが一曲歌うにゃ！」

「わあ、ククリカさん楽器が出来たんですね。普通に聞いてみたいです」

「まっかせろにゃ！　吟ぎん遊ゆう詩し人じんＬＶレベル三ともなれば人に自慢できる程度の腕前にゃ！」

　首の鈴を揺らして立ち上がり、ククリカがカートから楽器を取り出した。

　リュートに似た形状の弦楽器で、どうやらバチを使って弾はじくようだ。

　にゃ、にゃーと、軽く喉のどの調子を確かめ、ククリカが息を吸い込む──

「吟遊詩人の、技能は、《呪歌》を扱う、技能だ。歌が、上う手まいとは、限らない──」




　ベベン、ベンベン！

「『悲っしいくぁっなしぃい夢ゆめぇを、見みぃましたぁあああああ』」

　ベベン、ベンベン、ベベン♪

「『いなくなったぁあ、あなたの、ゆめを、みましたあああああああ』」

　ベベン、ベベン、ベベンベン♪

「『んっあなったぁのぉおおおお、おもいでだけをおお、っかかえてぇえええ、わたしは、きょうも、ひとりぃいいい、ねむりぃぃぃまぁぁあああすぅうううううう』」




　セージの呟つぶやきとは裏腹に、ククリカの歌は上手だった。

　独特の節回しには力があり、心にしみる。

　楽器もまた、上う手まい。ククリカの歌声と絡み合い、互いの音を高めるように鳴り響く。

　酒場で演奏して、金が取れる腕前だ。

　ククリカは死に別れた男の思い出を引ひき摺ずって暮らす女の哀切を、情感たっぷりに歌い上げる。聞き手のテンションを否いや応おうなく、力尽くで、物凄すごい勢いで、下げる。

　ずーん、と、重たい空気に、自然と、ティルムたちの肩も落ち、下を向く。アルリアナすら、何とも言えない顔をしている。

　やがて、一曲、ククリカが歌い終えた。

　ティルムたちは静かに、拍手を送る。

「ふぅ…………しまったにゃ！　うっかり一番得意な曲をやってしまったにゃ！」

「おまえは、性格に、似合わず。得意なんだな、悲壮な歌が」

「カップルの隣とか結婚式で歌うにゃ」

「訂正する。おまえに、似合いの、得意だ」

「で、でも、凄く上手でしたよ。感情がこもってました」

「にゃはは──まあ、にゃーには悲しい別れをした経験すらないけどな」

　いきなり、ククリカが真顔になった。

「どうしてにゃ。どうしてにゃーにだけさっぱり出会いがないにゃ。一体何が悪いにゃ。毎日神さまにお祈りだってしてるにゃあああああああ！　畜生ぶっ壊してやる！　こんな世界ぶっ壊してやるにゃ！」

「うわああああククリカさんがまた暴走したああああああ！　本当に！　このひと、どこでスイッチが入るのかさっぱりわかんない！」

「この独身おもしろぉい。自分で自分を傷つけて世界を逆恨みしてるわぁ」

「落ち着いてくださいククリカさん！　というかあの、目的を思い出してください」

「はっ！　そうにゃ！　これじゃあノームも近寄って来ないにゃ！」

「別の意味では大受けしたみたいよぅ」

　アルリアナが言うとおり、ノームたちは、ＰＴパーテイから離れたところから土色の顔を出してけらけらと手を叩たたいて笑っていた。無論、隠し芸に受けているのではなく、セージたちの徒労を笑っているのだ。

「んにゃあああああ！」

　バキュンバキュンバキュンバキューン！

　再びククリカが魔銃を抜いて引き金を絞るが、ノームたちは既に地中に消えている。

「弾を十発も無駄にしたにゃあ！　一発一ケイルもするのににゃああああああ！」

　ネコミミをつけた頭を抱え、地団駄を踏んで悔しがるククリカ（二十歳）。

　ティルム（十六歳）が、落ち着かせるように背中をぽんぽんと叩たたく。

「ふにゃー！　ふにゃー！」

「あはは……魔銃ってお金がかかる武器なんですね」

「古代文明時代の武器だからにゃあ。銃も弾もまだ完全には再現できてないにゃ」

　因ちなみに同じような遠距離武器である弓／弩いしゆみに用いる矢／太矢は十二本で一ケイルだ。しかもこれらは再利用できる。

「あらぁ、商人のくせに不経済な武器を使っているのね」

「何も考えずに使ってるわけじゃねーにゃよ。魔銃には魔銃の利点があるにゃ」

「へえ、魔銃使いってあまり見ないから興味あります」

「まず、扱いが簡単にゃ。銃口を向けて引き金を絞るだけで、弓より遠くに弩よりも強く魔法のように貫通する弾丸を撃うてるにゃ。にゃーみたいな冒険商人には片手撃ちってのも見逃せない点にゃ。カートを引っ張りながら撃てるにゃ」

　ティルムの話題逸そらし作戦に引っ掛かったククリカが説明を続ける。ポケットから魔銃の弾丸を幾つか取り出して見せる。

「弾丸によっては特殊な効果もあるにゃ。前に使った『閃せん光こう弾』、傷を癒いやす『治ち癒ゆ弾』、相手を燃やす『火炎弾』って感じにゃ」

「つまり、一つの技能で攻撃回復補助といろいろ出来るのが銃の利点ですか？」

「その通りにゃ。魔銃使いの長所は『幅』の広さにゃ。欠点は何をするにもお金がかかるってことにゃ。特殊弾は一発五ケイルとか十ケイルもするにゃー。おまけに魔銃は毎日の手入れが必須にゃあ。魔銃使いは、魔銃を扱う技能っていうより魔銃を管理して整備する技能にゃ」

　技能の説明をする間に、落ち着いたのだろうククリカが嘆息する。

「言葉が通じるのに会話が成立しないとか、ノームは面倒くさいにゃあ」

「……今回は何も盗まれていない。遠くで、笑っていただけだ。近寄りもしなかった」

　セージが口を開いた。覆面の奥の黒い瞳が刃やいばの鋭さを宿している。

「にゃ？　にゃー、葡ぶ萄どう酒しゆの瓶びんは……そのままにゃーね。カートも…………多分、何も盗まれてないにゃ。ティルムにゃんも…………何もされてないみたいにゃ」

「あはは。はい、今回は特に何も」

「そうか」

　何事か納得したようにセージが頷うなずく。

「なにか思いついたんですか、セージさん」

「ノームの『耳』だ。体格に比べて明らかに大きい。最初から不思議だった。ノームは、どうやって、土の中からおれたちを見ていたのか」

「聞いていたってことですか？　スライムが『熱』で『見て』いたように？」

「そうだ。土の中のノームは恐らく『音』でものを見ている」

「だから、にゃーが、演奏してるときは、何も盗まれなかった。いや、盗めなかった、ということにゃ……ノーム避よけの鈴とか売りに出すかにゃ」

「ノームの本当の武器は土を泳ぐ能力ではなく図抜けた『耳』の良さ。しかし、ひっくり返せばそれが弱点だ。良すぎる『耳』を逆手にとって──ノームを捕まえる」

　ティルムたちは各々、感心したように頷うなずき、呟つぶやく。

「セージさんって、本当に、魔物が絡むと頼りになりますよねえ」

「そうねぇ。そこだけは認めるわぁ」

「さすがＬＶレベル七にゃ。魔物に関する知識と洞察が半端ねえにゃ」

「……」

　すー、と、セージの姿が、空間に溶けるように、消えた。

「またですか！　今度はなんで消えたんですかセージさん！」

「突然、褒ほめるな。驚くだろ」

「いやぁん。恥ずかしがり屋のところもすてきぃ、かわいいぃ、かっこいー」

「にゃははは──ま、何にせよ、作戦が決まったなら動いてやるにゃ！　ノームが大きな音に弱いってんなら、うってつけのアイテムがあるにゃあ！」

　鈴の飾りを揺らして、ククリカがカートを覗のぞき込こんだ。

　カートには多種多様なアイテムが積み込まれている。どこに何があるのかを理解しているのは恐らく本人だけであろう。彼女はアイテムの山の中から、迷いなく、両手で抱えるほどの小ぶりな樽たるを取り上げた。

「こいつにゃあ！　携帯用信号弾、別名、音爆弾！」

「その樽がですか？」

「樽はただの入れ物にゃ。木の化物トレントの一種、鳳ほう仙せん樹じゆの若い実を薬品に漬け込んで作ったこいつは叩たたきつけるとやべえぐらいにデカイ音がするにゃ。因ちなみに一個三ケイルにゃ」

　と、ククリカが一つ音爆弾／紙で包まれた掌てのひらほどの丸い塊かたまりを取り出して見せた。そして、ネコミミを揺らすように小首を傾かしげる。

「で、これをどうするにゃ？　手当たり次第に爆発させるにゃ？」

「それじゃあ面白くないわぁ。ノームをおびき寄せて耳元で爆発させてやりましょうよぅ。どんなマヌケな悲鳴を上げるのか、聞いてみたいものぉ」

「お、それナイスにゃ。音爆弾食らってひっくり返るノームを笑ってやるにゃあ！」

　にゃーり、と、ククリカが邪悪な笑みを浮かべてた。

「うーん、何か、何か忘れてるような……ってああああああああああ！」

　突然、ティルムが叫んだ。

　ぎょっとしたようにアルリアナとククリカがティルムを見る。

「ど、どうしたにゃ」

「あ、あの、ノームさんって土の中を泳ぐ能力があるんですよね！」

「そうにゃ」

「とっても耳が良いんですよね！」

「そうにゃ」

「じゃあ、この会話、もしかして、全部聞かれてるんじゃ……」

「……にゃ！」

　ティルムが指摘するのと同時だった。

　土の中から狙い済ましたように飛び出してきた二匹のノームが、ククリカの手から音爆弾の詰まった樽たるをひったくって、土の中に消えたのは。

「ケケケケ、やっと気付いた。バカ！　バカ！　バカニンゲン！」

　今度は天井からノームが顔を出した。

　手が届かない高さだからか、完全に勝ち誇っている。

　さらに、土の中から、葡ぶ萄どう酒しゆの瓶びんを取り出して見せた。

「んにゃ！」

　ククリカがはっと気付く、先程の宴会作戦で使った葡萄酒の瓶がなくなっている。二重に隙を突かれて、見事にやられてしまった形だ。

「……ふ、踏んだり蹴ったりにゃあ」

「あはは……これは、どうしましょう」

「マヌケ、マヌケ！」

　ティルムたちをやり込めて天井のノームは調子に乗っていた。にやにやと笑い、これみよがしに、葡萄酒の瓶を口にあて、そのままラッパ飲みする。

「間抜けはおまえだ。まるで調子に乗った悪ガキだ」

　饒じよう舌ぜつに、しかし淡々と、セージが言った。

「ノーム、おまえたちの本当の弱点は、相手を馬鹿にせずにはいられない性格だよ」

「ケケケケケケ──グゲッ！」

　天井のノームがごくん、と喉のどを鳴らして葡萄酒の瓶に入っていた液体を飲んだ。途と端たん、土色の顔が真っ赤になった。ぐるんぐるんと、目を回し、ぽてん、と落ちて来た。

　がしゃん、遅れて葡萄酒の瓶が割れ、アルコールの極めて強い匂いが周囲に漂ただよう。

　うっ、と、ティルムが口元を押さえた。

「な、何ですか、この匂い」

「ククリカのカートにあった蒸留酒だ。葡萄酒の空き瓶に詰め替えておいた」

「うにゃ……蒸留酒……ってまさか、セ、セージにゃん、そのお酒の名前は」

「『オーガキラー』と、書いてあったな」

　セージは、強い酒を一気飲みして目を回したノームを縛り上げながら答えた。

　ククリカがネコミミをつけた頭を抱えて、がくりと膝ひざを突く。

「それ、めっちゃ高いお酒にゃあ……一瓶びんで二万ケイルぐらいしたにゃあ」

「に、二万ケイルですか。ほとんどわたしの年収なんですけど」

「にゃあ……一口飲んでおけば吹雪ふぶきの夜だって平気で過ごせる一品にゃあ。材料の灼しやく熱ねつ小麦が紅ぐ蓮れんの森にしか生えてないから高いのにゃあ……」

「すみません。凄すごさがよくわからないです」

「ＬＶレベル五のＰＴパーテイでようやく辿たどり着つけるって感じの場所にゃー」

「ＬＶ六のおまえなら、自分で取りに行けるだろう」

「行けるけど弾もアイテムもどれだけ使うか、わかったもんじゃねーにゃ！　赤字になる可能性が大き過ぎて行く意味がねーにゃ！」

「あはは……ククリカさんも大変ですね」

「同情するなら儲もうけ話か素敵な旦那さまを頼むにゃあ……」

「ええと、乱暴ですけど、ノームさんを捕まえましたね。どうしましょうか、ノームさんが目を覚ますまで休憩して、それから改めてこちらの事情をお話しすると」

「どうでもいいわぁ。正直、飽きたし疲れたもの」

「まったくにゃあ……でも、仕事は仕事だからにゃあ」

「休憩する暇ひまはない」

「え？」

　ティルムたちは既に、捕獲が終わったような気分になっていた。しかし、彼女はセージの瞳を見て気付く。セージの目は変わらず刃やいばの鋭さを宿し／臨戦態勢にある。

　ティルムは強烈な視線を感じた。

　それは、アルリアナやククリカも同じだろう。表情を引き締め身構えている。

「ナカマが、つかまった」

「ニンゲンめ」

「ニンゲンめ」

「ニンゲンめ」

「ナカマを──取り戻せ」

　囲まれていた。

　ランタン／二刻石の灯あかりを反射して、爛らん々らんと輝く、ノームの小さな瞳。

　びっしり、と、ぎっしり、と、天井から、床から、顔を出し敵意をむき出しに唸うなる。

　その数は、十や、二十ではない。

　最低でも百はいるだろう。

「逃げるぞ──走れ！」

　セージは短く、そして鋭く叫んだ。

「は、はい！」

「もうっ！」

「にゃ、にゃあ！」

　弾はじかれたようにティルムたちは走り出す。

　枯かれ葉は色の髪が揺れ、赤いスカーフが弾み、剣や鎧よろいが鳴る。

　銀色の髪が、純白の神官衣がなびく。

　カートがぎしぎしと音を立て、玉の入っていない鈴が大きく揺れる。

　否いな、地面が揺れていた。

　波打つように、大きく、激しく、揺れている。

　天井から、石の塊かたまりが落ちて来る。

　足元から、土の棘とげが伸びて来る。

「う、うわっ。あ、危なっ」

「ッ！　ああっ、もう、神官は、戦闘職じゃあ、ないのにぃ！」

　足を取られて転ばないように注意しながら、上と下から来る攻撃を避よける。

　ティルムとアルリアナはそれに必死だ。

「にゃ、にゃんのこの程度ー！　三層とかのやばさに比べたら余裕にゃああああ！」

　時に片輪走行を行い傾き、時に前後を浮かせ、時に宙に跳躍し、一心同体、華麗なるカート捌さばきを披ひ露ろうし、ククリカはノームたちの攻撃を回避する。

　さすがはＬＶレベル六と言うべきだろう、逃げ足が速く、危なげがない。

「ノ、ノームって、安全な魔物じゃ、なかった、ん、ですかあ！」

「安全なはず、にゃあ。攻撃してきたなんて、話、知らんにゃ！」

「ノームは、良い、農民に恵みを！　悪い農民に、罰、を与える！　さしずめ、私たちは悪い農民、のよう、ねぇ！」

「『親切なノーム』の、お話、ですね！」

「あれは御お伽とぎ噺ばなしにゃああああ！」

「カエセ！　ナカマ！」

「え、うわっ！」

　突然、ティルムの足元からノームが顔を出した。

　反射的にノームを飛び越えた。が、着地の瞬間、一際強い揺れがティルムを襲う。

「きゃっ」

「──無事か」

　後ろから伸びた腕が、転びかけたティルムの腰を抱えるようにして支えていた。

　黒い覆面の奥から覗のぞく鋭い瞳、セージだ。

「せ、セージさん！」

「アイツ！　アノ、黒イノ、ナカマ、取ッタ奴やつ！」

「さすがに、少し、手間だなこれは」

　片腕にノームを抱え、片腕でティルムを抱きかかえたセージにノームたちの攻撃が集中する。しかしセージは体捌さばきのみで、落石／土の棘とげを避よけ、荒波のように揺れる地面を駆け抜ける。

　セージの動き／速度ならば、前を進むアルリアナとククリカを追い抜くことも容易たやすかっただろう。

「もしかして、セージさん、わたしたちを守るために、囮おとりに」

「……」

　あえてノームを抱えたセージがＰＴパーテイの最後尾／殿しんがりにつき、攻撃を集めることで、他の三人が逃げやすいようにしたのではないか──と、ティルムは思う。

　セージの目は余計なことを喋しやべるなと告げていた。

「舌を嚙かむ」

　こくり、と、ティルムは頷うなずいた。

　振り落とされないよう／セージの負担を少しでも減らすようにぎゅっと抱きつく。

「……間に合う、か」

　ノームたちの攻撃を避けながら、セージは前を行くアルリアナに視線を向けていた。

　まだ幼く、小柄な彼女は肉体的に体力的に劣る。神官の技能も運動能力とは直接結びつかない。事実、彼女は何度か転びそうになっている。

「よっしゃ階段にゃ！」

　一階へ続く階段が見えて来た。

「これ、一階まで、ついてきたり、しないわよ、ね、ぇ」

「んなもんわからねえにゃ！　とりあえず、おまえはカートに乗れにゃああああ！」

「え、きゃ、きゃあ！」

　声でアルリアナの消耗に気付いたのか、ククリカが僅わずかに速度を落とした。アルリアナに並んだかと思えば、そのままカートを横にスライドさせてアルリアナにぶつける。ぶつかったアルリアナがバランスを崩してカートの内側に転がり込む。

「ナイスですククリカさん！」

「うっにゃああああ！　全力ダッシュにゃあああああん！」

　ククリカはカートを引いて階段を駆け上る。揺れるカートにアルリアナがしがみついている。ノームとティルムを抱えたセージもまた階段に足をかけた。

「今ダ！」

　ノームの声がすると同時に、階段が、平らになった。

「にゃ？」

　この場合の平らとは、急勾こう配ばいの坂道だ。

「にゃ！　にゃにゃ！　にゃ！　舐なめんにゃ！」

　足が空を泳ぐ、カートの重さがそのままククリカを下へと引っ張る力になる。しかし、ぎゅっと足に力を込めて、ククリカは辛うじて踏ん張った。

　ガッタン！　大きくカートが揺れた。

「きゃんっ」

　ククリカとカートは耐えられたが、そこに乗っていたアルリアナが耐えられなかった。カートから下落し、文字通り、坂道を転がるように落ちていく。

「アルリアナさん！」

　両腕が塞がっているセージに変わり、ティルムが手を伸ばす。

　転がり落ちるアルリアナを摑つかもうとする。摑んだ。弾はじかれた。勢いが強すぎる。

　このまま地面に激突すれば骨の一本や二本は折れる。地面から顔を出している岩にぶつかろうものならば死ぬ可能性すらある。

「ツカマエタ！」

　数十匹のノームたちがいっせいにアルリアナの体を摑んで受け止めた／捕まえた。

　坂道が階段に戻る。

「降リテ来イ、ニンゲン！」

「ナカマ、返セ！」

「ナカマ、ニンゲン、交換ダ！」

　セージたちはノームの言葉に従い階段を下りた。

「人質交換ということか」

「ソウダ！　オレタチ、ニンゲン、連レテ行ク！　ニンゲン、ナカマ、オレタチノ所、連レテ、来ル！」

「連レテ来ル、黒ニンゲン、ダメ！　ソッチノ女ダ！」

　セージがちらと、ティルムを見る。

　ティルムは頷うなずいた。セージから人質／捕獲したノームを受け取り前に進む。

　ノーム側からも、数匹のノームがアルリアナの体を抱えて歩き出した。アルリアナの体には目立った外傷はない。意識もしっかりしているようだが、疲労からかぐったりしている。




「あの──少し、話を聞いて貰もらえませんか」

　ティルムが、ノームたちにそう言った。

　人質交換を終え、ノームたちは次々と土の中に消えて行く。だが、数人のノームはティルムの言葉に反応して足を止めた。

「まず、乱暴なことをしたのは謝ります」

　枯かれ葉は色の髪を揺らして頭を下げ、敵意がないことを示して腰の剣を地面に置いた。

　ノームたちが顔を見合わせる。先程のような敵意こそ消えているが、やはりその小さな瞳には不信の色がある。

　ひそひそと何事かノームは言葉を交わす。

「罠わなかな？　聞いてみる？」

「あのピンクのニンゲンは、ずっとそう言ってたな」

「ニンゲンと話すことなんてなにもない」

「けど、食べ物は美う味まかった！」

「でも──」

　やがて、話がまとまったのだろう。

　一人を残してノームたちが土に潜もぐった。

「話ってなんだい、ニンゲン」

「実はですね……」

　ティルムは自分たちの目的、魔物の捕獲／保護について語る。

　ノームは心底不思議そうな顔をして首を傾かしげた。

「ちょっと待ってなよ。もう一度、仲間と話し合うからさ」

　土の中で行われるノームたちの議論はティルムたちには聞こえない。

　そして、ノームたちの出した結論は。

「面白い話だ、って、興味を持った仲間がいたよ」

「本当ですか！」

「でも、おいらたちはノームだ。ニンゲンの敵じゃないけど味方でもない。あんたたちは仲間をさらおうとしたニンゲンだ。信用できないね」

「あはは……やっぱり、無む理り矢や理りは駄目ですよねえ…………」

「だから、おいらたちの出す『依頼クエスト』をクリアしたら、信用する」

「どんな依頼ですか」

「下の階の沼にいる、あいつを、倒してくれ。あいつはおいらたちノームの天敵だ。何人もの仲間があいつにやられた。あいつは強くて、でかくて、ヤバイ──竜、だからな！」

「りゅ、竜ですか」

　竜──言うまでもない。数多あまた存在する魔物の中で最強を意味する名前だ。

「……わかりました。何とか、します」

「依頼成立だな！　おいらたちノームは依頼の証あかしとしてニンゲンにこの金を預ける」

「わ、すごっ。金の……塊かたまりだ。重い」

「そしておいらたちはこの『帽子』を、証拠として預かる！」

　ノームが、ずっしりと重い、拳こぶしほどもある金の塊かたまりをティルムに渡した。

　そして更に、ノームは、ピンク色の、風変わりな帽子を頭に被った。

　ティルムはその、ピンク色の『帽子』に見覚えがあった。

　ぱしぱしと、何かを確かめるように、自分のスカートを叩たたく。

　何だか妙に、すーすーした。

　ティルムの顔が真っ赤になる。

　ノームがにやにやとしている。

「ピンクのニンゲン、おまえは、本当に、隙が多いな！」

「あはは──」

　ティルムが笑った。

「い、いい加減にしろこのエロモンスタぁああああああああああああ！」

　地面に置いた剣を一瞬で摑つかみ、一息に振り下ろす。

　鞘さやに入ったままなのが彼女の最後の良心だろう。

　速さ、威力、狙い、ともに見事な一撃だ。

　若きＬＶレベル四、ティルム・ディードもまた発展途上の天才であることを思い出させる。

　しかし相手は、それこそ、悪戯いたずらを第二の本能とするノームだ。ピンク色の『帽子』を被ったノームは耳障りな笑いを残し、一瞬速く土の中に消えていた。












「じゃあな、ニンゲン！」

「ううう、あれ、お気に入りだったのにぃ」

　剣を振り下ろした姿勢のまま、ティルムがぼやく。

「しかも、すーすーして、落ち着かないし」

「さすがに同情するわぁ……」

「わ、わたし、もしかして、このまま、探たん索さくを続けないといけないんですかね？」

「うにゃあ……あの、ティルムにゃん。一応、にゃーの商品に、替えがあるにゃ。地味に女冒険者からの需要が高いから、多めに仕入れてるにゃ。一枚一ケイルにゃ」

「買います」

「毎度にゃあ」

　ククリカがカートから白い、シンプルな『帽子』を取り出しティルムに渡す。

　ティルムはどこかほっとした表情でそれを受け取り──

「良いのぅ？　一応、男のひとがいるのにぃ」

「え？　あ、そうだセージさん！」

「何だ」

　喋しやべらないから半ば存在を忘れかけられていたセージが返事をする。当然、セージも、現在のティルムがどういう状況にあるか知っている。

「え、あの、その」

　再び、ティルムの顔が真っ赤になった。

　スカートを押さえて内股になり、もじもじとしている。

　セージは言った。

「冷えは、体に、悪い。はいたらどうだ、さっさと、パンツを」

「……あはは」

「……これはひどい」

「……興味のなさもここまで来たらいかれてるにゃ」




　女性陣の、セージに対する好感度が、一、下がった。




「……？」





第三章「金は剣より強し」










「……二回目の冒険で竜退治を頼まれるとか予想外過ぎるんですけど」

「そもそも地下三階なんかに竜がいるのぉ？」

「いるらしいにゃ。にゃーも実物を見たことはないにゃ」

「純粋な竜ではない。必ずしも、ドラゴンと呼ばれる魔物が、だ」

「考えようによってはチャンスですよ。上う手まくやれば竜とノームさんで一石二鳥です」

　ノームの信頼を得るため『竜』退治を引き受けたＰＴパーテイは、その足で三階に向かった。

　三階の空気は上階と比べて湿り気があり、どういう理由かフロア全体がそれなりに明るい。だが何よりの特徴は、フロアの大半を占める沼沢地帯であろう。

「地下三階の別名は『蓮はす沼ぬま水路』、その名の通り、巨大な沼がある。様々な魔物が生息している。代表的な魔物は人間を骨ごと食らい尽くす巨大魚『沼ぬま魚ざかな』と人間を丸ごと飲み込む巨大蛙がえる『花蛙』だ」

「大きなあれは、蓮の葉ですか？　沢山浮かんでますね」

「足場、だ。蓮の葉の上を飛び移り、沼を、渡る」

「ええぇ。もしかして、地下四階に行くには沼を渡らなくちゃいけないのぉ？」

「行ける、地下四階へは、沼を渡らずとも、大回りすれば。普通だ、むしろな」

　地下三階に到着して、真っ先に目に入るのは巨大な沼である。沼の果ては見えない。遠く、暗い闇が広がっている。それだけで沼の巨大さと深さが、わかる。

　沼の上にはいっそ場違いなほどに鮮やかな緑色／蓮がいくつも浮かんでいた。足場代わりになるだけあり、人間が三、四人寝転べそうなほどに大きいものだ。

　そして、沼のほとりでは──

「兄貴ぃ！　獲物がかかりやしたぜ！」

「ぬぁにぃ！　よぉし、やろうども、全員で行くぞ！」

「あいさー！」

　巨大な槍やりを竿さおの代わりにして、釣りをしているとにかく男臭く暑苦しい一団／地下二階ですれ違った五人組のＰＴがいた。

「根性ぉぉぉぉぉぉおお！」

「努力ぅぅぅぅぅぅうう！」

「気合ぃぃぃぃぃぃいい！」

「勢いぃぃぃぃぃぃいい！」

「男気じゃぁぁぁぁああ！」

　文字通り一丸となって、槍やり／竿さおを引き上げている。槍の穂先には太い縄、縄の先端には恐らく鈎かぎ針ばり、その鈎針に引っ掛かっているのは、男たちの倍はあろうかという巨大魚／地下三階を代表する魔物の一つ『沼ぬま魚ざかな』だ。

「よっしゃああああああああ！」

　びたーんびたーん、と、巨大魚は地上に引き上げられても激しくもがいている。巨大な頭部には大きな顎あごがあり、ナイフを並べたような鋭い歯が、ガチガチと鳴っている。

　うかつに近寄れば弾はじき飛とばされ大おお怪け我がを負うか、嚙かみ付つかれて腕の一本も失くすか。

　一際逞たくましい男が、短剣を抜き放ち、巨大魚に踊りかかった。巨大魚の頭の下、エラの位置に短剣を差し込む。やがて巨大魚はぐったりとして動かなくなる。

「いよぉおおおし、この調子で続けるぞ！」

「あいさー！」

　ティルムが地下三階を訪れるのは初めてだ。しかし、彼らが特別でないことは理解出来る。沼のほとりには、同じように釣りをしているＰＴパーテイがずらりと並んでいるからだ。

「こういう戦い方もあるんですね」

「これも冒険者の仕事にゃ。『沼魚』も『花蛙がえる』も大事な食糧にゃ」

「食べ物が迷宮でとれてるのは知ってますけど、直接見るとまた印象が違いますね」

　釣りをする冒険者たちの間を、カートを引いた冒険商人が歩き回っている姿も見えた。釣りたての沼魚や花蛙を買い取ろうと値段交渉をしている。

「懐なつかしいにゃあ。にゃあも駆け出しの冒険商人だった頃には、地下三階で冒険者から魚や蛙を買って地上まで運んだものにゃあ。あの頃は仲間がいたにゃあ……」

「あはは。い、一応、今は、わたしたちが仲間じゃないですか」

「ティルムちゃんは良い子だにゃあ。お姉さんの所に嫁に来ないかにゃ」

「お嫁さんが二人になっちゃいますよ、それじゃあ」

「にゃはは。まあ、安定して儲もうかるから地下三階で止まっちゃうＰＴも多いにゃーね」

「冒険することを諦あきらめた冒険者の行くつく先ってことねぇ。何て幸せな負け犬かしらぁ」

「アルリアナさん」

　珍しく、明確に、咎とがめるような響きをもってティルムが名前を呼んだ。

　アルリアナは一瞬、驚いたような顔をして少々気まずげに視線を逸そらす。

「……でも、本当にいるんですか、こんなところに竜が？」

　枯かれ葉は色の髪を揺らし、ティルムが大きく周囲を眺める。

　巨大な沼。釣りをする人々。時折上がる歓声。ある意味では地下一階以上に平和なフロアのようにも見える。とてもではないが竜のいるフロアには見えない。

「奥だ、沼の、一番。竜がいるのは、そこだ」

「この蓮はすの葉を、飛び移って、沼の奥まで行くのぉ？　私、もう疲れてるんだけど。船とかないのかしら？」

「船は、危険だ、余計に。沼の魔物を、櫂かいが、刺激する。蓮はすの葉を渡る方が、安全、だ」

「ククリカさんのカートはどうするんです？」

「ＬＶレベル六の荷物に手を出すようなバカはいねーにゃ。っていうか、冒険商人に手を出すってことは他の冒険商人を敵に回すってことにゃ。自分の首をしめるだけにゃ」

　と、ＰＴパーテイが相談をしていると、暑苦しい／逞たくましい男たちもこちらに気付いた。

「おうっ！　お嬢ちゃんたちじゃねえか！　ノームは見つかったのかい！」

「あはは。何とか……一応、見つかりました。こんにちは」

「そいつはよかった！　今度は地下三階か！　それとも四階か！」

「三階です。ちょっと、『竜』のところに」

　ティルムが言うと、逞しい男の豪快な笑いが止まった。

「お嬢ちゃん……悪いことは言わねえ。沼の奥はやめておけ。あれは、人間の手に負えるもんじゃねえよ。それこそＬＶ六、いや、ＬＶ七でもなけりゃあな」

　その、大陸に十三人しかいないＬＶ七がいるのがティルムたちのＰＴである。

「心配してくれてありがとうございます。でも、行くと約束したんで」

「そうかい。そこまで言うならもう止めねえ、きっと深い事情があるんだろう」

「あはは……」

　ただの仕事である。

「きっと、生きて帰りな！　お嬢ちゃん！」

　逞しい男の仲間たちまで、そんなことを言いながら涙ぐんでいる。

　思い込みは激しいが善良な男たち……なのだろう、多分。

「おれたちのＰＴ名ネームは『海の漢おとこ唄うた』！　おれたちに手伝えることがあったら、いつでも言ってくれ！」

　逞しい男／ＰＴ『海の漢唄』リーダーが、どん、と己の分厚い胸板を叩たたき言った。

　一体、連中の頭の中ではどんなストーリーが繰り広げられているのだろう。ティルムとしてはひたすら愛想笑いを浮かべて誤ご魔ま化かすしかなかった。

「あはは……あ、ありがとうございます。それじゃあ、わたしたちはこれで」

　ぺこりと頭を下げ、ティルムは歩き出す。セージたちもそれに続く。

『海の漢唄』の冒険者たちは手を振って、ティルムたちを見送ってくれた。

「おう！　よし、野郎ども！　一曲歌うぞ！」

「へい兄貴！　おれたちの吟ぎん遊ゆう詩し人じん技能も、熱く燃えてやすぜ！」

「……」

「良い人たち……ですよね」

「悪いことをするだけの頭がないだけよぅ……暑苦しぃわぁ」

「にゃはは……反応に困るタイプにゃあ」




　沼のほとりをしばらく進むと、不意にセージが立ち止まった。

「この辺りが、良いだろう。沼を進む、ため、の、蓮はすの葉が、多い」

　まずセージが、沼に浮かぶ蓮の葉の上に飛び移った。

　ＬＶレベル七の盗賊だけあり身が軽い。着地の瞬間も、蓮の葉は全く揺れなかった。

　次にやや躊躇ためらいながらティルムが行った。鎧よろいの重さがあるため、慎重なジャンプだ。着地と同時に軽く踏鞴たたらを踏んだが、これもまた危なげなく飛び移った。

「おっとっと……うん、思ったより簡単ですね。足場も意外に安定してますし」

「んじゃ、にゃーもっと」

　ほとりにカートを残し、ひょいと蓮の葉に乗る。セージほどではないが身が軽いようだ。

　最後はアルリアナだ。

　何度も躊躇いがちに、蓮の葉と岸の間にある沼を見ていた。

「これ、落ちたら、死ぬわよねぇ？」

「死ぬ。沼ぬま魚ざかなか、花蛙がえるに、食われる。死体が、どれだけ、残るか、わからん、な」

「あの、アルリアナさん、本当に疲れてるならここで休んでますか？」

「出たわねお人ひと好よし。いやぁよぅ、私が足手まといみたいじゃなぁい」

「いや、マジでやめとけにゃ。陸地は安全でも、沼の中はマジでヤバイにゃ」

「なによぅ商人までぇ。『生意気なガキは沼に落ちて魚の餌えさになれにゃー』ぐらい言いなさいよ、調子が狂うわぁ」

「どんな外道にゃ！」

「……」

　才能も年齢から来る肉体的なハンディは埋められない。アルリアナもそれがわかっているのだろう。迷うように視線をさまよわせ、セージに気付き、にやりと笑う。

「せーじぃー。ねぇー、おんぶしてー、アルにゃんのおねがーい」

「あ、あはは……こ、これは、ひどい」

「う、うわあ、気持ち悪いぐらい甘ったるくて媚こびた声にゃ。どっから出したにゃ」

　手を胸の前で組むようにして、露骨に甘えた声を出して、アルリアナがくねくねする。

　銀色の髪が、秩ちつ序じよ神の聖印が、腰の動きに合わせて揺れている。

　あのティルムですら引いている。

「……」

　上から下まで影のように黒い男／セージは無言のまま──アルリアナを肩車した。

　アルリアナは、覆面に包まれたセージの頭に手を載せてご機嫌に微笑ほほえむ。

「うふふー、楽チンだわー。これからずっと迷宮の中はこうして貰もらおうかしらぁ」

「……セージさん、アルリアナさんにちょっと甘くないですか」

「ロリコンかにゃ？」

「えー、ＬＶレベル七って私のことが好きだったのー？　やだぁきもちわるぅい。へんたぁい。お兄ちゃんって呼んであげましょうかぁ。セージお兄ちゃぁん」

「ちが、う……こいつ、は、なんと、言うの、か…………苦手、なんだ」

「ひっどーい、こんなかわいい女の子をつかまえてー」

　ぺしぺしと、楽しげにアルリアナがセージの頭を叩たたいている。

「あはは、わかってます。ただの冗談ですよ。だって、もし、本当に、そういう雰囲気なら、ククリカさんが気付いて嫉妬しないはずありませんもん」

「にゃはは。確かに、にゃーの恋ラ愛ブセンサーは全然反応しねえにゃ。これっぽっちも進展する予感がしねーにゃ。にゃははははは」

「なによぅ、つまんなーい」

「でも、大丈夫ですか？　アルリアナさんを背負って沼の奥まで行くの」

「大丈夫よぅ。私なんて羽のように軽い女の子ですものぉ。ねぇ、せーじぃー？」

「重くは、ない、な」

「ほーら」

「それ、に、回復、魔法で、怪け我がを、治して、も、痛みは、残る、から、な」












「何のことですか？」

「アルリアナ、だ。落ちたとき、荷台から、ノームの、あれ、だ。足を、痛め、ている。確かに、蓮はすの、葉、の、上、を、跳ぶのは辛つらい、だろう、な」

「え？」

「にゃ？」

　驚いたように、ティルムとククリカがアルリアナの顔を見た。

　いつも余裕／皮肉な空気を纏まとっているアルリアナの顔が珍しく、赤い。

「ち、違うわよぅ。わたしは、単に、楽がしたかっただけよぅ」

「不思議、なのだ、が。どうして、言わなかったん、だ。怪け我がを、隠す、理由、が、おれにはわからない。おまえたち、は、時々、意味の、わからないことを、する」

「……笑ったりしませんから、今度からちゃんと怪我をしたら言ってくださいね」

「にゃー、素直になれないあたりはまだまだ子供にゃーねー」

「おバァカさん！　おバァカさん！　おバァカさん！　わ、私を温かい目で見てるんじゃないわよぅ！　た、ただ、弱みを見せたくなかっただけよぅ！」

「良いんですよアルリアナさん。わたしたち、仲間ですから」

「だから優しい目で私を見るなああああああああ！」

「頑張れアルリアナにゃん！　そのうち、アルリアナにゃんにも友だちが出来るにゃ！」

「く、屈辱だわぁ……」

　ティルムとククリカの、アルリアナに対する友好度が、一、上がった。

　アルリアナの、セージに対する好感度が、一、下がった。




　セージたちは沼を渡る。

　蓮の葉は決して整然と並んでいるわけではない。間隔もまちまちで、飛び移れる葉が複数ある場合も多い。そのような時は必ずセージが次に飛び移る葉を指示した。

「次は、右の葉だ。間違えるな。右だ」

「ねえ、左の葉の方が近いわよぅ？」

　遊び疲れた娘よろしく肩車されたアルリアナが、ぺし、と、セージの額を叩たたく。

「……見たほうが、早い、な。説明より、するより、だ」

　少し間があり、ぶーん、という羽音がティルムたちの耳にも届いた。恐らく、セージは既に気付いていた／その鋭い聴覚で羽音を捉えていたのだろう。

「うわっ！　な、何ですあれ、凄すごく大きな虫？　虫が飛んでるんですけど」

「あれは『巨大蚊ジヤイアントモスキート』にゃーね。地味に羽とか針の価値が高いにゃー。でも脆もろいから回収が難しいにゃー。すぐバラバラになっちゃうにゃー」

「蚊ですかあれ、わたしの顔ぐらいありますよ！」

「……さすがに、あの大きさの蚊に血を吸われたくはないわね」

　そして、蚊は、アルリアナが推した、左の蓮はすの葉の傍そばを通った──

　しゅばっ──いきなり、葉の下から、赤く長く人間の腕よりも太い舌が伸び、人の顔ほどもある巨大蚊ジヤイアントモスキートを捕食した。蓮の葉を持ち上げるように巨大蛙がえるが顔を出してまた沈んだ。

「『花蛙』だ。頭に蓮の葉を乗せて沼に潜ひそみ、獲物を待ち構えている」

　セージは言った。

「皮膚はぬるぬるとした粘ねん液えきに覆おおわれている。これが武器や魔法の通りを悪くする。弱い麻ま痺ひ毒も含んでいる。沼ぬま魚ざかなもそうだが、高熱と乾燥に弱く冷気に強い」

「花蛙の油にゃーね。薬草の成分を混ぜ込んだスライム傷薬があるから影が薄いけれど、あれも結構、便利にゃ」

「蛙のお肉は手頃な値段で買えるのも良いですよね」

「淡白な蛙肉がとってもじゅーしーでティルムにゃんのから揚げは絶品だったにゃ」

「あはは。ありがとうございます」

「その、弁当、を、ノームに、食われた、のが、な」

「あはは……そういえば、おなか、空すきましたね」

「昼ごはんを食べ損ねたにゃ。後で携帯食糧でもかじるにゃー」

「腹が、減った、な」




　蓮の葉の上を渡り歩き、やがて一行は沼の奥に辿たどり着ついた。三方を壁に囲まれた沼の奥、巨大な沼の奥にある大きな沼とでも呼ぶべきか。そのような空間であった。

　中央にはぽつんと、大きな岩が顔を出している。

「ここに竜がいるんですか？」

「何もいないわよぅ？」

「にゃー？」

　竜を探してきょろきょろと周囲を見回すティルムたち、やがて視線がセージに集まる。セージは無言のまま腰の刃やいばを抜いた。

　銀光一いつ閃せん。

　沼が裂けた。そう思った次の瞬間に、巨大な沼魚が宙を舞っていた。

　短剣を沼に差し入れ、沼魚を引っ掛けるようにして釣り上げ、放り投げたのだ。

　宙を舞う沼魚はそのまま、中央の大岩の方へと飛んで行く。

　そして『竜』が姿を見せた。

　沼の中から、長く太く、頑健な鱗うろこに覆われた首が凄すさまじい速度で伸びた。首の先には紛まぎれもない『竜』の顔、巨大な顎あごが巨大な沼魚を捕らえ、ばりぼりと咀そ嚼しやくする。

「『泥亀竜ドラゴンタートル』、名前の通り、泥に住み亀のような甲羅を持つ竜だ」

「甲羅って、もしかして、あの岩のことですか！」

「見ていろ。食事が始まる」

　ドラゴンタートルが身じろぎをした／岩が動いた。

　岩の下には岩山が続いていた。

　巨大な岩山の頭だけが、沼の上にぴょこんと飛び出ていたのだ。

　竜の首が、大きく息を吸い込む。

　沼に向けて、炎を、吐いた。

　否いな、それを、炎と呼んで良いのかはわからない。

　ティルムが想像する『竜の吐息ドラゴンブレス』とは似ても似つかない。

『炎の塊かたまり』を、ぺっ、と吐き出したのだ。

　塊は沼に落ちて、なお、消えず、それどころか、沼を熱くする。沼を、煮る。

　その熱波は、蓮はすの葉の上にいるセージたちにも届き、じわりと汗を滲にじませる。

「……なんです、あれ」

「『燃える泥』だ。水をかけようが砂をかけようが氷漬けにしようが、あの炎は消えない。泥そのものが燃え尽きるまで待つしかない。あの大きさからして、そうだな、ちょっとした『おやつ』か」

　煮られつつある沼から、沼ぬま魚ざかなが、花蛙がえるが、逃げようと動き出した。

　ドラゴンタートルは恐ろしい速さで首を伸ばし、人間の倍も大きな沼魚を、その沼魚に匹敵する花蛙を、小鳥がえさでも啄ついばむように捕食する。

　やがて、満足したドラゴンタートルは、再び、沼の中へと沈んで行った。

　再び、沼は静寂に包まれた。

「あれがドラゴンタートルだ」

　セージが流りゆう暢ちように、そして淡々と、告げる。

「はるか昔、荒ぶる若い竜と亀の女王が交わり生まれたのがドラゴンタートルである──と言われている。噓うそか本当かは知らない。竜の血が混ざっているのは確実だろうな」

　竜──その言葉は、単に魔物の種を示すだけではない。

　竜とは、何よりもまず、最強の生物を意味する言葉だ。

　実物のドラゴンタートルを見る前、ティルムは『ノームの依頼を達成するついでに、ドラゴンタートルを捕まえれば一石二鳥』というような意味合いのことを言った。

　今、ティルムの枯かれ葉は色の髪から、額から、一筋の汗が流れて落ちた。

「こんな大きな魔物を、あんなに強い魔物を、どうやって捕獲するんですかね……」

「ふふっ、やっぱり、この仕事はとんだ貧乏くじねぇ」

　皮肉というよりは自じ嘲ちようの響きを持ってアルリアナが笑う。

　その隣で、ククリカがぎこちなく肩をすくめ、首の鈴を揺らす。

「これでも純粋な竜じゃない。あくまで亜竜ってのが笑えるにゃあ。どっちにしろ、第一層の地下三階で出るような魔物じゃねーにゃ。とんだ階層詐欺にゃ」

「ＬＶレベル五のＰＴパーテイでも厳しいだろうな。無策で挑めば間違いなく全滅だ」

「……ドラゴンタートルさんが沼の奥で大人しくしてくれているのが救いですね」

　もし、ドラゴンタートルが積極的に動き回る魔物であれば、地下三階は比較的安全な狩場ではなくなるだろう。迷宮の外／帝都への安定した食料供給など不可能に近い。

「ドラゴンタートルは強い。だが、強いだけなら対処できる。本当の問題はこの環境だ。真に、ドラゴンタートルの強さを支えているのは、この沼そのものだ」

「沼が、ですか？」

「おれたちは沼に落ちたら死ぬ。逆に言えば、ドラゴンタートルにとって沼は安全地帯だ。危なくなれば沼の中に潜もぐってしまえば冒険者にはまず手が出せない。沼に潜って、手足を甲羅の中に引っ込めてしまえば、まさに無敵だ。倒しようがない」

「ＬＶ七って、本当に、ひとの気持ちを明るくするのが上う手まいわぁ」

「さっきみたいに、魚を餌えさにして頭を出させてがんって気絶させればどうですかね」

「そのまま沼の中に沈んで、結果的に安全地帯に逃げ込まれるんじゃないかしらぁ」

「これはほとんど城攻めにゃーね。甲羅が壁で沼が堀……どうするにゃこれ」

「……」

「正直、思いつかないわねぇ……」

「……一旦、戻りましょう。これは、機転や工夫でどうにかできる感じがしないです」

　巨大な岩山／ドラゴンタートルを前に、ティルムたちは引き上げることになった。




　沼のほとりでは、今も多くの冒険者が漁に精を出していた。その威勢の良い声は地下三階に響き渡り、ティルムたちの耳にも届いている。

　一方、戻って来たティルムたちは何をするでもなく立ち尽くしていた。

　ドラゴンタートルの圧倒的な巨大さ／強さが頭から離れないのか、空気が重い。セージはともかく、アルリアナとククリカすら口数が少ない。

「逆に言えば──です。ここでドラゴンタートルさんのような大物を捕まえられれば、わたしたちにとっては大きな経験になります。頑張りどころですね」

　あえて明るい声で、ティルムは言った。

「……」

「捕まえられたら、よねぇ」

「あんなのどうしろって言うにゃー。テンション下がるにゃー」

「あはは……気持ちは、わかりますけど。そこはテンションを頑張って上げる方向で」

「上げろって言われて上がったら苦労しねーにゃ」

　短い沈黙。誰からともなく腰を下ろす。溜ため息いきがこぼれる。

「わたしは……落ち込んだときは料理をしますね。ちょっと凝ったものを作るんですよ。料理に集中して嫌なことを忘れて、美お味いしいものを食べてリフレッシュです」

「……なる、ほど。確か、に、おまえの、めしは、美う味まい」

「さすがお人ひと好よしねぇ。健全過ぎて、気持ち悪いわぁ」

「にゃはは。女の子らしいにゃー」

「因ちなみにククリカさんは」

「酒飲んでクダ巻いてゲロ吐いて不ふ貞て寝ねするにゃ」

「こっちはこっちで、ダメな大人の代表みたいなこと言ってるわぁ。偽善者とダメ人間の組み合わせって面白ぉい」

「うるせーにゃ。スライムローション塗りたくって全裸で床を転がってるアルリアナにゃんに言われたくねーにゃ」

「あらぁ、とっても気持ち良いのよぅ」

「やってるんですか！」

「おい大丈夫かにゃこの十三歳！」

「噓うそに決まってるじゃないのぉ。おバァカさん」

「あ、あはは……ですよね」

「ローションなんて買わなくても、私にはスラ太郎がいるもの」

「やっぱ大丈夫じゃねえにゃ。個人の趣味に口を出すつもりはにゃーけど、事故にだけは気をつけろにゃ」

「ふふっ、冗談よぅ。神に愛された秩ちつ序じよ神の神官がそんなことするはずないじゃなぁい」

　アルリアナは意味ありげに、ぺろり、と赤い唇を舌先でなぞって見せた。

「神官のくせにっていうか幼女のくせにエロい顔してんじゃねーにゃ」

「えっと、セージさんは、どうやってテンション上げてます？」

「精神を整える、方法、か。おれは、部屋の隅で、気配を殺し、空気に、なる」

「余計にテンション下がっちゃいそうなんですけど」

「無に、なれ。無に、乱れは、ない。肉体と精神を制御する」

「あなたが無駄に高度なことをやってるのだけはわかるわぁ」

「高すぎて誰もついてけねーにゃ」

「……」

「セージさん？」

　無言で、セージが立ち上がった。

　黒い影のように静かに歩き出す。

　近くで漁をしていたＰＴパーテイと何事か会話を始める。

　そのＰＴパーテイの近くには今日の釣ちよう果か──沼ぬま魚ざかなが積まれていた。花蛙がえるも一匹、でん、と置いてある。人間を丸まる吞のみにする巨大蛙もドラゴンタートルの後では不思議と小さく思える。

　話がまとまったのか、セージは金を渡すと花蛙を一匹丸ごと引き取り戻って来た。

「頼んだ、ぞ、ティルム」

　どん、と、セージは丸ごと一匹の花蛙をティルムの前に置いた。

　喩たとえるなら、牛を一頭、目の前に持ってこられたようなものか。

「……はい？」

「めしに、しよう。考えがまとまらない。腹が、減っては、な」

「あはは。美お味いしいごはんを食べて、テンションを上げて、ドラゴンタートルさんをどうするか、一緒に考えようってことですね」

「……」

　セージが頷うなずいた。ティルムが頭をかかえた。

「迷宮の中ですよここ！　塩も油も水も包丁もお鍋もないんですけど！」

「あるにゃーよ。調味料とか、調理器具とか、迷宮の深いところだと良い値段で売れるからカートにいくらか積んでるにゃ」

「携帯食糧は味気ないものねぇ」

「ついでに、地下三階は休憩に使える水場もあるにゃ」

「包丁、は、これ、を使え。軽く、て、よく、切れる」

「ありがとうございます、で、良いんですかねえ」

　セージが腰の短剣を鞘さやごと差し出した。ティルムは受け取り、困ったように微笑ほほえむ。

「じゃあ、せめて……セージさんたちも手伝ってくださいね？」

　こうして、ティルムは何な故ぜか迷宮の中で花蛙を料理することになってしまった。




　壁際から清水が流れて出来た小さな池／地下三階の水場にほど近い場所でティルムたちは食事の準備を始めた。最初にするべきは巨大蛙の解体である。

「お魚ならともかく、蛙をさばいたことはないんですよねえ」

　言いながらも、ティルムはてきぱきと蛙をさばいて行く。仕留めたＰＴが血抜きをしておいてくれたのだろう、スムーズだ。

　何より凄すごいのは、セージから借りた短剣である。

「この包丁……じゃない、セージさんの短剣、物凄く切れますね」

　手を止めて、顔の前に刀身をかざす。

　優美な曲線を描いた白い刀身は三日月のように冴さえ冴ざえと輝いている。

「脂が刃はに全然ついてないし、凄く軽い。やっぱり高いんですか」

「値段は、ない」

「ない？」

「売って、いない、から、な。竜の牙、は」

「はあ竜の牙なんですか、それは切れる……竜の牙なんですかこれ！　思いっきり包丁代わりに使ってるけど良いんですか！」

「道具を、使わずに、どうする。便利、だろ、う。汚れ、はつかない、刃は毀こぼれも、しな、い。熱しても、冷やし、ても、形が、変わらない。決して、壊れ、ない」

「え、えー……竜の牙の剣とか初代皇帝の武器じゃないですか。セージさんが気にしないなら、まあ、わたしは、良いんですけど……」

「売って欲しいにゃー、でも、竜の牙と釣り合う物も金もねーにゃー。ある意味で、最強に商人殺しの一品にゃー」

「わぁ、目が金貨の形になってるぅ。お金にきたなぁい」

「うるせえにゃあ。あれ一つで千年は遊んで暮らせるぐらい儲もうかるんだから仕方ねーにゃー。もう見てるだけで涎よだれが出るにゃー。頰ほおずりとかしてもいいにゃー？」

「やめて、おけ。顔が、なく、なる、ぞ」

　それほど切れる、ということだ。

「皮は……うーん、本当にぬるぬるしてますねえ。ちゃんとはがないと」

「はい、アルリアナにゃん。蛙かえるのぬるぬるを瓶びんに集めるにゃ」

「別にいらないわよぅ。私にはスラ太郎がいるものぉ」

「いや、傷薬の材料として売るにゃ」

「頭や内臓って食べられるんですか？」

「珍味だ。脳と、心臓が」

「それは初耳ですね。どういう風に食べるんです？」

「生」

「難易度が高すぎませんか！」

「他も食える、が、手間だ。下処理、が」

「んー、迷宮の中でそこまでするのは大変ですね」

「なら、沼に投げるか。餌えさになる、魚や蛙のだ」

　程なく、蛙の脚肉は肉屋で見かけるような、肉の塊かたまりになった。

　脚肉、腹肉、胸肉、背肉など──新鮮なピンク色に脂肪の白が僅わずかに混ざっている。

「あ、もう、ちょっと美お味いしそうな感じですね」

「何を作るにゃー？」

「迷宮の中ですからねえ。凝った料理は無理ですから……シンプルに、焼肉なんかどうでしょうか。大きな鉄板か、網のようなものがあれば」

「焼肉パーティーにゃ！　よっしゃ、任せろにゃあ！」

　と、手早く、ククリカが網を用意し、火を起こし、焼肉の準備を整えた。

「嬉うれしそうねぇ」

「にゃはは。一人じゃない焼肉とか久しぶりだからにゃあ。最後に、わいわい、焼肉パーティーをしたのは……昔の、仲間が、結婚する、前、にゃあ…………ＬＶレベルアップ、記念に、焼肉を食べに、行って…………あ、何か、思い出したらまた悲しくなってきたにゃあ」

「しっかりしてください。過去は過去です、未来のことを考えましょうよ！」

「未来のことを考えたらもっと悲しくなりそうにゃ」

「ぷっ、くく、かわいそぉう、泣けるわぁ……」

「本音を言えにゃ」

「ククリカが惨みじめで焼肉が美う味まいわぁ」

「まだ食ってねーにゃ！　くっそ、絶対このガキより先に結婚して幸せになって上から目線で『キミにもすぐに良い出会いがあるさ』とか言ってやるにゃ！　っていうか、これ言われたのにゃーじゃねーかにゃ！　畜生ぶっ殺してやるにゃ！」

「ククリカさんはどうして無意味に自分を追い詰めるんですか！」

「十三歳の女の子と張り合ってる段階で負け犬よねぇ」

「ぐおおおお、反論の余地がねえにゃ」

「……めしは、まだ、か」

「こっちはこっちで超マイペース！　そんなにおなか空すいてたんですか！」

　とにかく、そんなグダグダがありつつも、魔物捕獲ＰＴパーテイの焼肉パーティーが始まる。

　料理といっても、肉を切って、網に並べて、焼くだけである。

　切り方、並べ方、焼き方にこそコツがあるといえばそうだが、そこまで肩肘ひじを張るようなものでもないだろう。

　じゅーじゅー、と、肉の焼ける美味そうな匂いが漂ただよう。

　ピンク色の肉に火が通り、表面に脂が滲にじみ出でて、てらてらと光る。

　こげる前に、さっ、と、肉を取り、ぱらぱらと塩を振り、口に運ぶ。

　じゅわっ、と、肉の味が、脂の旨うまみが、口の中に、広がって行く。

「はふぅ……焼肉って、なんだか幸せな気分になりますよねえ」

「美味い」

「お肉が新鮮だからかしら」

「これは脚の良いところかにゃー」

「そうですね。腿もものあたりの、一番良いところです」

「美味い」

「この白が混ざってるのは何かしらぁ。こりこりしてて、不思議な味ねぇ」

「薄切りにした軟骨ですね」

「器用にやるもんだにゃあ」

「セージさんから借りた包丁が凄すごいんです。何でもスパスパ切れるんですもん」

「……国宝級の包丁で切った焼肉とか、冷静に考えるとすげえ贅ぜい沢たくにゃ」

「塩の他に、何か、ある、か？」

「香辛料の類たぐいがいくつかあるにゃ」

　言うまでもなく、塩も香辛料も迷宮産だ。塩は『生きた岩塩ソルトゴーレム』からとれる。香辛料は概おおむねトレントをはじめとする植物型魔物の素材だ。

　淡白な蛙かえる肉と香辛料の相性は抜ばつ群ぐん。はらり、とかけるだけで大きく肉の味は変わる。文字通りスパイシーな味わいが、淡白な蛙肉にパンチを与えるのだ。

「美う味まい」

「あ、セージさんこっちも焼けてますよ。蛙のタン」

「美味い」

「これもそろそろですかね。背中のところです」

「美味い」

「レバーです」

「美味い」

　量があるのでこだわらず、美味い部分を贅沢に焼いて行く。

　恐らくＰＴパーテイでは唯一、正しい意味で気遣いの出来る女ティルムは網の上を仕切り、種々の肉を見事に焼き上げて行く。

「ティルムにゃん、すっかりＰＴのお母さんが板についたにゃあ」

　パチパチと火の爆はぜる音がする。白い煙が薄く漂ただよう。肉の焼ける匂いがティルムたちを中心にして広がって行く。

　ふと、アルリアナは何かを思いついたように唇を吊つり上あげた。

「セージおにーちゃーんぅ、はい、あーん」

　普段のアルリアナを知っていたら気持ち悪くなること間違いなしの甘えた声と微笑ほほえみを浮かべ、自分の皿に取った肉をセージの口元に差し出した。

「……」

　僅わずかな逡しゆん巡じゆんがあり、セージが口を開ける。

　その瞬間、さっ、と、アルリアナは肉を引いた！

「残念でしたぁー」

「うっわ、くだらねえ悪戯いたずらしてるにゃ」

「良いのよぅ。私がやりたかったんですものぉ」

「……」

　喜色満面、アルリアナは、引っ込めた肉を口に運ぶ。そして、気付いた。

　ない、肉が。

「美う味まい」

　もにゅもにゅと何かを咀そ嚼しやくし、セージはそう言った。

　ティルムが苦笑している。

「セージさん、ＬＶレベル七の盗賊ですよ。反射神経勝負は無理ですって」

「ふーん。そう。やるじゃなぁい」

　アルリアナの瞳に、鋭いものが宿った。

　再び網の上から、焼きたての肉を取る。てらりと脂に濡ぬれ、まだ、僅わずかに白い煙が立ち昇っている。柔らかく、適度に歯応えがあり、塩と脂の混ざった味は間違いなく、小さな幸福をもたらすだろう。だが──

「おにーちゃーん、はい、あーん」

　声の甘さとは裏腹に、凄すさまじい目で肉を／その向こうにあるセージを睨にらんでいた。

　セージが、僅かに動いた。

　その瞬間、アルリアナは肉を引いた。

　見事なタイミングだ。肉を焼いていたティルムですらそう思った。

　しかし、それでも。

「美味い」

　恐るべきはＬＶ七だ。動きに無駄がない。動きの『起こり』や『溜ため』とでも言うべき空白が、恐ろしく少ない。動いたと思った瞬間には動きが終わっている。

　ＬＶ五、それも、戦闘職ではないアルリアナには荷が重過ぎる。

「にゃはは。ざまあねーにゃ」

「くううううう、も、もう一回よぅ！」

「あはは……」

　アルリアナが悔しげに唇を嚙かんだ。ティルムは、その仕草に初めて、歳相応の／十三歳の少女らしい面を見たような気がした。




「あー、食った食ったにゃー。むしろ食べ過ぎたにゃー」

「太るわよぅ」

「残念だったにゃー。にゃーは毎日動き回ってるから太らねーにゃーよ」

「うーん、やっぱりお肉が余っちゃいましたねえ。持って帰っても大丈夫かな」

「……」

「にゃーのカートに『凍れる砂』があるから使うと良いにゃー」

「何ですか、それ」

「あー……北の方の迷宮で採とれる氷の精霊力が宿った砂にゃ。袋につめて、肉と一緒に置いておけば冷やしてくれるにゃ」

「お肉が傷まなくなるんですね」

「そーいうことにゃ。入れすぎると凍っちゃうから少なめに使うにゃーよ」

　焼肉パーティーがティルムたちの気持ちを切り替えたのだろう。ドラゴンタートルの捕獲に絶望的になっていた暗さと重さは消えていた。

　片付けをして、ティルムたちは白さ湯ゆを飲みながらのんびりと食休みを取っている。

「見れば見るほど、大きな沼ですねー」

「そりゃーにゃー、帝都の胃袋を支えてる沼だからにゃあ」

「それもいつまでかしらぁ」

「……」

　広大で、深遠な、蓮はすの沼。

　帝都にとっては大切な食糧源であり、冒険者にとっての収入源。

　ドラゴンタートルにとっては鉄壁の鎧よろいであり、ティルムたちにとっては厄介な問題だ。

「……『計画』って、根本的な問題の解決にはなってないんですよねえ」

　ぽつりとティルムが呟つぶやく。誰も返事はしなかった。

「すみません」

「いっそ、この沼を埋め立てちゃう？　そうすれば簡単に捕まえられるわよぅ」

「四人、で、か？」

「そこにぃ、土木工事の得意な泥土騎士がいるじゃないのぅ」

「あはは。入団してすぐ『計画』に配属されたから工事のことは全然わかりません。それに、埋め立てたら、魚も蛙かえるも取れなくなっちゃいますよ」

「にゃはは、本末転倒………………その手があるにゃ！」

　にゃりーん、と、ククリカが緑色の瞳を輝かせ立ち上がった。

「沼が邪魔なら埋めれば良いにゃ。どうしてこんな簡単なことに気付かなかったにゃ！」

「あの、ククリカさん？　その案はないなーって言ったばかりじゃ」

「つまり、問題点を解決さえすれば非常に単純で有効な手段であるということです。ドラゴンタートルの捕獲を可能にし、沼にダメージを与えることなく、わたしが大おお儲もうけできる。そんな作戦を立てれば良い」

　すっ、と、ククリカが頭のネコミミを取った。

　理知的な美女／商人は言った。

「私はククリカ・テンセル──『取るものは絶対に取るが、必要以上は絶対に取らない』──公正と公平の商人です。私を信用するなら損はさせません」

　果たしてククリカが閃ひらめいた『ドラゴンタートル捕獲作戦』とは──




　数日後、ティルムはククリカが用意した作戦書を携たずさえ薔ば薇ら離宮を訪れた。

　壮麗なる薔薇離宮の華麗なる薔薇園。今日もそこで皇女は──

「仕事の不満があるならば訴えなさいまし、聞くだけは聞いてさしあげますわ！」

「強いて言うなら皇女殿下が毎回土下座してるのが不満ですぅうううううううう！」

　当たり前のように土下座で出迎えた。

「今日もまた見事な土下座です。ミコッティアさま」

　傍かたわらには同じく黒髪のメイド／皇女付きの祐ゆう筆ひつが控え、皇女の土下座を賞賛している。

　土に額をつけたまま、しかし奇妙な威厳を込めて皇女ミコッティアは答えた。

「ふっ、この程度の土下座、わたくしにとってはほんの挨拶代わりでしてよ」

「その挨拶で、毎回、胃を痛めそうなわたしの気持ちにもなってください……」

「善処しますわ」

「何もしないってことだ！」

「騎士ティルム・ディード。今日は『計画』の件で問題があるとか、相談があるとか」

「あ、はい。まずは貴重な時間を割さいてくださり感謝します皇女殿下。実は──」

　ティルムはククリカから渡された作戦立案書を差し出し、口頭でも説明を行う。

　皇女ミコッティアは優美なほどに白く細い指先で作戦立案書をめくり、大粒の宝石のような瞳で眺める。形の良いおとがいはティルムの説明に対して適切な相あい槌づちを打ち、最後に、すっと目を閉じた。












　頭の中で、作戦立案書の検討をしているのだろう。

　ティルムは多少不安そうな顔で、皇女の端整な思案顔を見詰めている。

「……どう、ですかね」

「贅ぜい沢たくな作戦ですわね。魔物一匹のためにここまでする必要があるのでしょうか」

「あはは。やっぱり、そう、思いますか」

「でもやりましょう。費用はこちらでどうにかします。なに、いざとなれば、わたくしの土下座が火を噴ふきますわ」

「やるんですか！　やっちゃうんですか！　明らかに無む茶ちやですよこの作戦──」

　驚きのあまり、ティルムは身を乗り出して叫んだ。




「地下三階をまるごと凍らせて、ドラゴンタートルを冬眠させるなんて！」




　それが、ククリカの立てた作戦だった。

　皇女は金色の長い髪を優雅にかき上げて優美に微笑ほほえむ。

「確かに、無茶ですわね。氷の精霊の力を宿す『凍れる砂』を大量に集め、地下三階の沼を凍らせ、冬眠したドラゴンタートルを捕獲する」

「……他人の口から聞くと、より一層、無茶だなーって思いますね」

「しかし、亜竜とはいえ竜種に属する魔物を捕まえられるならやる価値はありますわ」

　その声には、『竜』と名付けられた存在への畏い怖ふが混ざっていた。『竜』の名は、大陸を支配する大帝国の皇女ですら無視することは出来ない。

　神々への信仰とは別種の、純粋な強さによって崇拝される魔物。

　当然、その素材の価値も天上知らず。

　ドラゴンタートルなら、その甲羅が万年不動とも呼ばれる頑健な建材となる。

「竜種の素材という餌えさをちらつかせれば冒険者ギルドも神殿連合も商人組合も黙らせるのが楽になる。『計画』の進行が円滑になる。邪魔はさせない四百年続いた平和はわたくしが守る──」

「姫さま」

　黒髪のメイドが、氷を連想させる冷えた声で呟つぶやいた。

　はっ、と、ミコッティアが我に戻った。皇女は我知らず握り締めていた拳こぶしを解く。優美な微笑みを浮かべて長い金色の髪をかき上げる。

　ティルムは、礼儀正しく目を逸そらしている／聞こえなかったふりをしていた。

　皇女ミコッティアは自分自身を落ち着けるようにお茶を口に含んだ。

「『実験の結果、沼ぬま魚ざかなや花蛙がえるのように強い冷気耐性を持つ魔物を凍結させたとしても仮死状態に陥るだけだと判明した。よって沼を氷漬けにするのが最も影響の少ない手段だと考えられる』、『資材の運搬に冒険者を雇用することで低ＬＶレベル冒険者への支援にすることを提言する』──方々に気を配った良い作戦書ですわね」

「ありがとうございます」

「何より、これだけ大掛かりな作戦案が現場から出てきたことを賞賛しますわ。無礼を承知で言えば一介の冒険者の金銭感覚で出て来る作戦ではありませんもの」

「あはは。あの、ククリカさんです。商人組合から派遣されたＬＶ六の冒険商人」

「『歩く銀行』ククリカ・テンセル。ＬＶ六。二十歳。独身。単ソ独ロで迷宮第四層にまで赴おもむく筋金入りの冒険商人です。『取るものは絶対に取るが、必要以上は絶対取らない』。公正かつ公平な取引を信条としており、冒険者並びに冒険商人からの評価は高い」

　ティルムの言葉を、傍かたわらに控える黒髪のメイドが補足する。

「特筆すべきはその人脈。個人でありながらギルド、組合、神殿、また数々の商会とつながりを持っています。過去に当時の組合長の不正──ギルドの仕入れ担当者と癒ゆ着ちやくし横領を行っていたという事件を暴き、結果として組合から距離を取ることになった。今回、『計画』の実働部隊に選ばれたのはそのような理由からだと思われます」

「ありがとう」

　ミコッティアにとっては、説明というより確認だったのだろう。軽く頷うなずく。

「公正と公平。口にするのは簡単ですけれど実践するのは極めて難しいことですわ。ふふっ、一度、会ってみたいですわね──『歩く銀行』ククリカ・テンセル」

「あはは……その、良い人ですよ、ククリカさんは」

　メイドの口から語られた人物像が、どうしても、ティルムの知るククリカ／ノーム相手にマジギレし、カップルを見るや呪わずにはいられない独身の二十歳と一致しないのは内緒である。

「わかりました。この作戦に関する費用はお任せなさい」

「は、はい。お願いします！」

　予想していたよりも遥はるかにスムーズに作戦が通った。

　ティルムは薔ば薇ら離宮を出るや、ククリカが待つ店へ向かいそれを伝えた。

　作戦承認を知った彼女／ククリカは即座にネコミミを装着して動き出した。




　そして、瞬まばたきの間に半月の時が過ぎる。

「ふふっ、大したことありませんわ。わたくしがちょっと土下座したら、最後は半泣きになって予算を回すから頭を上げてくれと頼んで来ましたもの」

「にゃーははははははは大おお儲もうけにゃー！　にゃ？　『凍れる砂』が足りない？　北の豪商フーリマンに、にゃーの名前を出して頼めにゃ。組合で揉もめ事ごとがあって西からの輸送が滞とどこおってる？　にゃーが仲裁に入るって言っとけにゃ……今度はなんにゃあ！」

　プライドを全力で投売りする皇女と、公正と公平の信条が作り出した人脈を縦横無尽に駆使したククリカの尽力によりドラゴンタートル捕獲作戦は実行の日を迎えた。

　作戦決行当日。迷宮前の冒険者広場には今日も多くの冒険者／ＰＴパーテイが集まっている。これはいつもどおりだ。しかし、冒険者たちはギルド受付に並ぶのではなく迷宮へ降りる階段横にＰＴごとに整列して並んでいた。

　その隣には帝国の土木工事のプロフェッショナル／赤いスカーフがトレードマークの騎士団がいて積み上げられた様々な物資──『凍れる砂』を詰めた数百の大樽たる、ソリを作るための土木工事用の材木、滑車を用いたクレーン、鋼を編みこんだ城塞建築用の鉄縄などの確認をしている。

　これから、ここに城を建てる。と、言われても納得してしまうだろう。

　騎士団は迷宮内にも同行し、冒険者たちに指示をする現場監督の役割も兼ねている。

　ティルムは、なおも集まって来る冒険者を相手に声を張り上げていた。

「『魔物調査補助』の依頼を受けられた冒険者の方はこちらでーす！　探たん索さく許可証は必要ありませんが、代わりにこちらの受付で、整理券を受け取ってくださーい！」

　目立つように、大きな白旗を持って、振っている。

「やあ、こんにちは。久しぶり。依頼はこっちで良いんだよね？」

「はい、そうです。こんにちは……えーと」

　見覚えはあるが名前を思い出せない冒険者たち／仕事を引き受けたのだろうＰＴが、ティルムに声をかけて来た。

　浅黒い肌をした青年剣士に女神官、少年盗賊──そして、三人より少し年上であろう、瘦やせ気味の魔法使いによる四人ＰＴだ。

「自己紹介をしてなかったか。ぼくたちは『ライマーズ』だ。同じ村の出身でね、村の名前をそのままＰＴの名前にしたのさ」

「『ライマーズ』さんですか、よろしくお願いします。そちらの魔法使いさんが、以前、言っていた《解かい呪じゆ》の？」

「ああ、きみたちのおかげで助かった。ありがとう」

「おかげ、ですか？」

　青年剣士がそう言うと、瘦せ気味の魔法使いが頭を下げた。

　ティルムは怪け訝げんそうに首を傾かしげる。アルリアナが寄付金分割払いでの《解呪》を引き受けたことを知らないからだ。

「よくわかりませんが、助かったみたいで良かったです」

　ティルムが柔らかい微笑ほほえみを浮かべた。よそのＰＴの面識もない相手の快復を心から喜んでいる──それが、ライマーズの四人にも伝わったのだろう。小さな声で少し笑う。

「ありがとう。しかし『学術研究のための魔物捕獲』って妙な依頼だね。しかも、相手は、亜竜といえど『竜』だ。『竜』を生け捕りなんて信じられないよ」

「あはは、正直、こんなにたくさん人が集まるとは思ってませんでした」

「ぼくたちだって最初は何かの冗談だと思った。でも『歩く銀行』の名前が依頼書にあったからね。彼女の仕事は、まあ、きついけど、きついだけの見返りは絶対にある。そういう意味じゃ、彼女は冒険者の女神だよ」

「本人が聞いたら喜びますよ」

「褒ほめすぎたかな？　まあ学術研究が悪いとは言わないけど、もうちょっと冒険者の生活もどうにかして欲しい……おっと、仕事の邪魔をしちゃ悪いか」

　ライマーズのリーダー／浅黒い肌の青年剣士は仲間たちと共に、整理券を受け取りに向かった。

　ティルムはそれを見送り、また、声を張り上げ始めた。




　締め切りの刻限になり／充分な冒険者が集まり、いよいよ迷宮に潜もぐることになった。

　全体の音頭を取っているのはククリカだ。古代文明の遺産／声を拡張する魔法道具を使い、指示を出している。

「後ろの方も聞こえてるにゃー！　聞こえてたら手を上げてにゃー！　にゃーたちはこれから地下三階の『蓮はす沼ぬま水路』を目指すにゃー。各自、割り当てられた資材を持って迷宮に入るにゃー。魔物と遭遇しても基本的には無視するにゃー。天井のスライムにだけは気をつけるにゃー！」

　人海戦術で迷宮の中に大量の資材を運び込む。要所要所で冒険者の監督をしているのは土木工事のプロフェッショナル騎士団だ。

　一階から二階、二階から三階へと、最短距離で移動する。

　地下三階に到着した。今日は、沼のほとりの冒険者／釣り人の姿は見えない。『海の漢おとこ唄うた』に話を通し、今回の『魔物調査』に参加するよう勧誘して貰もらったからだ。

「作戦開始にゃー、大樽たるの中の『凍れる砂』を沼にぶち込んで凍らせて行くにゃー！　沼、っていうか、魚と蛙かえるは凍らせても冬眠するだけで死なないから安心してぶち込むにゃ！」

　さらに人海戦術で、地下三階の大半を占める沼をどんどん凍らせて行く。

　目標であるドラゴンタートルが住んでいる沼までの『道』を作ることと、ドラゴンタートルの住む沼そのものを凍らせ逃げ場をなくすのがその目的だ。

　因ちなみに、セージ、ティルム、アルリアナの三人はやることがないのでククリカの傍そばにくっついている。

「ソリを作ってクレーンを組み立てたらドラゴンタートルを目指すにゃー。氷の道から落ちないように気をつけるにゃー。全員でフォローしながら進むにゃー」

　冒険者たちが進む。クレーンを引き、鉄縄を持ち、氷の道を。

　奇妙な光景だった。

　迷宮で、これだけの冒険者が、整然と、協力して何かをすることがあっただろうか。恐らくは当の冒険者たちですら不思議な気持ちであったろう。

　そして、沼の奥に辿たどり着ついた。

　沼は見事に凍り付いていた。岩／ドラゴンタートルの甲羅の頂点が、僅わずかに、氷の上から突き出していた。さすがに、これだけを見て、『竜』の恐ろしさを想像しろと言うのは無理があるらしく、冒険者たちは何だか気の抜けたような空気をかもし出している。

「大人しい、な」

　セージがぽつりと呟つぶやく。

「今更ですけど、ドラゴンタートルって本当に冬眠するんですねえ」

「にゃ？　冬眠しようがしまいが、凍らせてしまえば同じことにゃ？」

「……あの、それ、つまり、でまかせで、作戦を通しちゃったってことです？」

「さーて、ここからが本番にゃーよー！」

　ティルムの指摘を軽やかに無視して、ククリカが冒険者たちに指示を出す。

「ドラゴンタートルを氷ごと切り出して、クレーンで持ち上げるにゃー！　ソリの上に乗せて、人海戦術で迷宮の外に運び出したら仕事は終わりにゃー！　そこからは別の連中の仕事にゃー！　報酬受け取って酒場で馬鹿騒ぎでも何でもするが良いにゃー！」

「おー！」

　現金なもので、報酬の話が出ると冒険者たちから歓声が上がった。

「氷の切り出しと鉄縄の巻きつけは、こっちで応援を手配しているにゃー。だから、クレーンとソリの方を頼むにゃー」

「お、おー？」

　応援とは何だろう、と、若干不思議そうな歓声が上がる。

「よっしゃ……ノームたちにも合図出すにゃ」

「ああ」

　あらかじめ決められていた合図を出すと、ノームがわらわらと顔を出して、鉄縄を凍った沼の中に引っ張りこんで行った。当然、冒険者たちは驚く。中には、盗まれてなるものかと反射的に武器に手をかけるものもいた。

　用意した応援とはこのノームたちだ。氷の切り出しにしろ鉄縄の巻きつけにしろ、土の中を自在に泳ぐ能力／凍らせた沼の中を動き回れるノームたちはうってつけだ。因ちなみに報酬は大量の葡ぶ萄どう酒しゆである。

　程なく、準備が完了し、ノームの一匹が報告に来た。

「ニンゲン、終わったぞ。あの『竜』はぐるぐる巻きだ」

「ありがとうにゃー。あの『竜』がいなくなったら、そっちの約束も頼むにゃー」

「わかってるさ。それにしても、凄すごいな、ニンゲン。多いな、ニンゲン」

　妙な感心の仕方をして、仕事を終えたノームたちが消える。

　人間の手でクレーンを動かす。四角い氷に閉じ込められた巨大な岩山／ドラゴンタートルが滑車の力で釣り上げられて行く。そのままソリの上へ。

「今回、わたしたち、何もしてませんねえ。見てただけですよ」

「楽で良いわぁ」

　その時、ドラゴンタートルを見詰めるセージの瞳に刃やいばの鋭さが宿った。

「ククリカ、ドラゴンタートルを下ろせ！」

「にゃ！　突然なにを──わかったにゃ！　総員作業中止にゃ！　ドラゴンタートルを下ろしたら、退避ぃいいいいいいいいい！」

　魔物については知識も勘もセージの方が上だ、と瞬時に判断したのだろう、ククリカが退避命令を出す。

　現場監督役の騎士たちが素早く指示を出す。工事中の事故並びに安全確保に関しては帝国で最も頼りになる集団だ。混乱もなく、ドラゴンタートルを下ろし、順次、後ろに下がって行く──

　ギリギリのタイミングだった。

　ドラゴンタートルを閉じ込めていた氷が僅わずかに震えていた。

　震えは徐々に大きくなり、やがて、罅ひび割われ、砕け、ドラゴンタートルがその鎌首をもたげ咆ほう哮こうした。

　地下三階の天井が震えるような、原始的な／本能的な恐怖を思い起こさせる咆哮だ。

「にゃ！　氷漬けにしたのにまだ動けるにゃ！」

「亀は寒さに弱い。だが、あれの半分は竜だ。耐性があったんだろう」

「冒険者さんたちの避難は、あと、もうちょっとです！」

「つまりぃ、ここで、私たちがこいつを足止めするってことかしらぁ」

「もうちょっとだったのににゃー」

　セージ、ティルム、アルリアナ、ククリカの四人は、ドラゴンタートルの前に立ち塞がり、それぞれ、武器を構える。

　先手を取ったのは、ドラゴンタートルの方だった。

　咆哮の終わりに大きく息を吸い込んだ。長い喉のどが膨らんだ。

　ドラゴンタートルが『燃える泥』を吐き出す。

「やっべえにゃあ、氷を溶かされたら全部ぱーにゃ！」

　以前見た、沼を沸かす程度の、『燃える泥』ではない。

　流星の如く降り注ぐ、無数の『燃える泥』だ。

　凍らせた沼の上／氷の上を、埋め尽くすように炎の塊かたまりが降り注ぐ。

「……」

「う、わわわ！」

「ぼ、防御弾！」

　セージは炎の弾幕の隙間を縫うように跳んだ。

　ティルムは即座に盾たてになるようなものを探し、放棄されたクレーンの影に隠れる。

　ククリカは魔銃に特殊弾を装そう塡てん、周囲に防御壁を張った。

「あ──」

　唯一、体術の心得がない、アルリアナだけ、反応が遅れた──氷に足を滑らせた。

　厳密に言うならば、ドラゴンタートルにとってこれは攻撃ですらなかっただろう。ただ、周囲を適温に戻すため温めようとした、それだけの行動だ。

　ドラゴンタートルと人間では生物としてのサイズが違いすぎる。ドラゴンタートルにとって人間は小さすぎて気に留める価値もない存在だろう。しかし、小さな人間にとってはドラゴンタートルの行動一つ一つが、死をもたらす、絶望の一撃となる。

　逃げなければ、と、アルリアナが思ったとき、既に目の前に炎の塊があった。

「神よ──」

　彼女は祈りの言葉を口にし目を閉じる。神聖魔法を使うためではない、ただの祈りだ。

　ただの無意味な祈りは無意味なまま、彼女は焼き尽くされる。

　焼き尽くされる、はずだった。

　アルリアナが目を開けた。

　真っ黒な影が、彼女を庇かばうように立っていた。

　誰かが身代わりになって焼き尽くされた──アルリアナにはそう見えた。

　黒い影が、声を発した。

「無事か」

　影は振り返り、ちら、とアルリアナの様子を見る。黒い黒い影の隙間から、やはり黒い瞳がアルリアナを見ていた。

　腰が抜けたアルリアナがへたり込む。

　黒い影は走り出していた。




　大陸に十三人しかいないＬＶレベル七の一人。竜殺し／『首狩り屋』セージ・トーラストは火柱の隙間を縫い、岩山／ドラゴンタートルに肉薄する。その体を、駆け上がる。

　長く太い首を、そこに生えた鱗うろこの僅わずかな凹凸に足を引っ掛け遡さかのぼる。

　ドラゴンタートルの、『竜』の顔、口の上、両目の前、眉み間けんの傍そばに、立つ。

　もしもドラゴンタートルが言葉を話せたなら、なんと言っただろうか。

　驚きの言葉でも口にしたかもしれない。だがセージには関係ない。

「沼の外にいるおまえなど、容易たやすい相手だ」

　ごっ！

　鞘さやごと引き抜いた短剣を、ドラゴンタートル眉み間けんに打ち付ける。

　ドラゴンタートルが悲鳴を上げて、その長い首を振り回す。人間に喩たとえるならば、鼻先を蜂に刺されたようなものか。強烈な痛みにもがく。

　セージはだが振り落とされなかった。

　二度、三度、同じ場所を、同じように、打ちつけた。

　たまりかねたドラゴンタートルが、亀のように首を引っ込めてしまうまで。




　やがて、ドラゴンタートルはすっかり大人しくなった。

　首と手足を甲羅の中に引っ込めて微動だにしない。これはドラゴンタートルにとっては最も安全な姿勢である。脅威は去ったと判断するまで動こうとしないだろう。

「いまの、うちだ。捕獲を、再開、しろ」

「にゃ……にゃあああ！　予備のクレーンとソリを用意にゃああ！　この辺、ちょっと溶けかけているから余った『凍れる砂』も全部使ってしまうにゃあ！」

　ククリカが再び、避難した冒険者たちに指示を出す。

「セセセセ、セージさん大丈夫ですか！　け、怪け我がは、火傷やけどは！」

「こ、このバカ！　バカバカバカ！　何してるのよぅ、か、回復してあげるから傷を見せなさいよぅ！」

　ティルムと、アルリアナまで、セージの元に駆け寄って来る。がしりと、セージの体を摑つかみ、怪我を探す、が。

「ないぞ。怪我、は」

「はい？」

「え、でも、私を庇かばって、炎にぃ……待ちなさぁい。そもそも、何で、生きてるのぉ？」

「ああ」

　セージは自身の着用している黒いつなぎを軽く撫なでて言った。

「ドラゴンの鱗うろこは、さすがだな。あれだけの熱を、ものとも、しない」

「ド、ドラゴンの鱗？　い、幾らするんですかそんなの！」

「呆あきれたわぁ。確かに、そんなものを装備してたら無む茶ちやもするわねぇ……」

「自分で、狩った、ドラゴン、だ。自分で、使って、何が、悪い」

「そういう意味じゃないです」

「そういう意味じゃないわよぅ」

　気が抜けたのか、安心したのか、ティルムとアルリアナが可お笑かしそうに笑い始めた。

　セージは二人がどうして笑っているのかわからず、不思議そうに首を傾かしげていた。




　ティルムたちは、ドラゴンタートルの捕獲に、成功した。

　ノームの依頼を達成し、ノームの捕獲に、成功した。

　ドラゴンタートルの運搬は騎士団と冒険者たちに任せ、ティルムたちは地下三階の沼のほとりでノームと落ち合う。

「すごかったぞニンゲン！　特に黒いニンゲンがすごかったぞ！」

　地中から顔を出したピンクの『帽子』を被ったノームが、セージたちを褒ほめた。

　依頼を達成したためであろう、ティルムたちを見る目からして今までとは違っていた。馬鹿にしたようなところはなく、友人に対する信頼と強者に対する敬意がある。

「……」

「あはは。ありがとうございます」

　無言のセージを、ティルムがフォローし愛想良く微笑ほほえみを浮かべる。

　いや、ティルムの微笑みも、ピンクの『帽子』のせいで若干引ひき攣つってはいるが。

「約束を守るぞ。おいらを入れて、三十のノームが、ニンゲンの用意した迷宮に行く！」

「はい。あの、ところで、いい加減に、その、頭のを……」

「わかってる。『依頼』の証拠の『帽子』だな。返すぞ」

　ノームは頭の『帽子』を脱ぎ、セージに手渡した。

　にかっ、と、無邪気な笑顔を浮かべてノームが言った。

「黒いニンゲン！　竜よりも強いおまえが一番すごい。ノームはおまえを尊敬する」

「……」

「あはは……あはははははは」

　今までの悪戯いたずらと違い、悪意がないのは伝わって来る。

　だからティルムも怒るに怒れない。

　そしてセージは明らかに、その『帽子』の扱いに困っていた。

　指先でつまむようにして持ち、静かに視線を注いでいる。

　結局、持ち主に渡すのが一番と判断したのだろう、ティルムの前に差し出した。

「お気に入り、なんだ、ろう」

「……あはは」

「……あれ、素でやってるのかしらぁ」

「……ティルムにゃんも哀れにゃあ」

　ひそひそと、アルリアナとククリカの憐れん憫びんの声が聞こえた。

　ティルムの笑顔も盛大に引き攣っていた。

「どう、した。いらない、の、か？」

「いりません。というか今更返されても困ります！　燃やしてください、すぐに！」

「何な故ぜ、怒る」

「怒ってません」

「……」

　恐らく、多分、きっと、セージはセージなりに気を利かせたのだろう。

　少し考え、頷うなずくと、ケイル銀貨を取り出しティルムに握らせた。

「新しいパンツを買え。おれの、おごりだ」

　次の瞬間、竜殺しのＬＶレベル七は、思い切りぶん殴られた。

「何故、殴、る──」

「ごめんなさいセージさん。でも、言わせてください──ど、どいつもこいつも、少しは、わたしにも、気を遣ええええええええええええええええええええええ！」




　ティルムの、セージに対する好感度が、十、下がった！












間章「冒険者の日常二」










　ティルムの住まいは帝都ローゼリアの一角にある一部屋貸し／集合住宅の四階だ。中流の下あるいは下流の上層が住む地域で、家賃はそこそこ、治安もそこそこ。中流層用のそこそこ高い店も、下流層用のそこそこ安い店も近くにある。

　唯一の難点は、本来の職場である騎士団詰所に遠いことだろうか。

　今日やるべきことは全部終わらせてしまい時間を持て余した休日の午後。

　どこかに出かけようか、ちょっと凝った料理でも作ってみようか──なんてことをティルムは自室で考えていた。枯かれ葉は色の髪が、開け放した窓から吹くそよ風に揺れている。

　すると、珍しい客がやって来た。

「ティールムちゃぁーん、あっそびましょーうぅ」

　アルリアナ・デイジーコート。十三歳。神に愛された天才神官。銀髪。幼い顔立ちにどこか挑発的な、小悪魔めいた笑みが浮かんでいる。彼女は休日も、普段と同じく白い神官衣を纏まとっていた。

　手には一つ、大きな袋。

　膨らみのない胸の上で天てん秤びんを模した秩ちつ序じよ神の聖印が揺れている。

「偽善者のお人ひと好よしらしい部屋よねぇ。綺き麗れいで、こぢんまりしてて、たぁいくつ」

「あはは。お掃除とかお料理とか、家事が好きなんですよ」

　事実、女性の一人暮らしにしては地味な部屋だ。あまり多くない荷物はきちんと整理整頓され板張りの床には塵ちり一つ落ちていない。

　アルリアナが寝台の下を覗のぞき込こむ。

「えっちな本とかないのぅ？」

「……ありませんって」

　これにはティルムも苦笑いした。アルリアナは体を起こして肩をすくめる。

「今日はねぇ、あなたにお願いがあるのぅ」

　アルリアナが一瞬、はにかんだように、ティルムには見えた。

　しかしまた、いつもの、十三歳とは思えない大人びた／妖よう艶えんとすら呼べるだろう、挑発的な薄い微笑ほほえみを浮かべる。

「お料理、教えてくれないかしらぁ」

「良いですよ」

「ありがとぅ。最初は、から揚げがいいわぁ」

　言いながら、アルリアナは持参した大きな袋をティルムに渡した。

　袋の中には、大量の蛙かえる肉をはじめとするから揚げの材料が入っている。

「十人前ぐらいありますよ、これ」

「練習するんですものぉ、たくさんあった方が良いでしょう」

「余るくらいだと思いますよ。でも、ちょっと、驚きました」

「なにがぁ」

「アルリアナさんが、意外に、努力家だってことです」

「……言うじゃなぁい」

「あはは。早速、作ってみましょうか。大家さんに台所借りられるか聞いてきますね」

　こうして、ティルムの午後の予定は埋まった。




　から揚げ（十人前）の材料を抱えて二人は一階に下りた。一階は大家夫妻のパン屋と生活空間があり、共同の食堂もある。この大家夫妻が親切な人間で、毎朝、店たな子こに焼きたてのパンを用意してくれる。それもまたティルムが入居を決めた理由の一つである。

　台所は共同食堂の隣にある。同じく共用の井戸で水を汲くみ、火を起こし、包丁やまな板などの調理器具を用意する。アルリアナが持ってきた材料を並べ、準備完了だ。

「油を使うので難しく見えるかもしれませんが、から揚げは基本的に簡単な料理です」

「そうなのぉ？」

「お肉を一口大に切る、衣をつける、揚げる。これだけですからね。わたしが教えなくても、料理本を読めば、簡単に作れると思いますよ」

「嫌よぅ。私は、あなたの味付けが良いんだものぉ」

「そうですか」

　柔らかくティルムが微笑ほほえむ。アルリアナは自分の台詞せりふに自分で照れる。

「それじゃあ一緒に、作りましょうか」

「はぁい」

　エプロンをつけ、二人はから揚げを作り始めた。

「お料理をやったことはありますか？」

「ないわぁ。ずっと神学校暮らしだったもの。ティルムはどこで料理を覚えたのぉ？」

「わたしは、普通に、お母さんに教えてもらいました。後は本を読んだりですかね」

「……ふぅん。お母さん、ねえ」

　未経験者らしいが、アルリアナの手際は悪くなかった。器用な質たちなのだろう、ティルムが一度見せればすぐに覚え、てきぱきと動いている。

「アルリアナさんは、案外、良いお嫁さんになれるかもしれませんね」

「わたしがぁ？　笑えない冗談よねぇ」

　馬鹿馬鹿しいと言いたげに彼女は鼻を鳴らした。

　一口大に切った蛙かえる肉に衣をつけ、油に沈める。

　じゅわじゅわと蛙肉の揚がる音がする。から揚げの香ばしい匂いが台所に広がる。

「手順は大体わかったわぁ。他にコツみたいなものはあるぅ？」

「コツですか……そういうのは別に、ああ、でも、そうですね」

　ティルムがアルリアナに微笑ほほえみかけた。

「食べてくれる人が、笑顔になれば良いなって思います」

「でたぁ、偽善者の偽善者丸出しの偽善的な台詞せりふぅ。虫唾むしずが走るわぁ」

　ぺっ、と、唾つばを吐く真ま似ねまでされた。

「気持ちで味が変わるわけないじゃないのぅ。心なんて、所詮、ただの心よねぇ」

「全否定された！　あれ、アルリアナさんって神官ですよね！　祈りを力に変える！」

「秩ちつ序じよ神に愛された天才神官よぅ。もちろん、秩序神の教えを守り、秩序神を敬愛しているわよぅ。当然よねぇ」

「え、えー……」

　神官は他と比べて特殊な職業だ。『神の声を聞く』ことで初めて神官となる。大陸で信仰される五大神、その教えに従った生活をしていれば、より神の声を聞きやすい──と、言われているが、実際のところ不明めい瞭りような部分が多い。

　文字通り、神のみぞ知るところだ。

　十三歳でＬＶレベル五という破格の才能は間違いなく天に選ばれた存在であろう。

　しかしその振る舞いが、秩序神の神官らしいかと問われればティルムは首を振る。

　神に愛されている／神を愛している、故に天才神官。

　神に愛されている。神を愛している。神だけを──

　ふと思いついた言葉を、ティルムはそのまま口にした。

「アルリアナさん、ご家族は、どうしてるんですか」

「健在よ」

　素っ気なく、十三歳の少女はそう答えた。

　ほどなく、から揚げが一人前／六個、出来上がった。

　からっと揚がった見事な狐きつね色いろ。肉を揚げた直後に特有の、あの香ばしく食欲をそそる匂いが漂ただよっている。ティルムは何だか急にお腹なかが減った気がした。

「一つ、貰もらいますね」

　揚げたてのから揚げを指先で摘まむ。熱い。口に運ぶ。ぱりっとした衣の下からじゅわっと肉と脂の味が広がる。下味にした香草の風味も悪くない。

「うん、美お味いしいですよ、これ！」

「悪くはないわねぇ」

　アルリアナも心なしか自慢気に頷うなずいた。

「じゃあ残ったお肉も全部から揚げにしちゃいましょう」

「はぁい……はぁい？　え、これ、全部ぅ？　十人前はあるわよぅ」

「アルリアナさんが自分で持ってきたんじゃないですか」

「余ったら、あなたのごはんにすれば良いじゃないのぅ」

「あっれー、もしかして、アルリアナさん、わたしに気を遣ってくれてたんですか」

「な、なによぅ！　違うわよぅ！　いいわよぅ、全部から揚げにするわよぅ！」




　一方、その頃、セージは──

「うにゃあ……世の中、クソにゃあ、クソったれにゃあああああああああ！」

「……」

　死ぬほど面倒くさい酔っ払いに絡まれていた。

　セージが根城にしている冒険者の酒場『銀の杖つえ亭』である。一階が酒場兼食堂で二階から上が宿屋の典型的な冒険者の宿だ。

　丁度、昼食のラッシュが過ぎた空白のような時間。店にいるのは、店主である老魔女のカレン、カウンターに腰掛けたセージとネコミミをつけた女／『歩く銀行』ククリカ・テンセルだけだ。他の店員は休憩中である。

「どうして、こう、なった」

　黒い影のような男／セージは黒い覆面の奥で小さく呟つぶやく。

　昼の客が引いた酒場でセージがぼんやりとしていた。ククリカが現れ、カウンターに一ケイル銀貨を叩たたきつけるようにエールを注文し──そして、今に至る。

「ちょっと、聞いてるにゃ？　おいこら、セージにゃん」

「……聞いて、いる」

「噓うそにゃ！　じゃあ、にゃーが何の話をしてたか言ってみるにゃあ！」

　セージの隣に座ったククリカは、絶対に逃がさないとばかりにセージの首に腕を回していた。もう片方の手はがっちりと陶器のジョッキを握り、ぐびー、と、ぬるいエールを口の中に流し込む。

　げっふー、と、酒臭い息を吐いた。

　セージはジョッキをカウンターに置いたまま手をつけてもいない。

「偶然、会った。昔の仲間、に」

「そうにゃ！　仲良し五人組ＰＴパーテイにゃ！　にゃー以外の四人でくっついて引退したけどにゃはははははははははは…………はあ」

　テンションの上下が普段以上に激しい。笑ったかと思えば落ち込み、怒っているかと思えば泣きそうな顔をする。変わらないのは、目が完全に据わっていることだけだ。

「子供連れだったにゃー。子供が産まれてることは知ってたにゃーよ。っていうかそれが理由でＰＴパーテイ解散したようなもんにゃ。出産祝いも贈ったにゃー」

「大きくなる、子供が。良いこと、じゃ、ないか」

「にゃーが預金の数字を増やしている間に、あっちは幸せな未来を作ってると思うと死にたくなるにゃー。何でにゃーだけ一人ぼっちにゃ──にゃははははははは！」

「……」

「『ククリカはすげえよ。ＬＶレベル六になっちまうんだもん』

『昔から、クーちゃんは凄すごかったよねえ』

『この前は竜を捕まえたんだって？　本当に、おまえはおれたちの誇りだよ』

『うふふ、あなた、昔はくーちゃんのこと好きだったもんね』

『ば、バカ、昔の話だろ。言うなよ恥ずかしい』

　だってにゃー……にゃはは……言うのがおせぇにゃああああああ！　昔は好きだったじゃねえにゃ！　青春の甘酸っぱい思い出にしてんじゃねえにゃああああ！　でも悪気がねえのはわかってるにゃあ！　昔の仲間の活躍を純粋に喜んでくれてるのもわかるにゃあ！　冒険者時代のことは本当にただの思い出だってこともわかってるにゃ！」

　がんがんがん、と、ジョッキでカウンターを叩たたきながら怒鳴り散らす。かと思えば、突然に沈黙し、重苦しい溜ため息いきを吐く。

「世の中マジでくそったれにゃあ。へこむにゃあ。誰かに優しくして欲しいにゃあ」

「……探せ。結婚する、相手を」

「見つかんねえにゃ！　なまじＬＶ六とかになっちゃったから男が寄ってこねえにゃ！」

「いる、だろう。高ＬＶ、結婚している冒険者も」

「そういうのは大概、ＰＴの仲間と結婚しちまうにゃー……にゃああああああああああああああああああああああああ！　エールもう一杯ぃいいいいいい！」

「よくもまあ、エールなんかでそこまで酔えるねえ……」

　もはや何を言っても無駄だと諦あきらめたのだろう、店主／老魔女のカレンはジョッキに新しいエールを注ぐ。カウンターに新しいエールが置かれるや否いなや、ククリカはひったくるようにしてジョッキを摑つかみ、一気に飲む。

「あー、どっかにいねえぁかにゃあ。にゃーぐらいのＬＶで独身で、博ばく打ちや娼しよう婦ふに入れ込んだりしない堅実な男……」

「……」

「こんにちはーセージさんいますかー……あれ、ククリカさん」

「昼間から酒場で飲んだくれて、見苦しいわぁ」

『銀の杖つえ亭』のドアが開いて、二人の少女が姿を見せた。

　枯かれ葉は色の髪の少女／ティルムと、銀の髪をした秩ちつ序じよ神の神官／アルリアナだ。ティルムが手に大きなバスケットを持っている。

「助けて、くれ。してくれ、どうにか、こいつ、を」

「うにゃ？　何だか、良い匂いがするにゃー。美お味いしそうな匂いにゃー」

「あはは……から揚げをたくさん作ったので差し入れに」

　セージはちら、と、カウンターの中にいる老魔女を見た。老魔女は無言で頷うなずいた。

「もら、おう」

「うにゃー？」

　ククリカに肩を貸すようにしてセージが立ち上がる。ククリカの手はしっかりとジョッキを握っている。セージはそのままククリカを引っ張るようにしてテーブルに移動した。ティルムとアルリアナの二人もテーブルについた。バスケットを開け、十人前はあるだろう大量のから揚げが乗った大皿を置く。

「セージ、そっちのお嬢ちゃんたちに」

「……」

　ククリカを座らせたセージは一度引き返し、ティルムたちのエールもテーブルに運ぶ。

「あ、すみません。えっと、財布財布……」

「良いさ、あたしの奢おごりだ」

「あはは……あ、ありがとうございます」

「おバァカさん。エール一杯で面倒な酔っ払いを押し付けられたのよぅ」

　アルリアナが皮肉を言う。老魔女のカレンは、ふっと微笑ほほえみ、店の奥に消えた。

　期せずして、『銀の杖つえ亭』一階はティルムたちの貸し切りとなった。

「なんだかよくわからないけど飲みなおしにゃ。かんぱーい！」

「……」

「あはは。じゃあ、これはドラゴンタートル捕獲の打ち上げってことで乾杯！」

「かんぱぁい。昼真っから見苦しい負け犬さんを肴さかなに楽しみましょうかぁ」

「否定できねえにゃあ……今日のにゃーは負け犬にゃー…………猫なのに負け犬にゃあ」

　自分で言って、ククリカがげらげら笑う──よく見ると目が怖い。

　そして何だかよくわからないまま、なし崩しに飲み会が始まった。

　別に人数が増えたからではないだろう、ククリカが上機嫌でくだらない話を始める。

「ティルムにゃーん。アルリアナにゃーん。良い男がいたら紹介してくれにゃー」

「あ、あはは。わたし、そういうのはちょっと」

「十三歳の女の子に求めることじゃないわねぇ」

「……」

　ククリカから解放されたセージは心なしか安あん堵どしたようにから揚げをつまんだ。

「美う味まい」

「それ、アルリアナさんが作ったんですよ」

「マジかにゃ！　にゃーも一つ……あ、美う味まいにゃ」

「素直に褒ほめてるんじゃないわよぉ。きもちわるぅい」

「そこは素直に喜びましょうよ。本当に、アルリアナさんって素直じゃないですね」

「だからぁ、私を素直になれない不器用な女の子にするんじゃないわぁ！」

「一番、ククリカ・テンセル物まねするにゃ！」

　がたっ、とククリカがいきなり立ち上がった。

「わたしぃ、天才でぇ、神さまに愛され過ぎててぇ本当に困っちゃうわぁ」

「うわぁ、なぁにぃそれぇ、きもちわるぅい。バァカじゃないのぉ」

「おまえの真ま似ねにゃ」

「初めてよぅ、わたしをここまで怒らせたおバァカさん。泣くまで罵ば倒とうしてあげるぅ！」

　がたっ、とアルリアナも立ち上がる。

　テーブルを挟んで凄絶なる物まね罵倒合戦が始まった──

「……止め、ないの、か」

「楽しそうですし、じゃれ合ってるあいだは良いかなって」

　ティルムの瞳は優しい。

「最初はこのＰＴパーテイ、ダメだろうなーって思ってたんですけどね」

「……」

「そういえばセージさんはどうして『計画』に参加したんですか？」

「竜を、殺した。何をすれば、いいのか、わからなく、なった。だから、だ」

「今は、どうですか」

「悪く、ない」

　覆面の奥から黒い瞳がティルムを見た。

　セージが、指輪を収めるような、品の良い小箱を取り出す──

「おれの気持ち、だ。いつか、渡そうと、思って、いた」

「え！　で、でも、知り合ったばかりですし、そんなのいただけません……何ですこれ？」

　──小箱の中には、何か黒っぽい、石のようなものが入っていた。

「胃に、よく、効く。ドドルメガギスの肝を、乾かした、もの、だ。おまえには、世話に、なって、いる。遠慮せず、に、受け取ってくれ」

「あ、あはは…………ありがとうございます」

　ティルムはこれ以上ないってぐらいの苦笑いを浮かべてセージの贈り物を受け取った。




「きええああああああふげらっぽっよぱああああああああああ！」

「ひっ、ま、また、商人が変な顔で変な声を上げてのたうちまわり始めたわぁ！」





第四章「むしろ、ダンジョンに出会いを求めるのは正しい」










　ある日の夕刻、いつの間にかＰＴパーテイの集合場所／たまり場になっていた『銀の杖つえ亭』にて。

「『計画』の管理側から泣きが入りました。どうもドラゴンタートルの世話が思った以上に大変みたいです。しばらくは、送るなら手間のかからない魔物にしてくれと」

　枯かれ葉は色の髪をした新米騎士ティルムが告げた。秩ちつ序じよ神の幼き神官アルリアナは、くすくすと、『計画』の杜ず撰さんさ／そもそもの無む茶ちやを馬鹿にしたような笑いを漏らす。

「だっさぁい」

「っていうか手のかからない魔物って言われても困るにゃあ」

　ネコミミ飾りを頭にのせた冒険商人ククリカ（二十歳・独身）が肩をすくめる。

「……」

　そしてＰＴの四人目、黒一色で構成された影のような男／セージは何も言わない。

　夕刻の『銀の杖亭』は迷宮から引き上げた冒険者たちで賑にぎわっていた。成果があったＰＴは派手に、いまいちだったＰＴは控え目に、仕事を終えたことを喜びぬるいエールで乾杯している。残念ながら、いまいちだったＰＴの方が多い──いつものように。

　揃そろいのエプロンをつけた酒場のウェイトレスたちが忙しそうにエールを運んでいる。

　乾杯が終わればそのまま、夕食だ。

　冒険者たちは二ケイルの『駆け出しセット（具沢山シチューと超特大黒パン）』から百ケイルもする『ドラゴンセット（塊かたまり肉の岩塩焼き）』まで懐ふところ具合に応じてめしを食い、ぬるいエールを飲んで、大声で笑いあう。

　セージたちのテーブルにも、ウェイトレスが料理を運んできた。

「おまたせしましたー。日替わり定食四人前でーす。今日のメインは、沼ぬま魚ざかなのステーキ迷宮山や羊ぎのチーズ乗せだよ。特製ハーブ塩を振って食べてね」

　髪を短く切り揃えた快活な少女。新人ながら引き締まった腰とは裏腹にばいんと張り出した乳と尻の力で瞬またたく間に『銀の杖亭』の看板娘となった『盆ぼんの制裁』ホーリア。

　その乳と尻に惹ひかれて手を伸ばそうものなら容よう赦しやなく盆を振り下ろす──しかも縦に──ことから『盆の制裁』と名付けられた。

「ふーん、お客さんがセージ？　ＬＶレベル七の冒険者って聞いたけど、それっぽいオーラがないね。むしろ影が薄い感じだね？」

　四人分の定食を軽やかに運んだ彼女は、何を思ったか、夜道で会えば変質者か幽霊に間違われること確実の覆面で顔を隠した上から下まで真っ黒な男／セージに声をかけた。

　セージの強さはむしろその影の薄さにあることをわかっていないのは素人故だろう。

　当然のようにセージは無言だった。

「……」

「あはは。無口な人なんです。悪気はないんですよ」

「人見知りなのよねぇ。良い大人がかっこわるぅい。情けなぁい」

「にゃはは」

　ティルムがフォローし、アルリアナが罵ば倒とうし、ククリカが笑って流す。

　見事な乳と尻を持つウェイトレス／ホーリアは首を傾かしげ──えいや、と、セージの覆面に手を伸ばした。しかし彼女の手が届くことはなく空を切る。否いな、それどころかセージの姿がない。消えている。どこにもいない。

　ホーリアが目を丸くする。

「うっそ、何で？　どうなってるの？」

「どうなってるのじゃないですよ！　なにしてるんですか突然！」

「どんな顔してるのかなーって。気にならない？」

「……全く気にならないってことはないですけど」

「だよねー。ところでさ、誰が、ＬＶレベル七の彼女なの？」

「……へ？」

「……はぁ？」

「……にゃー？」

　揃そろって不思議そうな顔をする女性陣。ホーリアも不思議そうな顔をする。

「違うの？　じゃあＰＴパーテイの外に恋人がいるタイプ？　ＬＶ七だしフリーじゃないよね」

「えっと……どう、なんでしょう。多分、そういう相手はいないと思うんですけど」

「てことは、あたしにも玉たまの輿こしのチャンスあり？」

「ええええええええっ！」

　ティルムが驚きのあまり大声を出した。そして、それ以上に大きな怒鳴り声がした。

「ホーリア！　忙しいときに遊んでるんじゃないよ！　さっさと戻って来な！」

「はーい。カレンお婆ばあちゃん」

『銀の杖つえ亭』店主の老魔女／カレンに怒鳴られ、ホーリアは軽く手を振り席を離れた。

「まったく、あんたって子は、客と遊ぶなら空いた時間にやりな」

「良い男は早いもの勝ちだもん。冒険者は冒険者同士でさっとくっついちゃうし、がんがん行かないとね。良い男捕まえて、お店をもっと大きくして、お婆ちゃんを楽させてあげるよ！」

「馬鹿！　孫に心配されるほど弱っちゃいないよ」

　ホーリアが去ると、何もない場所から浮かび上がるようにセージが姿を現した。

「……あの女は、なんだった、んだ」

「……あはは。た、食べましょうか、冷めちゃう前に」

「ふふっ、ちょっと面白かったわぁ」

「にゃはは……あの無鉄砲な若さが、ちょっと羨ましいにゃー」

　沼ぬま魚ざかなはその泥にまみれた／外見的な醜さと反比例するように美しく白い身をしている。味も同じく白い。淡白で繊細で上品な味だ。反面、蛙かえる肉と同じでこくや油気に欠ける。

　ローゼリアではきのこの出だ汁しやチーズ、香草といった、旨うまみあるいはくせのある食材と調理されることが多い。そういう意味では、今日の日替わり定食のメインである『沼魚のステーキ迷宮山や羊ぎのチーズ乗せ』はローゼリアらしい一品だ。

　淡白な沼魚にとろーりとこくのあるチーズを絡めて、あるいは交互に口に運ぶ。ハーブ塩をかけた沼魚もまたシンプルに美う味まい。

「『銀の杖つえ亭』はお料理も美お味いしいですよねえ」

　多少の雑談を交えながら、食事は進む。

　食後にはぬるいエールを飲んで喉のどを潤うるおす。

　唐突に、セージが、言った

「『先生』は、どう、だ」

「誰です？」

「『先生』って、あの『先生』にゃ？」

「だから誰なのよぅ」

「地下四階の魔物にゃーよ。正式には『亡霊淑女レデイ・フアントム』と呼ばれるアンデッドにゃ。中堅手前ぐらいの冒険者が経験を積むのにうってつけだから『先生』と呼ばれてるにゃ」

「少し、気になって、いた、ことが、ある。ティルム、と、アルリアナ、だ」

　名前を呼ばれたティルムとアルリアナが揃そろって不思議そうに小首を傾かしげた。

　枯かれ葉は色の、銀色の、二人の髪が僅わずかに揺れる。

「経験の不足、が、才能の、足を、引っ張る。深く、潜もぐれば」

「……えっと、それはどういう？」

「ふぅん、つまりぃ、わたしたちが足手まといって言いたいのかしらぁ」

「にゃーは、セージにゃんの言うこと、ちょっとわかるにゃ。二人ともレベルは高いけど実戦経験は少ない。それが土壇場で足を引っ張るかもしれない……ってことにゃ？」

「そう、だ」

「あはは、心配されてたんですか。でも、確かに、そうかもしれませんね」

「そうねぇ。目の前に炎の塊かたまりが迫ってるのに足を滑らせるようなお間抜けさんもいるものねぇ。わたしのことだけどぅ」

「にゃはは。まだ気にしてたにゃーね。専業の神官や魔法使いが死にやすいのは仕方ねーにゃ。ＰＴパーテイでフォローするのが大切……あ、こっちの方が問題かもしれないにゃ」

「あー、わたしたちＰＴパーテイとしては雑、かもですね。連携とか意識したことありませんし」

「だってぇ、戦闘になれば、ＬＶレベル七が一人で全部どうにかするじゃないのぉ」

「だからこそにゃ。今はＬＶ的にもにゃーたちが優位だから良いにゃ。もっと深く潜もぐるようになったときが問題にゃ。うっかりで死ぬ前にＰＴとしての経験を積むべきだと思うにゃ……っていうか、セージにゃん、本当はそこまで言いたかったにゃ？」

「そう、だ。言いたかった、それを。伝わらなくて、困った、が」

「凄すごい……セージさんがＰＴのことを考えて、自分から発言してくれるなんて。わたし、なんだか、とても、感動してます。ちょっと涙が出そうですよ！」

「……」

「やめるにゃティルムにゃん。褒ほめられすぎてセージにゃんが消えそうにゃ」

「友情ごっこ、きもちわるぅい。とにかく、その『先生』を捕獲するついでに、先に備えて鍛えておくってことでいいのよねぇ。理解は出来るから反対はしないわぁ」

「ただ、そうなると困ったにゃあ。アルリアナにゃんが言うように、うちのＰＴはセージにゃんが一人だけぶち抜けてるからにゃあ」

「ククリカだってＬＶ六じゃないの」

「ＬＶ六は人間の範はん疇ちゆう。ＬＶ七は人間の外側にゃ」

「絶技、ですね」

「装備の差もでけーにゃ。そのつなぎも覆面も腰の短剣も全部ドラゴン製にゃ……冷静に考えたら、セージにゃんって国が買えるレベルの装備つけて冒険者してるのかにゃ」

「鱗うろこと革、牙と、骨、だ、ドラゴンの。おれが狩った。だから、おれが使う」

　ティルムが困ったような微笑ほほえみを浮かべ、枯かれ葉は色の髪を揺らして首を傾かしげる。

「セージさんが強すぎるから、ＰＴを組んでいるとわたしたちの経験にならない？」

「すまん、な、おれが、強すぎて」

「さすがＬＶ七ねぇ。冗談にもセンスがあるわぁ」

「あはは……一応、本気で謝ってるんだと思いますよ？」

「いっそ、セージにゃん抜き。にゃーたちだけで迷宮に潜もぐるのも手にゃ？」

「除のけ者ものにするみたいでちょっとそれは……」

「悪くは、ない、考えだ」

「元々、このＰＴは『計画』のための寄せ集めにゃ。上と下でＬＶが三も違うからには普通のＰＴと同じように考えちゃだめにゃーよ。それに、見方を変えれば──」

　にゃは、と、ククリカは緑色の瞳に悪戯いたずらっぽい輝きを灯ともす。

「セージにゃんをにゃーたちが全力サポートって形にゃ。にゃーたちがセージにゃんに尽くす側にゃ。セージにゃんハーレムにゃ。にゃははははは」

「ふふっ、良かったわねぇセージ、選り取りみどりよぅ」

「あはは。ハーレムですか。セージさん一日で嫌になって逃げ出しそうですけど」

　アルリアナとティルムの二人が同じように／からかうように笑った

　うろたえたセージが顔の前で手を振る。

「誤解、だ」

「わかってますよ。ククリカさんの冗談ぐらい」

「うし、決まりにゃ。今回はあえてセージにゃん抜き！　三人で迷宮に潜もぐって、地下四階で『先生』に会いに行くにゃ！　ついでに、捕獲できそうなら捕獲するにゃ」




　セージを除いたティルムたち三人は、迷宮地下四階を訪れていた。

　通称を『新人教室』──あくまで自然の洞どう窟くつに似て雑然としていた地下三階までと違い、地下四階は明らかに何者かによって手を加えられている。

　上から見れば巨大な網のように見えるだろう。直線の通路が交差し、整然と、多くの小部屋が並んでいる。その様はさながら広大な地下墓地だ。

　舗装こそないが地面もならされておりククリカのようなカートを引いている冒険商人にとってもありがたい。

　出現する魔物は主に『動く死体ゾンビ』と『動く骸骨スケルトン』だ。どちらも最下級のアンデッドである。小部屋から現れ、生物／人間の柔らかい肉と温かい血を求めて通路を彷徨さまよう。

　今もまた、五体ほどの彷徨うゾンビが、獲物を見つけた──

「──はああああ！」

　斬、と、ＰＴパーテイの先頭に立つティルムが、ゾンビを切り裂いた。

　残りのゾンビは四体。

　アルリアナが胸に下げた秩ちつ序じよ神の聖印に触れ、祈りを捧ささげる／神聖魔法を唱える。

「──生と死の境界を穢けがすべからず、聖なる輝きよ正しき理ことわりを照らせ──『聖光ホーリーライト』！」

　生者にはただの眩まぶしい光だが、死者にとっては穢れた身を焼く浄化の光。

　所詮は、第一層に出現する下級アンデッド、ＬＶレベル五の神官であるアルリアナの神聖魔法により容易たやすく浄化される／浄化の光によって塵ちりに変わる。

　後には、一握りの灰だけが残り、戦闘は終了した。

「にゃー。やっぱりゾンビ程度じゃ何の経験にもならないにゃー」

　ククリカは結局撃うたなかった魔銃をホルスターに戻して肩をすくめた。

「そうですね……うわあ、剣がべたべただ。鎧よろいもゾンビの汁が散って臭いです」

　ティルムが顔をしかめ、ボロ布でゾンビ汁をざっと拭う。因ちなみにこのボロ布、最終的には焚たき火びにくべて燃料にする。

　いくつの小部屋を通り過ぎただろう。ククリカが、とある小部屋の前で足を止めた。

「ここにゃ」

「『先生』……『亡霊淑女レデイ・フアントム』、一体、どんな魔物なんでしょうかね」

「気をつけなさいよぅ」

　前衛／戦士のティルムが一度、大きく息を吸い込み、小部屋のドアを開けた。

　そこには──

「冒険者ギルドです！　迷宮合コンの参加者はこちらで受付をすませてください！　また受付には冒険者カードの提示が必要です！　冒険者ギルドです！」

　声を張り上げるギルドの職員と、小部屋──ちょっとした酒場ほどもある広間に大勢の冒険者が集まっていた。

　酒場を連想させるのは広さだけではない。迷宮の中だというのに小部屋／迷宮合コンの会場には多くのテーブルが並べられ、軽食と飲み物が用意され、壁には灯あかりと一緒に花まで飾られている。

「……迷宮…………合コン？」

「…………なぁにぃ、これぇ？」

　きょとんと、首を傾かしげるティルムとアルリアナ。ククリカはカートをがらがらと引きながら、声を張り上げるギルド職員／迷宮合コン受付の方へと向かう。

「何してるにゃ二人ともー、さっさと受付すませるにゃーよー」

「……え、えー？」

「……ふぅん」

　困惑するティルム。何かを察したのかにやりと邪悪に微笑ほほえむアルリアナ。三人は受付をすませ（ククリカはカートも預け）て参加者バッジを受け取る。

「あの、ククリカさん？　さすがにそろそろ説明が欲しいんですけど」

「『迷宮内合同冒険者交流会』、にゃ」

　商人特有の、張り付いた微笑みを浮かべて、ククリカは言った。

「主催は冒険者ギルド。趣旨は『現在ＰＴパーテイを結成していない、何らかの理由でＰＴを解散した冒険者にＰＴ結成の機会を与えること』にゃ。通称が迷宮合コンにゃーよ」

「コンがどこから来たのかだけ気になるわぁ」

「あはは……なんで迷宮でそんなことを？」

「地下四階まで辿たどり着つけること自体が、ある程度の実力の保証になるにゃ？　実際、これに参加してるのはＬＶレベル三の中堅冒険者が八割にゃ」

「ふぅん。確かに、そこそこ使えそうな冒険者ばっかりねぇ」

「気の合う相手が見つかったら、その足で臨時ＰＴを組んで一狩り、問題なければ後日正式にＰＴをって感じでお試し出来るのも強みにゃ。実際、好評らしいにゃーよ」

「迷宮合コンについてはわかりましたけど、どうしてわたしたちが参加を？」

「こっから繫つながるもう一つ奥の小部屋に『先生』がいるにゃ『先生』は大人気の魔物だから、ギルドが管理してるにゃ。予約制で時間制にゃ」

「ちょっと話が見えて来た気がします」

「この迷宮合コンでＰＴパーテイを結成すると、『先生』部屋の優先権がもらえるにゃ」

「何やってるんですか冒険者ギルド！」

「いやこれ本気で評判が良いにゃよ。『冒険者を締め付けるばっかりのギルドが珍しく冒険者のことを考えてる』って」

「ふふっ、冒険者も大変ねえ」

「狙うは前衛後衛ペアの冒険者にゃ。ちょっとぐらいＬＶレベルが低くても、ちゃんと場数を踏んでいる冒険者の動きは絶対に二人の参考になるにゃ」

「そうねぇ、いくら私が秩ちつ序じよ神に愛された天才神官でもぉ、経験不足だけはどうしようもないものねぇ。それを自覚しているから、ここにいるわけですものぉ」

「うちのセージにゃんみたいな人外魔境は規格外すぎて参考に出来ないからにゃー」

「でも……相手にちょっと迷惑じゃないですか？　仲間を探しに来てるのに」

「迷宮合コンでハズレ摑つかむなんてよくあることにゃ。運が悪かったと諦あきらめて貰もらうにゃ」

「……良いのかなあ」

「ふふっ、一瞬でも、良い夢を見せてあげましょうよぅ」

「そうにゃ、割り切るのは大事にゃ。顔とか背の高さはどうでも良いにゃ。人生のパートナーに大切なのは冒険者として結果を出せる甲か斐い性しようと、稼いだ金を娼しよう婦ふや博ばく打ちに入れ込んだりしない堅実さにゃ！」

「それはあなたが結婚相手に求めてる条件でしょう」

　アルリアナが馬鹿にしたように笑う。ククリカはにゃっ、と唾つばを吐く仕草で応えた。

「迷宮に出会いを求めて何が悪いにゃ。冒険者の六割はＰＴの仲間と結婚してるにゃ！」

「目が完全に本気ですね」

「私たちにも、協力しろっていうのかしらぁ？」

「そんなことないにゃー。あくまで、偶然、偶然にゃ。たまたま選んだ臨時ＰＴの仲間が、にゃーの好みにずっぽりだった、そういう偶然を期待してるだけにゃー」

「……でも、どうせ選ぶなら、誠実そうな人が良いのも確かなんですよねえ」

「さすが商人、と、言うべきかしらねぇ。見事にはめられたわぁ」

「にゃーはははは。ＬＶが高すぎて男が寄って来ないなら、別のえさを用意するにゃ」

「知ってるぅ、こういうの『老ろう獪かい』って言うのよねぇ。つまり、と・し・の・こ・う」

「にゃ、にゃーはまだ二十歳にゃ。嫁いき遅おくれてないにゃ。ギリギリセーフのはずにゃ」

「あはは……あのー、すみません、もう少し静かに、注目されちゃってるんで」

　ティルムの言うとおりだった。声の大きさ、というよりは、ＬＶ六であるククリカの名声／特徴的なネコミミのために合コンが始まる前から注目を集めている。

「あのネコミミ、『歩く銀行』だな」

「ＬＶレベル六が合コン？　ＬＶが釣り合わないじゃんか」

「『歩く銀行』と一緒にいる女の子たちは何なんだ？」

「おれ、駄目元で声をかけてみようかな」

「でも、『歩く銀行』よね？　あの金の亡者が普通に合コンに来るの？」

　ＬＶ六／一流の先にいる冒険者への好奇心と、畏い怖ふにも似た警戒心だ。この空気で、臨時ＰＴパーテイならともかく、結婚相手候補を探すのは困難であろう。

「ま、まだにゃ。まだ、諦あきらめるのは早いにゃ」

「ねぇねぇ、どんな気分ぅ？　始まる前から負け犬になったのってどんな気分ぅ？」

「あはは……そ、ろそろ、合コンが始まるみたいですよ」

　丁度、そのとき、部屋の奥に設置された壇上にギルド職員が登った。

「それでは、これより、冒険者ギルド主催『迷宮内合同冒険者交流会』を始めます」

　いっそ清すが々すがしいほどに事務的な声が、魔法の拡声器によって合コン会場に響く。

　間髪入れず冒険者たちの歓声が上がった。

　しかしあくまで壇上のギルド職員／普段は出張所の受付をしている黒髪の少女──『ドール』は淡々と、事務的に進行する。

「多くの冒険者が新しいパートナーを見つけるのはギルドにとっても喜ばしいことです。今回もまた、そうなることを、ギルドは願っています。注意事項を説明します──」

　無理強いはしない。喧けん嘩かをしない。何かあったら職員に報告を、と、常識的な注意事項が並べられる。そしてドールは開会の挨拶の終わりに言った。

「今回は、特別なゲストをお招きしています。どうぞ──」

　合図に従い、一人の男が、壇上に現れる。

　黒い男だった。

　上から下まで黒い。顔を隠す覆面もまた黒い。その奥に覗のぞく瞳すらも黒い。

　影を人の形に仕立て上げたようだ。

「単ソ独ロでのドラゴン殺しを成し遂げたＬＶ七、『絶影』セージ・トーラストさんです」

「……」

　おおおおおお、と、感心、感嘆、そして戸惑いの声が上がった。

「あれがＬＶ七か、初めて見たよ。しかも、ドラゴン殺しだってよ」

「つうかセージ・トーラストって本当にいたんだな」

「ドラゴンの首を狩ったって本当？」

　壇上のＬＶ七は全ての声が聞こえていないように沈黙を保ち静かに佇たたずむ。

　それもまた、セージを知らない者の目には、強者の証あかしとして映るのだろう。

「……あれ、多分、緊張で頭の中が真っ白になってますよね」

　現実はティルムの呟つぶやきの通りである。

「それでは、皆さん、まずはご自由にご歓談下さい」

　ギルド職員／ドールがぺこりと頭を下げて挨拶を終えた。迷宮合コンが始まった。

　当然のように、まず、冒険者が殺到したのは伝説に限りなく近い男／『首狩り屋』セージのところであった。冒険者たちは、話を、握手を、助言を求めて声をかける。

　そして、セージは──

「き、消えた！」

　ざわめきが合コン会場に広がり冒険者たちがセージの姿を探す。だが、セージの絶技をただの冒険者が破れるはずもない。やがてセージは再び、姿を現した。

「断り、きれなかった。頼まれて。助けて、くれ……」

「あはは。まあ、そんなことだろうなって、思いました」

「本当に、あなたって、魔物が絡まないとだめねぇ」

「にゃー……変なところで会うにゃあ」

　案の定、顔見知り／仲間のところにセージは逃げて来た。慰めるようにティルムがセージの背中を撫なでている。当然だが、会場にいる冒険者たちはその光景を見ていた。

「なるほどね。『歩く銀行』がいたのは、ゲストのことを知ってたからか」

「まあＬＶレベル六とＬＶ七なら釣り合いも取れてる……のかしら？」

「じゃあ、あの女の子たちも？」

「案外、凄すご腕うでなんじゃねえかなあ」

「ひええ、声をかけなくて良かったよ。恥をかくところだった」

　そしてククリカは、今回の合コンの完全なる失敗を悟った。

　今更、臨時ＰＴパーテイに誘っても、何かの冗談だと思われるのがせいぜいだろう。

「どうしましょうククリカさん」

「任せるにゃー。ピンチをチャンスに変えてやるにゃー」

　がしり、ククリカは絶対に逃がさんとばかりにセージの腕を摑つかんだ。

「ＬＶ七はこっちにゃー！　握手は一回一ケイル、サインも一枚一ケイルにゃー！」

「小銭稼ぎを初めてどうするんですか！」

　かくて、合コン会場はＬＶ七との交流会とでも呼ぶべき別のものになった。

　ＰＴ結成率は普段よりちょいと落ちたが、冒険者の満足度は高かったそうである。




　合コン会場となった小部屋／広間の奥には、もう一つ、小部屋が続いている。

　こちらは正真正銘の小部屋である。一ＰＴとゾンビの一群が戦闘を行うには丁度良い大きさ、だろうか。しかし、その部屋にゾンビはいない。

　むしろ、迷宮には似合わない、静せい謐ひつな空気すら感じられる。

　セージたちは迷宮合コンを抜け出し、そこにいた。

「なかなか儲もうかったにゃ！　でも結局、臨時ＰＴパーテイは組めなかったにゃ！」

「あはは。声をかけたら、物凄すごく恐縮されちゃいましたね……」

「仕方ねえからにゃーが指示を出すにゃ。ぶっつけ本番だけど何とかなるにゃ」

「懐なつかしい、な。今日も、元気に、狩られているだろうか、『先生』は」

「あ……もしかして『先生』がいるから地下四階は『新人教室』なんですか？」

「魔物に『先生』ってのも、凄いネーミングセンスよねぇ。洒落しやれが効いてるわぁ」

「平均ＬＶレベル三ぐらいのＰＴが第二層の前に経験を積むにはうってつけだからにゃあ」

「『先生』──『亡霊淑女レデイ・フアントム』は地下四階の特定の小部屋にだけ現れる魔物だ」

　覆面の奥の瞳を刃やいばのように鋭く尖とがらせてセージが言う。

「『幽霊ゴースト』タイプのアンデッドだ。半実体の体は武器を通さず、逆にこちらの防具を貫通してくる。魔法に対する抵抗力も極めて強く、大半の魔法は弾はじいてしまう」

「それ無敵って言いません？」

「対策が出来ていれば怖い魔物ではない。一撃のダメージは低く、特殊な行動もしない。ＰＴ内での連携がきちんと出来れていればＬＶ三で充分に勝てる」

「まさに、ＰＴの試金石ってことねぇ」

「おれは手を出さない。戦士と神官、魔銃使い。ＬＶも技能も充分なはずだ」

「『先生』は素材も美お味いしいにゃー。霊銀っていう貴重な素材を必ず落とすにゃー。一個五百ケイルでギルドが引き取ってくれるから超美う味まいにゃー」

「戦闘一回で、わたしの月給の四分の一が貰もらえちゃうわけですか……」

「冒険者同士で取り合いにもなるはずよねぇ」

「来た──ぞ」

　セージが告げ、後ろに跳んだ。壁際／ドアの傍そばに控える。

　小部屋の奥、特定の位置に、突如として霧が出る。死の臭い／アンデッドモンスター特有の嫌な臭いが漂ただよう。霧は二、三度、揺れて、人間／女性の形を取った。

「アァァァァァァァァ──」

『亡霊淑女レデイ・フアントム』が何かを訴えるようにむせび泣く。

　霧／半実体で半透明な肉体。

　全身は白というより灰色に近くドレスのようなものを纏まとっている。灰色の顔立ちは『淑女』の名に相応ふさわしく気品を感じさせる。だがその瞳だけが赤い。血のように赤い瞳から、血のように赤い涙を滂ぼう沱だと流している。

　なまじ、顔立ちが美しいだけに、強い歪ゆがみ／内包する怨うらみを、感じさせる。

「亡霊……確かに、アンデッドねぇ。負の魔力の、嫌な臭いがするわぁ」

　対アンデッドの専門家でもある神官／アルリアナが、眉根を寄せてそう呟つぶやいた。

　ごくり、と、ティルムが息を吞のむ。

　ククリカが魔銃を抜いた。同時に、レディ・ファントムが冒険者たちに気付いた。

「戦闘開始──にゃ！」




　最初に、ティルムが動いた。

「前に出ます！」

　盾たてを前に突き出した守備重視の構えで前線に出る。

「敵は剣も魔法もほとんど通用しない。長期戦が前提よねぇ。それなら──」

　続いて、アルリアナが祈りを捧ささげる／神聖魔法を唱える。使用魔法は《聖別》、一人を対象に、一時的に、聖なる加護を与える効果を持つ。

「アァァァァァァァァ──」

　レディ・ファントムが、『冷たい手』を目の前のティルムに振り下ろした。

　非実体の体から繰り出される攻撃は、盾や鎧よろいの物質的な防御を貫通する、が。

　ティルムは《聖別》が施された盾を用いて危なげなく、攻撃を受け流した。

「ナイスにゃ！」

　すかさず、ククリカが魔銃の引き金を絞り魔力の銃弾を叩たたき込こむ。空いた左手の指には治ち癒ゆ弾をはじめとする特殊弾を、いつでも装そう塡てんできるように挟んでいる。

「でも、今回はティルムにゃんがメインの攻撃役だからもっと殴ってくれにゃ！」

「はい！」

「アルリアナにゃんは魔法の無駄うちと前衛の状況に注意するにゃ！」

「わかってるわぁ」

「戦闘は仕事の一つ。余力が残らないのは悪い戦闘。迷宮から帰るまでが冒険にゃ！」




「ァァァァァ……」

　十何度目かのティルムの攻撃。断末魔の叫びと呼ぶには弱々しい呻うめき声ごえだけを残し、レディ・ファントムの体が霧む散さんする。からん、と、小さな霊銀の塊かたまりが小部屋に落ちる。

「か、勝った……」

「ら、楽勝、だったわねぇ」

　ティルムが安あん堵どの息を漏らし肩の力を抜く口では強がっているアルリアナも顔色が悪い。肉体的疲労よりは実戦のもたらす精神的疲労が強いようだ。事実、経験が豊富なククリカは二人ほどの疲労は見せていない。

「二人ともナイスにゃー。実質初めての実戦であれだけ動けたら充分にゃ」

「あはは。ありがとうございます」

「当然よぅ。でもちょっと休ませて欲しいわぁ」

　ティルムたちは、完全に、一仕事終えた気分で油断していた。

　その時、再び、霧が現れる。死の臭いが漂ただよい、霧がレディ・ファントムの形を作る。

「アァァァァァァァァ──」

　灰色の霧の体、血の涙を流す赤い瞳、泣なき喚わめくような叫び──美しい顔立ち。

　寸分違わぬレディ・ファントムが再び現れた。

「うえっ！」

「はっ？」

「今回は復活が早かったにゃあ。二人とも不意打ちを受けたくなければ構えるにゃ」

「れ、連戦なんですか！」

「戦闘の空気になれるまで、時間いっぱいギリギリまでやるにゃあ」

「……」

　素材が美お味いしいからだろうな、と、セージは思ったが口にはしなかった。

　そのまま、六連戦。

「さ、さすがに、きついです。まだ、続けるん、ですかこれ」

「うえっ、は、吐きそうだわぁ。胃が、気持ち悪ぅい。実戦って、疲れるのねぇ……」

「時間的にこれが最後だと思うにゃあ。二人ともゆっくり休むにゃ」

　その言葉を聴くと同時に、ティルムはぐでっと座り込んだ。アルリアナも同様にぺたんと腰を下ろす。

「……水、だ」

　セージが二人に、水筒を差し出した。ティルムたちは水筒を受け取るや、一気に、喉のどを鳴らして水を飲み干す。

「うう、生き返りましたぁ」

「助かるわぁ……」

「にゃはは。アルリアナにゃん、皮肉を言う元気もねーのにゃ」

「うっさいわよぅ」

　セージは彼女たちのやり取りを余よ所そに、覆面の奥の黒い瞳でレディ・ファントムが出現するあたりを見詰めていた。

「どうやって、捕まえる。体が、ない、あれ、を」

「…………ああ！　そう言えば、レディ・ファントムの捕獲も考えるんでしたね！」

「不思議だった。前から、おれはだが……アンデッドは、どうして、アンデッドなんだ」

「ティルムぅ、通訳してぇ」

「ええと、『どうして、アンデッドが生まれるのかわからない』ってことですかね」

「それ、だ」

「んなこと考えたこともねーにゃ。生前に恨みを抱いた魂が『幽霊ゴースト』になり、呪われた肉体が『動く死体ゾンビ』になるってのは聞いたことあるにゃ」

「でも、それだと、迷宮のゾンビはどこから来てるのかって話になりません？」

「……言われてみればそうにゃ。迷宮のゾンビってどこから来てるにゃ？」

　なんとなく、一同の視線が専門家／神官のアルリアナに向いた。

　アルリアナは嘆息し、銀色の髪をかき上げ肩をすくめた。

「アンデッドは野菜なのよぅ」

「おかしく、なったか、哀れだ」

「セージさん言い過ぎです。ただちょっと、アルリアナさんは疲れてるだけですよ」

「いや、今のはセージにゃんに言われても仕方ねーにゃ。野菜って何にゃ」

「喩たとえに決まってるじゃないの、おバァカさぁん」

　皮肉を言い、アルリアナは一つ咳せき払ばらいをすると立ち上がった。

「生前に強い恨みを抱いていた魂がゴーストになる。邪悪な呪いでゾンビになることもある。けれど、一番多いのは自然発生する、ただの、アンデッドよぅ」

「アンデッドが自然に生まれるってどういう？」

「莫ばく大だいな血が流れた土地、多くの断末魔が響いた土地、そういった土地が浄化されないまま放置されていると『負の魔力』が蓄積されて『穢けがれた聖域』と化すわ。負の魔力はアンデッドの命そのもの。穢れた聖域に充満する負の魔力はやがて土中で結晶化しアンデッド──大抵はゾンビのような低級アンデッドを産み出す。そういう理屈よぅ」

「野菜か、それで」

「野菜みたいでしょう？　だから、納得したなら私に謝りなさいおバァカさん」

「すまん」

「ごめんなさい」

「ごめんにゃさいにゃー」

「よろしい」

　心なしか勝ち誇るようにアルリアナが腕を組む。

「『先生』は、きっとゴーストの亜種……だと思うのだけれどぉ。ちょっと変なのよぅ」

「姿、か。他の、ゴーストはもっと、輪郭が、ぼやけて、いる」

「それなのよねぇ。負の魔力が大気と混ざり合って発生する低級アンデッド──ゴーストはギリギリ人間っぽく見えるだけでもっとぼやーっとしているはずなのよぅ」

「『先生』は顔も形もくっきりしてますよね。結構、美人ですし。『亡霊淑女レデイ・フアントム』って名付けられてのも納得です」

「強い恨みがあるから、いつまでも形を保ってるとかにゃ？」

「おバァカさん。そういうのは、普通の、自然発生したアンデッドには関係ないわ。関係あるのは人の魂が変質したトゥルー・アンデッド。確かに『生前の姿を保ったまま、特定の場所に現れる』のはトゥルー・アンデッドの特徴だけれどぉ」

「幽霊が出る家、みたいな感じですか」

「でも、もう数え切れないほど冒険者に倒された魔物でしょう？　どれだけ強い恨みがあっても魂が磨ま耗もうして消滅するわ。そもそも迷宮が発見されて何百年も経たってるのよぅ」

「『先生』が自然発生したアンデッドならあんなにしっかりと人間の形をしているのは変。逆に、魂が変質したトゥルーアンデッドなら、とっくに消滅してるはずだからやっぱり変……ですね」

「そういうことねぇ」

「魂は、しないのか、回復を、肉体のように」

「出来ない。いつか、私が、まがい物の蘇そ生せい術って言ったことを覚えてるぅ？」

「肉体の状況で成功率が変わるのは本物の蘇生ではない……でしたよね」

「あれはねぇ『肉体を離れた魂に呼びかける』だけの術なのよぅ。魂に呼びかける場──聖域を作るのにＬＶレベル五以上の神官が必要だけれど、実際に、呼びかけるだけならＬＶ一の神官でも出来るわぁ」

「にゃーるほど。だから安いわけにゃ」

「呼びかけるだけだから、肉体が損壊していたら魂が戻り損ねて失敗するし、魂が遠く離れすぎていたら呼びかけが届かなくて失敗する。だから、所詮は、まがい物」

「魂は存在する。けれど干渉は出来ない。呼びかけるので精一杯、ですか」

「そういうことよぅ。磨耗した魂を再生する。なんて、それこそ本物の神にのみ許された奇跡でしかありえな…………………………………………え？」

　何か、恐ろしい可能性に、辿たどり着ついてしまったかのようにアルリアナが凍り付いた。凄すさまじい目でレディ・ファントムが現れた、小部屋の奥を睨にらむ。

　セージが言った。

「説明が、ついた、な」

「レディ・ファントムは『魂の再生』を繰り返すトゥルーアンデッドである……もし、本当にそうなら、秩ちつ序じよ神の神官として、見逃せないわよねぇ」

　アルリアナが僅わずかに目を細めた。

「迷宮に縛り付けられた魂を、神の御み許もとに送ってやるわぁ」

「……『先生』を捕まえる方法を考えないといけませんね」

「少し、私に考えがあるわぁ」

　アルリアナの言葉に反応したわけでもないだろうが、ＰＴパーテイの背後でドアが開いた。

「冒険者ギルドです。交代の時間です。速やかに退室を願います」

　清すが々すがしいほどに機械的で無機質な声で黒髪の少女／ギルド職員ドールが告げる。

「速やかに、討とう伐ばつ後の、退室を願います」

「はい、わかりまし……討とう伐ばつ？」

「アァァァァァァァァ──」

「うわタイミング悪いにゃあ！」

　装備を収め、小部屋から退室しようとしたその時に、『先生』が復活した。

　事実上の不意打ちだ。レディ・ファントムが先手を取り、ＰＴパーテイに襲い掛かる。

「また、今度、な、『先生』」

　だが黒い影は、不意をつかれてなお亡霊よりも速かった。

　銀光一いつ閃せん。

　セージが、レディ・ファントムの、首をはねた──

「……え？」

「……えぇ？」

「……にゃぁ？」

　からん、霧の体が霧む散さんし、霊銀が床に落ちる。セージが霊銀を拾いティルムに渡した。

「参考までに聞きたいんですが、今の、どうやったんですか？」

「まだ未熟だった頃だ。部屋の隅で気配を殺して『先生』を見ていた。三日目の夜明けだったか、亡霊の体に、『結び目』のようなものが見えるようになった。その『結び目』を裂いてやれば、亡霊は、殺せる──参考になったか？」

「あはは……ありがとうございます。でもちょっと参考にはならないかな」

「本当に、戦闘に関してだけは突き抜けてるのねぇ」

「これだからＬＶレベル七は困るにゃ」

　困ったように笑うティルム、投げ遣やりな目で見てくるアルリアナ、肩をすくめて首元の鈴を揺らすククリカ。

「……答えた、だけだ、おれは、質問に」

　セージの声には、いくらか、傷ついたような響きがあった。

「わかってます。セージさんは悪くないです……ちょっと、ついていけないだけで」

　果たして、ティルムのフォローはフォローになっていたのだろうか。

　ともあれ、ティルムたちは『亡霊淑女レデイ・フアントム』の捕獲は次回と決め、小部屋を出た。

　ティルム、アルリアナ、ククリカが出て、最後にセージ。

　ドールはドアのところでそれを見送り、すれ違いざま、セージの袖をそっと摑つかんだ。

「ありがとう。ゲストになってくれて」

「疲れ、た、が、良い、さ。楽をさせて、貰もらっている、普段。礼だ、その」

「恋人、欲しかった？」

「考えたことも、ない」

「そう」

　ドールがセージの袖を離した。




　武具の調整と『先生』の小部屋使用権を獲得した五日後。

　ティルムたち魔物捕獲ＰＴパーテイは、『先生』の捕獲に挑んだ。

「アルリアナの、策が、上う手まく行けば、良い、な」

「失敗するかもって、疑ってるのぉ？　仲間を信じられないなんてぇ、悲しいわぁ」

「……そういう、わけ、では、ない」

「えー、じゃあ、どういう意味なのぉ？　私の目を見て、はっきり、言ってぇ」

「……」

「あはは。わかってますから。セージさんはちょっと慎重なだけですよね。よしよし」

「セージにゃんで遊んでるんじゃねーにゃ。『先生』が湧わく前に準備しろにゃ」

「……そうだ、ぞ。おまえ、ら、遊ぶ、な」

「っていうかにゃーもその遊びに混ぜろにゃ」

「……！」

「あはは」

　準備／小部屋に聖水をまき、特殊な香を焚たく。高ＬＶレベル神官／アルリアナが聖句を唱え、祈りを捧ささげる。儀式のための聖別された空間／聖域を作る『清めの儀式』だ。

「まあ、正攻法、では、ありますね」

「にゃーは未いまだに、あのアルリアナにゃんが神官に見えねーにゃー」

「……」

　セージたち三人は祈りの邪魔にならぬようアルリアナを背後から見守る。

「確かにちょっと意外でした。神聖魔法を使うのでもなく。聖別された道具を使うのでもなく。ただの祈りで。レディ・ファントムを説得する──なんて」

　意外な正攻法。祈りによる説得。アルリアナが自分から言い出した策である。

　やがて、香と祈りによって清められた空気を乱し、レディ・ファントムが現れた。

「考えて見れば、アンデッドって、かわいそうな魔物ですよね」

　アルリアナの肩越しにレディ・ファントム／血涙を流す美女を見て、ティルムが呟つぶやく。

　天にも地にも居場所はなく、たださまようばかりの存在だ。

「……」

　事前の打ち合わせに従いティルムたちは移動する。ティルムはアルリアナの斜め前、何かあったときすぐ対応できる距離で備える。ククリカはアルリアナの背後で腰の魔銃に手を添える。セージは絶技により姿を消した。

「さあ、始めましょうか」

　アルリアナが、澄んだ／慈じ愛あいに満ちた、微笑を浮かべ──哀れな亡霊を見た。

　哀れな亡霊のために、祈りを、捧ささげる。

「──私は、鞭むちを持って、あなたを打とう──」

　秩ちつ序じよ神に愛された天才神官。彼女の自称は決して噓うそではない。秩序神の加護そして秩序神の祝福は彼女の祈りを強化する。

　神官の祈りは、力である。

　神聖魔法の基本であり、同時に、奥義でもある。

　想おもいを、願いを、意志を、伝える力だ。

「──赦ゆるしの前に償いが必要である。罪は晒さらされなければならない。鞭を受け石を投げられねばならない──」

　その祈りの強さを示すように、神の力の片へん鱗りん／後光が彼女を照らす。

「……なんにゃ、この祈り。聞いたことねーにゃ」

「これは、多分、『罪の祈り』です。平たく言うと、えーと、その、罪を犯したのにそれを認めようとしない相手に、このままだと、こうなるぞって教える……その」

「つまり、アルリアナは、脅している、のか、亡霊、を？」

「あはは……そういうことです」

「え、えぐい神官にゃあ」

　祈りという言葉から想像される聖性や寛容さの逆を突き進むやり口である。

　ねちねちねちねちと言葉で脅すやり口は下手をすれば、力で祓はらうよりもえげつない。

「ア、アア、アアアアァァァァァァァァ──」

『亡霊淑女レデイ・フアントム』が後光の中に膝ひざをついた。

　身み悶もだえ、頭を抱えて、叫んでいる。あるいは、震え、怯おびえているのかもしれない。

「敵ながら哀れにゃあ」

　アルリアナの祈りは容よう赦しやなく続く。

「──あなたは、罪を、告白しなければならない──

　──さもなくば、呪われよう──

　──永久に、永久に、神の御み許もとへ行くことも許されず──」

　祈りを捧ささげるアルリアナは澄んだ微笑ほほえみを浮かべていた。聖女の如き澄んだ祈りを捧げていた。だからこそ、その祈りには力／凄すごみがあった。

「アアアアァァァァァァァァ！」

　レディ・ファントムが一際大きな叫びを上げた。ぎょろりと赤い瞳が動いた。赤い瞳がティルムを見ている。

「え？」

　ティルムと目が合うや、レディ・ファントムは一目散に突進する。

　反射的にティルムは盾たてを突き出す。しかしレディ・ファントムはそのまま盾にしがみつくようにして、ティルムと、体を重ねた。

「『ア、アアアアアア』」

　ティルムの口から虚うつろな声が漏れる。声と同時に彼女の肉体はガタガタガクガクと何か出来損ないの人形のように動く。

「『アアアアアアアアアアアアア！』」

　びくん、びくん、びくん、と一際大きく、ティルムの肉体は震えた。

「……あ、これ、ヤバイにゃ？」

「お人ひと好よしの体の中に逃げ込んだわねぇ。乗っ取られちゃったみたい」

　ティルムの瞳が、完全に、赤く染まっていた。

「冷静に解説してんじゃねえにゃ！　どうするにゃこれ！」

「触れない亡霊が、触れるようになった。捕まえやすくて良いじゃないの」

「この邪悪幼女！」

「『アアアアアアアアアアアアア──』」

　俄にわかに、戦闘の空気が立ち込める。

　だが、魔銃という強力過ぎる武器を扱うククリカには躊躇ためらいがあり、神官のアルリアナはそもそも直接戦闘には向いていない。

　音もなく、姿を現し、セージがレディ・ファントム／肉体を乗っ取られたティルムの前に、立ち塞がる。

　同時に、亡霊は叫んだ。

「『──ま、毎日毎日デート気分でひとを狩りに来てんじゃねえええええええええ、恋人いる奴やつがそんなに偉いかああああ！　独り身で悪いかあああああああ！』」

「……おい」

「……知らないわよぅ。亡霊の訴えたいことなんて」

「……やっべえ、超親近感湧わいたにゃ」

「『この怨うらみ！　怨みはないけれど、あなたたちにぶつけさせて貰もらいます！』」

　ティルムの体を奪った亡霊はそう宣言し、ＰＴパーテイを見た。

　正確には、眼前に立ち塞がる黒い影のような男／セージを見た。

　そして──恋する乙女みたいにぽおっとした顔で、頰ほおを染めた。

「『やだ、凄すごいイケメン』」

「変質者スレスレの覆面黒尽ずくめがイケメンと来たにゃ！」

「『そういうのじゃなくて……魂がイケメン』」

「お、おう……何を言っているのかさっぱりわからねえと思ったが、やっぱり何を言っているのかさっぱりわからねえにゃ」

「バァカじゃないのかしらぁ、この亡霊」

　うんざりしたようにアルリアナが言う。ククリカはネコミミ乗せた頭をかかえている。そして当のセージは恐らく、頭が真っ白なのだろう、軽く身構えたまま固まっていた。

　それでも言葉を搾しぼり出だしたのは、ティルムの努力が、セージを成長させたからだろう。

「おれ、たち、は……魔物、を、捕獲、する、活動を、している」

「『大丈夫です！　わたしの心はもうあなたのものですから！』」

「違う、そうじゃ、ない。話を、聞け」

「『はい、聞いてます！』」

「だから、だ、な」

「『お付き合いを前提に結婚してください！』」

「……」

　セージの心は折れた。

「『返事がない！　つまりオーケーってことですね！』」

　亡霊（肉体はティルム）は、瞳を星のように煌きらめかせている。

　喜色満面、硬直するセージに抱きつき、亡霊（肉体はティルム）は唇を寄せる──

「って、人の体で何をしてるんですかああああああああああああ！」

「『あああああああん、もうちょっとだったのにぃいいいい！』」

　ティルムが亡霊から体を奪い返したのか、叫び声を上げた。












　赤く染まっていた瞳もまた、ティルム本来の色に戻る。

「お、おお、ティルムにゃん！　ティルムにゃんにゃ！」

「凄すごいわぁ。気迫だけで亡霊から体を奪い返すなんてぇ」

「い、今のは覆面越しだからセーフですよね！　はいティルムです！　亡霊ならわたしの中にいますよ。逃がさないように気合で抑え込んでる感じですかね」

「ティルムにゃんも地味に結構凄いことやるにゃあ」

「必死でしたからね！　セージさんにも迷惑を……セージさん？」

「……」

　セージからの返事はない。

　石になったかのように、固まっている。

「にゃはは。びっくりして頭が真っ白って感じかにゃ…………あ？」

　ぽんぽん、と気楽な調子でセージの肩を叩たたき、何か違和感を覚えたのか首を傾かしげる。セージの口元に手をやり、首筋に手をあて、最後に胸に耳を寄せ──ククリカが青あお褪ざめた。

「死んでる」

　小部屋の中に、沈黙が満ちる。

「ええええええええええ！　え、え、え、こ、これ、わたしのせいなんですか！」

「あわわあわわわあわ慌てるんじゃないわぁ。蘇そ生せい、蘇生するのよぅ！」

「っていうか、わたしにキスされて死ぬってなんですか！　ちょっと、いえ、かなり気分が悪いんですけれど！　セージさんわたしのこと嫌いなんですか！」

「ＬＶレベル七がショック死とかマジかにゃ！　と、とにかく急いで神殿に運びこむにゃあ！」

「そ、そうですよ蘇生！　簡単な魔法だっていうならすぐにアルリアナさん！」

「む、無理よぅ！　あれは、ＬＶ五以上の神官が『清めの儀式』を施した聖域でないと……さっきやってたわぁ。す、すぐに蘇生術を使うわねぇ！」

　セージの死体が床に安置される。アルリアナがその周りに複雑な聖句による魔法陣めいたものを描く。そして、天てん秤びんを模した秩ちつ序じよ神の聖印を握り締めて魔法を唱えた。

「五体満足の死にたてなら成功率は高いはずだわぁ。成功しなさいよぅ。──囁ささやけ、祈れ、讃たたえよ──『彼方への呼び声ホーリー・コーリング』！」

　淡い光がセージの遺体を包んだ。

　ごくり、と誰かが息を吞のむ音がした。

　そして──

「…………これで、死ぬのは、二度目、か。あまり気分が良いものじゃ、ないな」

「よ、良かったあ……」

「本当に、バァカじゃないの！」

「おい、史上最高に下らない理由で死んだＬＶ七。あんまり心配させるんじゃねーにゃ」

「おれ、だって、味方に殺されるとは、思わなかったぞ」

「ふふっ。ドラゴンの牙で死ななかった男がティルムのキスで死ぬんですものねぇ」

「あはは……こ、この話題はやめましょう。後で気まずくなりそうです」

「そうにゃ！　これがきっかけでフラグとか立ったらにゃーがぶち壊してやるにゃ！」

「なんだ、フラグ、とは。それより、『亡霊淑女レデイ・フアントム』は、どう、なった？」

「わたしの中で大人しくしてます。この亡霊、どうすれば良いんですかね？」

「それなら考えてあるわぁ。はい、これ、神殿で祝福した葡ぶ萄どう酒しゆの空き瓶びんよぅ。これなら亡霊を中に封じ込めることができるわぁ」

「この空き瓶でどうしろと？」

「おえっ、て感じかしらぁ」

「亡霊を吐けと！」

「がんばってぇティルムぅ」

「ううううう、なんか、わたし、こんなのばっかりですねえ」

　がくりと、ティルムは肩を落とした。




「まず聞きたいんだけれどぉ、あなた、何者なのぉ？」

『それがさっぱり。自分の名前さえ思い出せませんねぇ』

『先生』の小部屋。瓶の中のレディ・ファントムは純白の妖精のように可か憐れんな姿をしている。声は魔術的に発せられているらしくティルムたちの耳にもはっきりと届いていた。

『いやあ、幽霊？　亡霊になってるなんて驚きですよ。まさに死ぬほど驚いたって感じですか。あはは。これ冗談です。ゴーストジョークなんちゃってー』

「つまんないわよぅ。しかもさっき、実際に驚きすぎて死んだバァカがいるのにぃ」

「……」

「だからその話はやめてくださいって！　思い出しちゃうじゃないですか！」

『そもそも、わたしがどうして亡霊になったのかを知ってどうするんですか』

「もちろん、どういう術が使われてるのか興味があるだけよぅ。もし直接的に魂に干渉する魔法があるなら、それはとても凄すごい発見になるわぁ」

「おまえ、を、迷宮から、解放して、やりたい、と、こいつは言って、いる」

「そんなこと言ってないわよぅ！　勝手にひとの言葉を捏ねつ造ぞうしないで欲しいわぁ！」

「秩ちつ序じよ神の、神官として、迷宮に、縛られた、魂を、見逃せない……と、言った」

「あー、言ってましたね」

「言ってたにゃあ。神官らしくなくてもやっぱり神官なんだと思ったにゃあ」

「やめなさい！　私を不器用なお人ひと好よし扱いするのはやめなさい！」

『……たくさんのわたしがね、いるんですよ』

　瓶びんの中のレディ・ファントムは、淡々とした声でそう言った。

『わたしが一人いなくなる。わたしが消える感覚がわたしに流れ込んで来る。わたしが一人増える。そしてまたわたしがいなくなる──それだけは薄っすら、覚えてます』

　しばらく、ティルムたちは、亡霊の言葉の意味を考えていた。

　考えて、理解した瞬間、ぞっ、と、背筋に冷たいものを覚える。

「魂を複製し、己の魂が滅ぶ感覚を、繰り返し、与えられ続ける……そういうことよねぇ」

『最初のわたしが何をしたのか知りませんが、怨うらまれたものですねえ』

　何者かにより、この小部屋に亡霊の魂は縛られた。

　その魂は定期的に複製され、『亡霊淑女レデイ・フアントム』という魔物として、表に現れる。

　そして、冒険者に倒され、魂が消滅する感覚を、受け続ける。

　魂が磨すり減へり、消滅することすら許されず、永遠に──苦しみ続ける。

　罰と呼ぶには残酷で、拷問の言葉すら生なま温ぬるい。文字通り、永遠の責め苦だ。

『そんな可哀かわい相そうなわたしには優しくするべきだと思いませんか！』

「軽っ！　なんにゃこいつ、背景はめっちゃ重いのに、ノリがめっちゃ軽いにゃ！」

『具体的には体とか貸して欲しいかなーって。ほら、どうせなら人生楽しみたいじゃないですか。まあもう死んでるんですけどね！　なーんちゃってゴーストジョーク！』

「あはは……ま、まあ、変なことしないなら、たまに体を貸すぐらいは、良いですけど」

「マジかにゃ！　ティルムにゃんのその心の広さはどこから来るにゃ！」

「お人ひと好よしのおバァカさん。次こそ体を乗っ取られるかもしれないわよぅ」

『しませんよ。そんなことしたらイケメンさんに嫌われるじゃないですか。こんな超絶素敵に最高無敵なイケメンに嫌われたらわたしは生きていけません、まあ──』

「『まあ、そもそも生きてないんですけどね』ってゴーストジョークにゃ」

『先読みされた！』

「あ、あはは。えーと、実はわたしたちは『人工迷宮計画ダイダロス・プロジエクト』というのに携たずさわって」

『わかりました、イケメンさんの役に立てるなら喜んで協力します！』

「協力してくれるなら、便宜を図ってもらえるよう偉い人にお願い……え？」

『さあ行きましょう！　いざ行きましょう！　未来は明るく輝いていますよ！　まあ、わたしは死んでるんですけどね！』

「本当に、調子が狂うわねぇ」

「ま、まあ計画には協力的ですし。うん、間違いなく、手間のかからない魔物……ですよね。うん、捕獲大成功です…………多分」

　こうして、ティルムたちが携わる『人工迷宮計画』はまた一歩、前進した。

　多分。





終章「おれたちの冒険はこれからだ！」










「今日で第一層の魔物は捕獲し終わりました。次回はいよいよ地下五階──第二層に入ります。今日は、その前に英気を養うということでかんぱーい！」

「……乾、杯」

「かんぱぁい」

「乾杯にゃー」

　冒険者の宿『銀の杖つえ亭』は今日も、冒険者たちで賑にぎわっていた。

　冒険者たちがぬるいエールを飲み、食べ、歌い、騒ぎ合う。次々にカウンターに料理が並び、ウェイトレスたちが忙しくテーブルの間を歩き回る。

　ティルムたち魔物捕獲ＰＴパーテイも、同じく、テーブルを囲んでいた。

「本当に、お疲れさまでした」

　乾杯の音頭を取った枯かれ葉は色の髪の少女、ＰＴの実質的リーダー／新米騎士のティルム・ディードがにこにこと満足そうな笑顔を浮かべていた。

「二層ねぇ。一体、どんな魔物がいるのかしらぁ」

　妖よう艶えんなる幼女、銀髪の天才神官／『神に愛されし』アルリアナ・デイジーコートは胸に下げた秩ちつ序じよ神の聖印を揺らし、意外なほど豪快にエールを飲み干した。

　ネコミミ飾りをつけた女／冒険商人ククリカ・テンセル（二十歳・独身・恋人いない暦＝年齢）は、商人らしい貼り付いた笑みを浮かべたまま、首の鈴を揺らし肩をすくめる。

「植物系の魔物が多いにゃーね。一層と比べると……まあ、色々、愉快な感じにゃ」

「悪くは、ない」

　最後の一人は、上から下まで黒かった。覆面の隙間から覗のぞく瞳すらも黒い。影を人の形に整えたような男／『首狩り屋』セージ・トーラスト──竜殺しのＬＶレベル七が呟つぶやく。

「退屈は、しない。殺さず、魔物を、捕まえる。なかなか、面白い」

「あはは。それにしても、すっかり習慣になっちゃいましたねえ。冒険の後に、こうやってごはんを食べるの。ＰＴを組んだばかりの頃は迷宮を出たら解散してたのに」

「にゃはは。最初は、そんな空気でもなかったからにゃあ」

「お葬式のような打ち上げになったでしょうねぇ。それはそれで面白そうだけどぅ」

「どっかの腐れ幼女が皮肉ばっかり言いやがってたのもあると思うにゃあ」

「えー、二十歳になってにゃーにゃー言ってるいったぁい女は関係ないのぅ？」

「にゃははは。そういえばアルリアナにゃんって何で冒険者や商人が嫌いなのにゃ？」

「長いハナシになるわよぅ」

「なら聞かねーにゃ」

「聞きなさいよ！」

「聞いてよかったんですか？」

「何であなたたちにそんなこと話さないといけないのぅ？」

「にゃはははははははははは！」

　仕事が一区切りした、という達成感からか彼女たちは普段より開放的になっていた。気のせいかエールを飲むペースも速い。

　セージは静かに、気配を殺し、ゆっくりとエールを飲んでいる。

「エールばっかりじゃなくて、たまには別のお酒を頼んでみませんか？」

「……大丈夫なのぉ？」

「お、ティルムにゃん、エール卒業かにゃ？」

「学校はお酒の持ち込み禁止だったんですよ。お茶と水は飲み放題でしたけど」

「にゃはは。初挑戦にゃーね。悪酔いしたらにゃーが面倒見てあげるにゃー」

「あはは。頼りにしてます」

　そして──

「にゃあああああああ！　結婚してええにゃああああ！　にゃーと釣り合うＬＶレベルで、甲か斐い性しようがあって、無駄遣いとかしない堅実な男が欲しいにゃああああああ！」

　面倒を見ると言ったククリカが真っ先に壊れた。

「あははははははははは！　セージさん！　お酒って美お味いしいですねえ！」

「おにーちゃーん。飲ませてー、んー」

「……誰か、おれを、助けて、くれ」

　セージは見事に、酔っ払ったティルムとアルリアナに絡まれた。

　初心者でも飲みやすいお酒、ということで注文したのが迷宮レモンを漬け込んだ果実酒だ。口当たりが良く、爽やかで、甘みも追加されており飲みやすい。しかし、飲みやすいわりに強い、初心者殺しの酒でもある。

　余談だが、帝国では飲酒に年齢制限はない。アルコール度の低いエールなど水代わりに飲まれている。高等学院、神学校などが規則により飲酒を禁じている程度だ。

「セージさぁああああああん！」

「お兄ちゃぁあんっ」

　二人とも、一見、酔っているようには見えないのが性た質ちが悪い。

　ティルムは何な故ぜか、やたらに、セージの後頭部を叩たたく。

　一方、アルリアナの方は、べたべたべたべた甘える。

　いつの間にか、席の間隔は詰められ、セージは二人の間に挟みこまれていた。

　ティルムも、アルリアナも、完全に、セージの肩に自分の体を預け、しなだれかかっている。傍はたから見れば、二人の女（一人は少々幼いが）を侍はべらせた羨ましい光景だろうか。

「……帰り、たい」

　当のセージは、ひたすら、この時間が速く過ぎ去ることを祈っていた。

「そういえば──わたしたちのＰＴパーテイって名前がありませんね」

「ないわねぇ。そういえば、名前、つけてないわぁ。ねえ、お兄ちゃぁん」

「にゃー？　折せつ角かくだし、何かつけるにゃー？」

「そうですね」

　唇に人差し指をあて、（一見素面しらふながら、実際は盛大に酔っ払っているらしい）ティルムは少し考えるように天井を見上げた。

　ティルムが視線を下ろす。

　目が合った。

「……」

「あはっ」

　にっこりと微笑ほほえみ、ティルムは言った。

「じゃあ、『セージ☆ハーレム』で」

　ぶぼほぉおおお！

　竜殺しの生きた伝説／ＬＶレベル七の冒険者は盛大にエールを吹き出した。

　あまつさえ、エールが変なところに入ってしまいテーブルに手をついてむせている。

　何がそんなに面白かったのか、アルリアナとククリカが声を上げて笑った。

　一見素面のティルムはやたらと元気よく、大きく、手を上げる。

「多数決を取ります。『セージ☆ハーレム』で良いと思うひと」

「さんせぇい」

「にゃははははははははははは」

「は、反対げほっ！」

「三対一だからダメです。はい、決定。もう書類も書いちゃいましょう──」




　酔った勢いで書いた書類をうっかり提出してしまい、ＰＴ名が本当に『セージ☆ハーレム』になってしまうのは──この少しばかり、後の話である。





「今日と同じ明日を迎えるために必要なもの──あとがきに替えて」










　変わるための努力は無論必要でしょうが、変わらない努力──つまり維持する努力もまた必要なものです。卑近な例をあげるのならば、プロの料理人は毎日『同じ味』が出せなければ話になりません。

　本作はまさにその『変わらないための努力』をテーマにしており、主人公たちは決して誰かに持て囃はやされることはないであろう静かな英雄でしかありません。

　同時に、『それがいかに優れていたとしてもシステムは確実に劣化し、永遠に続くものなど何一つない、変わらないための努力はいつか必ず水泡に帰す』という矛盾もまたテーマとしており今作の舞台である帝国はこの二つのテーマを体現する枠組みとして──

　あ、もう無理。ラノベ作家はパンツパンツラブラブコメコメ言ってるだけじゃない真面目な話も出来るんだってところを見せようと思ったけど吐き気がしてきたのでやめます。

　ということで本作は、気楽に読めて面白いドタバタ愉快な本格ファンタジーです。

　超かっこよくて世界最強の主人公と超かわいくて性格も良いヒロインが大活躍、凶悪な魔物たちをばったばったと倒す──のではなく捕獲していくストーリー。幾つもの苦難を乗り越え最初は不仲だった仲間たちと友情を確かめ合い絆きずなを育んでいく王道の展開。そして芽生える恋──

　基本的に一話完結型だから通勤通学授業中にちょくちょく読み進められて、わーお、お得！　これはもう買って読み続けるしかない！　友だちにも布教するしかない！

　さあ、スマホとかいう毎月毎月お金を吸い取っていく悪魔の機械をゴミ箱にぶん投げ、ポケットに文庫本を入れて出かけよう！　ＭＦ文庫Ｊの文庫本ならなお良いぞ！

　と、さり気ない宣伝を完璧にこなしたところでつつがなく謝辞に入ります。

　読者の皆さま、いつも応援ありがとうございます。生あい憎にくとＳＮＳの類たぐいはやっていませんが（どうせろくなこと言わないのわかってるから、あえてやらない大人のリスクコントール！）、応援の声は主に担当さん経由でこちらにも届いています。

　担当編集さん、校正校了の方、営業の方、本シリーズもよろしくお願いします。

　最後に、イラストを担当していただいた鳴なる瀬せひろふみさん。ナイスな挿絵をありがとうございます。ヒロインたちが想像の二倍ぐらいかわいく仕上がっていました──ククリカとか「これだけ美人なのに結婚できないってことはよっぽど性格が残念なんだな」と、脳内補正がかかる勢いです。




　二〇一七年春『パンツパンツラブラブコメコメパンツパンツラブラブコメコメ』葉は村むら哲てつ
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